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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のデータストリームを受信するように構成された通信ポートであって、それぞれの
データストリームは、前記データストリームが、単一のシリアル化された動的ＲＥＳＴ（
Representative State Transfer）メッセージを集合的に形成する複数のデータストリー
ムの内の１つであることを指示するフィールドを含むヘッダを有し、前記単一のシリアル
化された動的ＲＥＳＴメッセージは、複数の定義部分及び複数のデータ部分を含む自己記
述型コンポーネントを含み、前記複数のデータ部分のそれぞれは前記複数の定義部分のそ
れぞれに対応するデータ値を含み、前記複数の定義部分のそれぞれは、各データ部分の、
名前、属性、及びプロパティからなるグループから選択されるデータ要素を記述するデー
タ構造を含むものである通信ポートと、
　前記通信ポートに結合したプロセッサと、
　命令を記憶したメモリと、を含む装置であって、前記命令は前記プロセッサによって実
行されたときに、前記プロセッサに、
　前記メモリに第１のバッファ及び第２のバッファを確立すること、
　前記通信ポートを介して第１のデータストリームを受信すると、前記第１のデータスト
リームの所定のヘッダを調べること、
　マルチパートフィールドにおいて、前記所定のヘッダが、前記データストリームがマル
チパートシリアル化動的ＲＥＳＴメッセージであることを指示する値を有していることに
応答して、第１の復号化された部分を生成するために、前記第１バッファにバッファリン
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グされた前記第１データストリームのペイロードを復号化し、前記第１の復号化された部
分を前記第２のバッファに記憶し、ここで前記第１データストリームの前記ペイロードの
復号化は第２のデータストリームの完全な受信の前に開始され、前記第１データストリー
ム及び前記第２データストリームは、全体的に、又は部分的に、前記単一のシリアル化さ
れた動的ＲＥＳＴメッセージを集合的に含むものであること、
を実行させる、装置。
【請求項２】
　前記命令は、前記プロセッサによって実行されたときに、前記プロセッサに、
　現在のマルチパート識別子フィールド、マルチパート数フィールド、及びサイズフィー
ルドにおいて、前記第１のデータストリームを調べ、ここで、前記マルチパート数フィー
ルドで調べられた第１のパラメータ及び前記サイズフィールドで調べられた第２のパラメ
ータは、前記第２のバッファのためのバッファサイズを決定するために使用されるもので
あること、
を実行させる、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記命令は、前記プロセッサによって実行されたときに、前記プロセッサに、
　現在のマルチパート識別子フィールド、マルチパート数フィールド、及びサイズフィー
ルドにおいて、前記第１のデータストリームを調べ、ここで、前記現在のマルチパート識
別子フィールドで調べられた第２のパラメータは、前記第２のバッファに前記第１の復号
化された部分を記憶させるための位置を決定するために使用されるものであること、
を実行させる、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記第１のデータストリームの前記ペイロードを復号化し、前記第１の復号化された部
分を生成する復号化エンジンを含む、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記データ構造は、イベントオブジェクト、サービスオブジェクト、プロパティオブジ
ェクト、及び属性オブジェクトを含む、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記マルチパート数フィールドに関連する前記第１のパラメータは、前記単一のシリア
ル化された動的ＲＥＳＴメッセージを形成する前記複数のデータストリームの数を定め、
前記単一のシリアル化された動的ＲＥＳＴメッセージは完全なメッセージを含む、請求項
２に記載の装置。
【請求項７】
　前記現在のマルチパート識別子フィールドに関連する前記第２のパラメータは、前記単
一のシリアル化された動的ＲＥＳＴメッセージ内の所定の復号化されたデータストリーム
の位置を指示するメッセージ数識別子を定め、ここで、単一のシリアル化された動的ＲＥ
ＳＴメッセージは完全なメッセージを含むものである、請求項３に記載の装置。
【請求項８】
　前記通信ポートは、ウェブソケット接続を通じて１つ以上のデータストリームを受信す
る、請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　前記現在のマルチパート識別子フィールド、前記マルチパート数フィールド、及び前記
サイズフィールドは、前記第１のデータストリームの前記ヘッダ内に位置している、請求
項２に記載の装置。
【請求項１０】
　前記現在のマルチパート識別子フィールド、前記マルチパート数フィールド、及び前記
サイズフィールドは、前記第１のデータストリームの前記ペイロード内に位置している、
請求項２に記載の装置。
【請求項１１】
　コンピューティングデバイスのポートにおいて、複数のデータストリームを受信するス
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テップであって、それぞれのデータストリームは、前記データストリームが、単一のシリ
アル化された動的ＲＥＳＴ（Representative State Transfer）メッセージを集合的に形
成する複数のデータストリームの内の１つであることを指示するフィールドを含むヘッダ
を有し、前記単一のシリアル化された動的ＲＥＳＴメッセージは、複数の定義部分及び複
数のデータ部分を含む自己記述型コンポーネントを含み、前記複数のデータ部分のそれぞ
れは前記複数の定義部分のそれぞれに対応するデータ値を含み、前記複数の定義部分のそ
れぞれは、各データ部分の、名前、属性、及びプロパティからなるグループから選択され
るデータ要素を記述するデータ構造を含むものであるステップと、
　前記コンピューティングデバイスのメモリに第１のバッファ及び第２のバッファを確立
するステップと、
　前記ポートを介して第１のデータストリームを受信すると、前記第１のデータストリー
ムの所定のヘッダを調べるステップと、
　マルチパートフィールドにおいて、前記所定のヘッダが、前記データストリームがマル
チパートシリアル化動的ＲＥＳＴメッセージであることを指示する値を有していることに
応答して、第１の復号化された部分を生成するために、前記第１バッファにバッファリン
グされた前記第１データストリームのペイロードをプロセッサを使用して復号化し、前記
第１の復号化された部分を前記第２のバッファに記憶するステップであって、ここで前記
第１データストリームの復号化は第２のデータストリームの完全な受信の前に開始され、
前記第１データストリーム及び前記第２データストリームは、全体的に、又は部分的に、
前記単一のシリアル化された動的ＲＥＳＴメッセージを集合的に含むものであるステップ
と、
を含むコンピュータで実施される方法。
【請求項１２】
　現在のマルチパート識別子フィールド、マルチパート数フィールド、及びサイズフィー
ルドにおいて、前記第１のデータストリームを調べるステップであって、ここで、前記マ
ルチパート数フィールドで調べられた第１のパラメータ及び前記サイズフィールドで調べ
られた第２のパラメータは、前記第２のバッファのためのバッファサイズを決定するため
に使用されるものであるステップ、
を含む、請求項１１に記載のコンピュータで実施される方法。
【請求項１３】
　現在のマルチパート識別子フィールド、マルチパート数フィールド、及びサイズフィー
ルドにおいて、前記第１のデータストリームを調べるステップであって、ここで、前記現
在のマルチパート識別子フィールドで調べられた第２のパラメータは、前記第２のバッフ
ァに前記第１の復号化された部分を記憶させるための位置を決定するために使用されるも
のであるステップ、
を含む、請求項１１に記載のコンピュータで実施される方法。
【請求項１４】
　前記ポートは、ウェブソケット接続を通じて前記複数のデータストリームを受信する、
請求項１１に記載のコンピュータで実施される方法。
【請求項１５】
　前記ペイロードの復号化は、復号化エンジンによって実行される、請求項１１に記載の
コンピュータで実施される方法。
【請求項１６】
　前記データ構造は、イベントオブジェクト、サービスオブジェクト、プロパティオブジ
ェクト、及び属性オブジェクトを含む、請求項１１に記載のコンピュータで実施される方
法。
【請求項１７】
　前記マルチパート数フィールドに関連する前記第１のパラメータは、所定の完全な実行
可能メッセージを形成する１つ以上のデータストリームの数を定め、前記単一のシリアル
化された動的ＲＥＳＴメッセージは完全なメッセージを含む、請求項１２に記載のコンピ
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ュータで実施される方法。
【請求項１８】
　前記現在のマルチパート識別子フィールドに関連する前記第２のパラメータは、前記単
一のシリアル化された動的ＲＥＳＴメッセージ内の所定の復号化されたデータストリーム
の位置を指示するメッセージ数識別子を定め、ここで、単一のシリアル化された動的ＲＥ
ＳＴメッセージは完全なメッセージを含むものである、請求項１７に記載のコンピュータ
で実施される方法。
【請求項１９】
　命令を記憶した非一時的コンピュータ読取可能媒体であって、前記命令は、コンピュー
ティングデバイスのプロセッサによって実行されたときに、前記プロセッサに、
　前記コンピューティングデバイスのポートにおいて、複数のデータストリームを受信す
るステップであって、それぞれのデータストリームは、前記データストリームが、単一の
シリアル化された動的ＲＥＳＴ（Representative State Transfer）メッセージを集合的
に形成する複数のデータストリームの内の１つであることを指示するフィールドを含むヘ
ッダを有し、前記単一のシリアル化された動的ＲＥＳＴメッセージは、複数の定義部分及
び複数のデータ部分を含む自己記述型コンポーネントを含み、前記複数のデータ部分のそ
れぞれは前記複数の定義部分のそれぞれに対応するデータ値を含み、前記複数の定義部分
のそれぞれは、各データ部分の、名前、属性、及びプロパティからなるグループから選択
されるデータ要素を記述するデータ構造を含むものであるステップと、
　前記コンピューティングデバイスの第１のバッファ及び第２のバッファを確立するステ
ップと、
　前記ポートを介して第１のデータストリームを受信すると、前記第１のデータストリー
ムの所定のヘッダを調べるステップと、
　マルチパートフィールドにおいて、前記所定のヘッダが、前記データストリームがマル
チパートシリアル化動的ＲＥＳＴメッセージであることを指示する値を有していることに
応答して、第１の復号化された部分を生成するために、前記第１バッファにバッファリン
グされた前記第１データストリームのペイロードを使用して復号化し、前記第１の復号化
された部分を前記第２のバッファに記憶するステップであって、ここで前記第１データス
トリームの復号化は第２のデータストリームの完全な受信の前に開始され、前記第１デー
タストリーム及び前記第２データストリームは、全体的に、又は部分的に、前記単一のシ
リアル化された動的ＲＥＳＴメッセージを集合的に含むものであるステップと、
を実行させるものである、非一時的コンピュータ読取可能媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願の相互参照）
　本出願は、２０１４年３月２１日に出願された米国出願番号第１４／２２２，１００号
、題名「Ｓｙｓｔｅｍ　ａｎｄ　Ｍｅｔｈｏｄ　ｏｆ　Ｕｓｉｎｇ　Ｂｉｎａｒｙ　Ｄｙ
ｎａｍｉｃ　Ｒｅｓｔ　Ｍｅｓｓａｇｅｓ」と、２０１４年３月２１日に出願された同第
１４／２２２，０８３号、題名「Ｓｙｓｔｅｍ　ａｎｄ　Ｍｅｔｈｏｄ　ｏｆ　Ｕｓｉｎ
ｇ　Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒｅｓｔ　Ｍｅｓｓａｇｅｓ　ｗｉｔｈ　Ｗｅｂ　ｓｏｃｋｅｔｓ
」と、２０１４年３月２１日に出願された同第１４／２２２，０６７号、題名「Ｓｙｓｔ
ｅｍ　ａｎｄ　Ｍｅｔｈｏｄ　ｏｆ　Ａｂｓｔａｃｔｉｎｇ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏ
ｎｇ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｕｓｉｎｇ　Ｓｅｌｆ－Ｄｅｓｃｒｉｂｉｎｇ　Ｍｅｓｓａｇ
ｅｓ」と、２０１４年３月２１日に出願された同第１４／２２２，０２７号、題名「Ｃｈ
ｕｎｋ－ｂａｓｅｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｂｉｎａｒｙ　Ｄｙｎａｍｉ
ｃ　Ｒｅｓｔ　Ｍｅｓｓａｇｅｓ」と、の優先権を主張する。これらの出願のそれぞれの
内容は、その全体が本明細書に参考として組み込まれる。
【０００２】
　（発明の分野）
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　本発明は概ね、マシンツーマシン通信に関する。より具体的には、特定の実施形態にお
いて、本発明は、デバイス間で通信するためのバイナリ動的Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏ
ｎａｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ（ＲＥＳＴ）メッセージの使用に関する。
【背景技術】
【０００３】
　モノのインターネット（「ＩＯＴ」）とは、実世界に存在するシステム、デバイス、及
び／又は物体のネットワーク（集合的に「システムと呼ぶ」）を指し、自動車から心臓モ
ニタまでの範囲に及ぶ。これらの物理的物体及び／又はデバイスは、とりわけデータ通信
及びデータ交換を可能にする、ソフトウェア、センサ、電子機器、通信手段などを備えて
いる、及び／又はこれらに埋め込まれている。モノのインターネットを構成するシステム
の数は、急増している。ある業界アナリストは、（工業、消費者、政府、医療、及びビジ
ネスの各環境において）接続されているシステムの数は、今後１０年間で５０億から１兆
へと増加すると予測している。このような成長の重要な部分は、セルラーネットワーク上
など、無線通信を使用したデバイス及びシステムになるであろう。
【０００４】
　中でも、新規に接続されたデバイスの採用に共通する問題には、動作性（例えば、ベン
ダー独自のプラットフォーム及び他のベンダーが提供する各種プラットフォームのデバイ
スを含む、レガシーデバイスとのインターフェース及び動作の容易性）と、効率（例えば
、インフラストラクチャコストなど、接続デバイスの運用コスト）と、有用性（例えば、
意図された目的のために実行するデバイスの有効性）と、コスト（例えば、接続デバイス
及び支持するインフラストラクチャの取り付け、委託、更新、及び更新（update, and up
date）と、拡張性と、が挙げられる。これらの問題のある特定の共通点は、このようなデ
バイスの制御及び管理に使用される通信プロトコルである。例えば、プロトコルは、デバ
イスが相互間で通信する方法、通信する内容、通信するとき、及び通信相手の人又は物を
定義する。
【０００５】
　一般に普及している通信プロトコルは、ハイパーテキスト転送プロトコルベース（ＨＴ
ＴＰ）のＲＥｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ（ＲＥＳＴ
）アプリケーションプログラミングインターフェース（ＡＰＩ）であり、「ＨＴＴＰ　Ｒ
ＥＳＴｆｕｌ　ＡＰＩ」とも呼ばれる。ＨＴＴＰ　ＲＥＳＴｆｕｌ　ＡＰＩの２つの一般
に普及しているオープンスタンダードフォーマットとして、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ　Ｏｂ
ｊｅｃｔ　Ｎｏｔａｔｉｏｎ（「ＪＳＯＮ」）及びＥｘｔｅｎｓｉｖｅ　Ｍａｒｋｕｐ　
Ｌａｎｇｕａｇｅ（「ＸＭＬ」）データフォーマットが挙げられる。ＲＥＳＴは、ＨＴＴ
Ｐなどの標準化インターフェースを採用し得る分散システムに対応した、ソフトウェアア
ーキテクチャの形式である。ＲＥＳＴの制約に準ずるアプリケーションは、「ＲＥＳＴｆ
ｕｌ」と記載される場合がある。
【０００６】
　ＨＴＴＰ　ＲＥＳＴｆｕｌ　ＡＰＩ及びＪＳＯＮ／ＸＭＬを採用するプロトコルは、柔
軟性のあるオープンな通信用スキームを提供するが、そのトレードオフも有する。例えば
、人間に読めるテキストの使用による柔軟性はあるが、プロトコルは冗長であり、そのた
め、非効率的である。
【０００７】
　通信プロトコルの動作は、通信チャネルの影響を受ける可能性がある。例えば、ＨＴＴ
Ｐは、通信プロトコルとしての制限ではないが、コンピューティング及びネットワークイ
ンフラストラクチャ内に一般に採用される、ファイアウォール及びネットワークアドレス
変換などのトラフィックルーティングデバイス及びセキュリティデバイスのため、ＨＴＴ
Ｐの使用は、場合によっては一方向通信に制限される。ＨＴＴＰポーリングは、このよう
なインターネットインフラストラクチャ間のＨＴＴＰの一方向の性質、及びそれに類する
ものを克服するために使用される、典型的なテクニックである。しかし、ＨＴＴＰポーリ
ングの使用は、高い応答メッセージの遅延応答性、高い帯域幅消費、及び高いサーバ使用
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率というトレードオフを有する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　したがって、接続されたデバイスのマシンツーマシン通信用に、ＨＴＴＰ　ＲＥＳＴｆ
ｕｌ　ＡＰＩなどの、又はこれに基づいた、柔軟性のある拡張可能で効率的なプロトコル
が必要である。また、このようなプロトコルを低遅延かつ両方向性のものとする必要があ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　総括すると、本明細書に記載の実施形態は、効率的、柔軟、拡張可能、かつ、コスト効
果的な方法で、膨大な数のコンピューティングデバイスがコンピューティングプラットフ
ォーム（例えば、マシンツーマシン通信及びＩｏＴ接続デバイス用）に接続することを可
能にする、通信プロトコルを提供する。本通信プロトコルは、持続的接続（例えば、Ｗｅ
ｂＳｏｃｋｅｔ接続経由）を使用して、インターネットベースのコンピューティングプラ
ットフォーム（例えば、マシンツーマシン接続性及びモノのインターネットアプリケーシ
ョン用）内のデバイス間でＨＴＴＰ　ＲＥＳＴｆｕｌメッセージを送信するため、低遅延
の双方向接続を更に提供する。
【００１０】
　動作性及び効率を高めるため、本プロトコルでは、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ　Ｏｂｊｅｃ
ｔ　Ｎｏｔａｔｉｏｎ（ＪＳＯＮ）及びＥｘｔｅｎｓｉｖｅ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕ
ａｇｅ（ＸＭＬ）などの標準フォーマットに従った、圧縮及びバイナリ化された動的ＲＥ
ＳＴ　ＡＰＩメッセージを採用する。本動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩプロトコルは、マシンが簡
単に使用及び生成できる、自己記述型及びモデルベースの方法で、メッセージをフォーマ
ット化する。送信時に、本プロトコルは、動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩメッセージを圧縮して、
プロトコルに採用されているモデルベーススキーマ及び自己記述型スキーマに特有の表記
法及び既知の構造要素を除外及び／又は削除することにより、メッセージの冗長性を軽減
する。加えて、圧縮は、メッセージ内の特定の共通要素をバイナリシンボルに置き換える
。圧縮された動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩプロトコルは、動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩメッセージ（例
えば、ＪＳＯＮ又はＸＭＬで表現される）のサイズを、５０パーセントを超えて縮小する
ことができ、元のメッセージが送信後に再構築されることを可能にすることが観察される
。また、メッセージのバイナリ化には、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔ接続との相乗作用があり、低
遅延の双方向接続を可能にすることが観察される。
【００１１】
　実際に、メッセージの冗長部分（例えば、モデルベーススキーマ及び自己記述型スキー
マ）は、プロトコルが制御用の複雑なメッセージを送信及び受信することを可能にし、か
つ、アップグレード及びレガシーシステムとの統合を可能にする、メッセージ構成要素の
下層組織及びプロパティに部分的に関連する。接続されたデバイスはそれぞれ、典型的に
この下層情報を含む。このように、メッセージの冗長部分が送信されない場合でも、例え
ば、コンピューティングデバイス及び／又はサーバによって直接使用及び／又は解析され
るように、メッセージ全体を送信後に再構築することが可能である。ＪＳＯＮ及びＸＭＬ
などの人間に読めるテキストを使用する特定のオープンスタンダードについては、メッセ
ージの冗長部分はまた、それぞれのデータオブジェクトの属性及び／又は名前部分（例え
ば、ＪＳＯＮにおける属性ペアの属性及びＸＭＬにおける名前／値ペアの名前など）を含
む。
【００１２】
　動作性及び効率を更に促進するため、プロトコルは、ハイパーテキスト転送プロトコル
（ＨＴＴＰ）の一組の共通方法に基づいた、かつ、ＨＴＴＰの一組の共通メッセージ（例
えば、ステータスコード、エラーコードなど）に対応する、要求／応答構成体をバイナリ
シンボルとして表現することによって圧縮する。この圧縮の効果により、メッセージサイ
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ズが縮小され得ると同時に、標準ＲＥＳＴ　ＡＰＩ（例えば、ＧＥＴ、ＰＯＳＴ、ＤＥＬ
ＥＴＥ、ＰＵＴなどのＨＴＴＰ動詞）を介した、接続されたデバイス及びレガシーシステ
ム間の通信が可能になる。
【００１３】
　本プロトコルを使用した場合、メッセージは、典型的にヘッダ及びペイロード部分を含
む。特定の要求／応答構成体（例えば、ステータスコード、エラーコードなど）を採用す
るメッセージの場合、プロトコルは、その中にこのような要求／応答構成体を有するヘッ
ダのみを送信し得る。これにより、送信効率が更に高まる。動的ＲＥＳＴメッセージの場
合、プロトコルは、ヘッダ及びペイロード（動的ＲＥＳＴメッセージを含む）の両方を送
信する。特定のＲＥＳＴｆｕｌ形式サービス（例えば、データの読み取り／書き込み操作
、リモート手順の実行、イベントトンラスポート、並びにファイル転送及びアプリケーシ
ョントンネリングなどの拡張機能など）を有する他の種類のメッセージの場合、プロトコ
ルは、ヘッダ及びペイロードの両方を送信し、ペイロードは、これらの外部ＲＥＳＴｆｕ
ｌ形式サービスを呼び出すためのバイナリメッセージを含む。いくつかの実施例では、ヘ
ッダは、ｉ）すべてのメッセージで採用される共通部分と、ｉｉ）接続されたデバイスと
サーバとの間の特定の送信方向に対して採用される補助部分と、を含み得る。この目的の
ために、本プロトコルは、メッセージの送信方向又は意図された受信者に基づいて、特定
のメッセージにのみ補助ヘッダを含むことにより、メッセージ送信の効率を更に高める。
【００１４】
　更に拡張性を促進するため、本プロトコルは、チャンクで（すなわち、メッセージの分
割された部分で）メッセージの送信を促進する。このように、それぞれのメッセージは、
複数のより小さいメッセージにパーティション化され、それによって、接続されたデバイ
スでデータを受信及び／又は送信するときのサーバのメモリ要件を削減する。この目的の
ため、この機能は、モノのインターネットアプリケーションなどの、多数の接続デバイス
でデータを受信／送信するときに、特に有益である。例えば、１００，０００台の接続デ
バイスとの１ＭＢのデータの受信又は送信を意図された、プラットフォームサーバがある
とする。このようなサーバは、接続デバイスで同時に受信又は送信される場合、すべての
データをバッファリングするため、約１００ギガバイト（ＧＢ）（すなわち、１ＭＢのデ
ータ×１００，０００インスタンスのデータ）のメモリ割り当てを必要とする。チャンク
化は、このプラットフォームサーバにおけるメモリ制約を有益に軽減する。それぞれのメ
ッセージを、例えば、８キロバイト（ＫＢ）のチャンクからなる複数のメッセージにパー
ティション化することによって、同一のプラットフォームサーバは、約８００ＭＢのバッ
ファを有する同一の１００，０００台のデバイスから、チャンクデータをバッファリング
することができる。
【００１５】
　本プロトコルは、好ましくはアプリケーションレベル（トランスポートレベルではなく
）でメッセージをチャンク化及び再アセンブルして、例えば、メッセージ構造の変更を可
能にする操作（例えば、所定のアプリケーションの接続性のカスタマイズを可能にするこ
と）の制御を提供する。いくつかの実施形態において、このようなカスタマイズは、プロ
トコルのトランスポート層で実装される。
【００１６】
　一態様では、本開示は、通信デバイスを説明する（例えば、プラットフォームサーバ、
エッジサーバ、エンドポイントデバイスなど）。通信デバイスは、ポート、メモリ、及び
プロセッサを含む。ポートは、バイナリフォーマットで表現されるメッセージに対応する
、１つ又は２つ以上のデータストリーム（例えば、１つ又は２つ以上のパケット）を受信
するように構成される。それぞれのデータストリームは、バイナリヘッダ及びバイナリ本
体を含む。ポートは、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔ接続を介して、１つ又は２つ以上のデータスト
リームを受信し得る。バイナリ本体は、メタデータ構成体（例えば、フィールド定義のリ
スト）及びメッセージ構成体（例えば、行データのリスト）を含み、メタデータ構成体が
メッセージ構成体のプロパティを記述する、メッセージの自己記述型スキーマを集合的に
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形成する。
【００１７】
　メモリは、（ｉ）バイナリヘッダ及びバイナリ本体に関連付けられた第１のメッセージ
構造記述と、（ｉｉ）メタデータ構成体に関連付けられた第２のメッセージ構造記述と、
を記憶する。
【００１８】
　プロセッサは、受信されたメッセージ（例えば、バイナリ及び短縮フォーマットで表現
される圧縮されたメッセージ）を作製するために、受信されたデータストリームを解析す
るように構成される。受信されたメッセージを作製するため、プロセッサは、受信された
メッセージのバイナリヘッダ及びバイナリ本体を決定するために、第１のメッセージ構造
記述を使用して受信されたデータストリームを解析し、メタデータ構成体を形成する記述
値の１つ又は２つの群を決定するために、第２のメッセージ構造記述を使用してバイナリ
本体を解析し、かつ、メッセージ構成体のデータ値の１つ又は２つ以上の群を決定するた
めに、メタデータ構成体の決定された記述値の一部を使用する。いくつかの実施例におい
て、記述値からなる１つ又は２つ以上の群のそれぞれの群は、メッセージ構成体のデータ
値からなる１つ又は２つ以上の群のそれぞれの群の所定のデータ値に関連付けられる。メ
タデータ構成体は、バイナリ本体内でメッセージ構成体に先行し得る。メタデータ構成体
の部分、及び一組の文字列に対応するメッセージ構成体は、受信されたメッセージ内で、
通信デバイスにネイティブである世界基準コードに基づいたバイナリシンボルとして表現
され得る。
【００１９】
　いくつかの実施例において、メッセージ構成体のそれぞれのデータ値と、メタデータ構
成体のそれぞれの記述値と、に関連付けられた表記オブジェクト（例えば、ＪＳＯＮ属性
－値ペアにおける属性、及び／又はＸＭＬ名前－値ペアにおける名前の文字列）が、受信
されたメッセージに表示されないように、受信されたメッセージのメッセージ構成体及び
メタデータ構成体の両方が、短縮フォーマットで表現される。表記オブジェクトは、受信
されたメッセージの非圧縮バージョンで表示され得る。受信されたメッセージの非圧縮バ
ージョンは、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ　Ｏｂｊｅｃｔ　Ｎｏｔａｔｉｏｎ（ＪＳＯＮ）及び
Ｅｘｔｅｎｓｉｂｌｅ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ（ＸＭＬ）からなる群から選択
される、オープンスタンダートフォーマットに準拠し得る。いくつかの実施例において、
バイナリヘッダは、ＨＴＴＰ　ＲＥＳＴメッセージに関連付けられたフィールドを含む。
ＨＴＴＰ　ＲＥＳＴメッセージは、ＨＴＴＰ要求メソッド（例えば、ＧＥＴ、ＰＵＴ、Ｄ
ＥＬＥＴＥ、ＰＯＳＴ）及びＨＴＴＰステータスコード定義の少なくとも１つを表現する
バイナリシンボルの少なくとも１つを含み得る。いくつかの実施例において、データスト
リームは、補助バイナリヘッダを含む。補助バイナリヘッダは、受信されたデータストリ
ームのターゲット受信者のアイデンティティに関連付けられた、１つ又は２つ以上のフィ
ールドを含み得る。
【００２０】
　いくつかの実施例において、メタデータ構成体を形成する記述値からなる１つ又は２つ
以上の群のそれぞれの群は、メッセージ構成体のデータ値のそれぞれの型に対する、型定
義のバイナリ表現を含む。型定義は、文字列、数値、ブール値、日時オブジェクト、タイ
ムスパンオブジェクト、インフォテーブルオブジェクト、場所オブジェクト、ＸＭＬオブ
ジェクト、ＪＳＯＮオブジェクト、照会オブジェクト、イメージ、ハイパーリンク、イメ
ージリンクオブジェクト、パスワードオブジェクト、ｈｔｍｌオブジェクト、テキスト、
タグオブジェクト、スケジュールオブジェクト、バリアントオブジェクト、グローバル一
意識別子（ＧＵＩＤ）オブジェクト、バイナリラージオブジェクト（ＢＬＯＢ）、及び整
数からなる群から選択されるメンバーを含む。いくつかの実施例において、メタデータ構
成体を形成する記述値からなる１つ又は２つ以上の群のそれぞれは、データ値名記述子、
データ値記述記述子、及びデータ値型記述子を含み、これらの記述子は、モデルベースス
キーマによって定義される。
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【００２１】
　いくつかの実施例において、メッセージ構成体のデータ値からなる１つ又は２つ以上の
群のそれぞれの群及びメタデータ構成体の記述値からなる１つ又は２つ以上の群のそれぞ
れの群は、１つ又は２つ以上のバイナリマーカーを含む。１つ又は２つ以上のバイナリマ
ーカーは、対応の１つ又は２つ以上の群のそれぞれの始まり及び終わりの少なくとも１つ
を示す。
【００２２】
　別の態様では、本開示は、モデルベーススキーマ及び自己記述型スキーマに従ってフォ
ーマット化された、圧縮及びバイナリ化された動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩメッセージを伝達す
るための、コンピュータ実装型の方法を説明する。方法は、データストリームの第１のメ
ッセージ構造記述及び第２のメッセージ構造記述を、コンピューティングデバイスのメモ
リで記憶することを含む。第１のメッセージ構造記述は、バイナリフォーマットで表現さ
れるメッセージのバイナリヘッダ及びバイナリ本体の形状を定義する。バイナリ本体は、
メタデータ構成体（例えば、フィールド定義のリスト）及びメッセージ構成体（例えば、
行データのリスト）を含み、メタデータ構成体がメッセージ構成体のプロパティを記述す
る、メッセージの自己記述型スキーマを集合的に形成する。第２のメッセージ構造記述は
、メタデータ構成体の構造を定義する。
【００２３】
　方法は、モデルベーススキーマ及び自己記述型スキーマに従ってフォーマット化された
、圧縮及びバイナリ化された動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩメッセージに対応する、１つ又は２つ
以上のデータストリームを、コンピューティングデバイスのポートで受信することを更に
含む。１つ又は２つ以上のデータストリームは、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔ接続を介して受信さ
れ得る。
【００２４】
　方法は、受信されたメッセージを作製するため、受信されたデータストリームを、コン
ピューティングデバイスのプロセッサによって解析することを更に含む。受信されたデー
タストリームを解析することは、受信されたメッセージのバイナリヘッダ及びバイナリ本
体を決定するために、第１のメッセージ構造記述を使用して受信されたデータストリーム
を解析することと、受信されたメッセージのメタデータ構成体を形成する記述値の１つ又
は２つ以上の群を決定するために、第２のメッセージ構造記述を使用してバイナリ本体を
解析することと、メタデータ構成体の決定された記述値の一部を使用して、メッセージ構
成体のデータ値からなる１つ又は２つ以上の群を決定することと、を含む。メタデータ構
成体は、バイナリ本体内でメッセージ構成体に先行し得る。メタデータ構成体の部分、及
び一組の文字列に対応するメッセージ構成体は、受信されたメッセージ内で、コンピュー
ティングデバイスにネイティブである世界基準コード（例えば、Ｕｎｉｃｏｄｅ－８）に
基づいたバイナリシンボルとして表現され得る。
【００２５】
　いくつかの実施例において、記述値からなる１つ又は２つ以上の群のそれぞれの群は、
メッセージ構成体のデータ値からなる１つ又は２つ以上の群のそれぞれの群の所定のデー
タ値に関連付けられる。
【００２６】
　いくつかの実施例において、メッセージ構成体のそれぞれのデータ値と、メタデータ構
成体のそれぞれの記述値と、に関連付けられた表記オブジェクト（例えば、ＪＳＯＮ属性
－値ペアにおける属性、及び／又はＸＭＬ名前－値ペアにおける名前の文字列）が、受信
されたメッセージに表示されず、表記オブジェクトが受信されたメッセージの非圧縮バー
ジョンに表示されるように、受信されたメッセージのメッセージ構成体及びメタデータ構
成体の両方が、短縮フォーマットで表現される。受信されたメッセージの非圧縮バージョ
ンは、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ　Ｏｂｊｅｃｔ　Ｎｏｔａｔｉｏｎ（ＪＳＯＮ）及びＥｘｔ
ｅｎｓｉｂｌｅ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ（ＸＭＬ）からなる群から選択される
、オープンスタンダートフォーマットに準拠し得る。
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【００２７】
　いくつかの実施例において、バイナリヘッダは、ＨＴＴＰ　ＲＥＳＴメッセージに関連
付けられたフィールドを含む。ＨＴＴＰ　ＲＥＳＴメッセージは、ＨＴＴＰ要求メソッド
（例えば、ＧＥＴ、ＰＵＴ、ＤＥＬＥＴＥ、ＰＯＳＴ）及びＨＴＴＰステータスコード定
義の少なくとも１つを表現するバイナリシンボルを含み得る。いくつかの実施例において
、データストリームは、補助バイナリヘッダを含む。補助バイナリヘッダは、受信された
データストリームのターゲット受信者のアイデンティティに関連付けられた、１つ又は２
つ以上のフィールドを含み得る。
【００２８】
　いくつかの実施例において、メッセージ構成体のデータ値からなる１つ又は２つ以上の
群のそれぞれの群及びメタデータ構成体の記述値からなる１つ又は２つ以上の群のそれぞ
れの群は、１つ又は２つ以上のバイナリマーカーを含む。１つ又は２つ以上のバイナリマ
ーカーは、対応の１つ又は２つ以上の群のそれぞれの始まり及び終わりの少なくとも１つ
を示すことができる。
【００２９】
　いくつかの実施例において、メタデータ構成体を形成する記述値からなる１つ又は２つ
以上の群のそれぞれは、データ値名記述子、データ値記述記述子、及びデータ値型記述子
を含む。記述子は、好ましくはモデルベーススキーマによって定義される。
【００３０】
　別の態様では、本開示は、記憶された命令を有する、非一過性コンピュータ読み取り可
能媒体を説明する。命令は、コンピューティングデバイスのプロセッサの実行時に、デー
タストリームの第１のメッセージ構造記述及び第２のメッセージ構造記述を、コンピュー
ティングデバイスのメモリで記憶することを、プロセッサに実行させる。第１のメッセー
ジ構造記述は、バイナリフォーマットで表現されるメッセージのバイナリヘッダ及びバイ
ナリ本体の形状を定義する。バイナリ本体は、メタデータ構成体（例えば、フィールド定
義のリスト）及びメッセージ構成体（例えば、行データのリスト）を含み、メタデータ構
成体がメッセージ構成体のプロパティを記述する、メッセージの自己記述型スキーマを集
合的に形成する。第２のメッセージ構造記述は、メタデータ構成体の構造を定義する。
【００３１】
　命令は、プロセッサによる実行時に、モデルベーススキーマ及び自己記述型スキーマに
従ってフォーマット化された、圧縮及びバイナリ化された動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩメッセー
ジに対応する、１つ又は２つ以上のデータストリームを、コンピューティングデバイスの
ポートで受信することを、プロセッサに実行させる。ポートは、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔ接続
を介して、１つ又は２つ以上のデータストリームを受信し得る。
【００３２】
　命令は、プロセッサによる実行時に、受信されたデータストリームを解析して受信され
たメッセージを作製することを、プロセッサに更に実行させる。受信されたデータストリ
ームを解析することは、受信されたメッセージのバイナリヘッダ及びバイナリ本体を決定
するために、第１のメッセージ構造記述を使用して受信されたデータストリームを解析す
ることと、受信されたメッセージのメタデータ構成体を形成する記述値の１つ又は２つ以
上の群を決定するために、第２のメッセージ構造記述を使用してバイナリ本体を解析する
ことと、メタデータ構成体の決定された記述値の一部を使用して、メッセージ構成体のデ
ータ値からなる１つ又は２つ以上の群を決定することと、を含む。メタデータ構成体は、
バイナリ本体内でメッセージ構成体に先行し得る。メタデータ構成体の部分、及び一組の
文字列に対応するメッセージ構成体は、受信されたメッセージ内で、通信デバイスにネイ
ティブである世界基準コードに基づいたバイナリシンボルとして表現され得る。
【００３３】
　いくつかの実施例において、メッセージ構成体のそれぞれのデータ値と、メタデータ構
成体のそれぞれの記述値と、に関連付けられた表記オブジェクト（例えば、ＪＳＯＮ属性
－値ペアにおける属性、及び／又はＸＭＬ名前－値ペアにおける名前の文字列）が、受信
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されたメッセージに表示されないように、受信されたメッセージのメッセージ構成体及び
メタデータ構成体の両方が、短縮フォーマットで表現される。表記オブジェクトは、受信
されたメッセージの非圧縮バージョンで表示され得る。受信されたメッセージの非圧縮バ
ージョンは、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ　Ｏｂｊｅｃｔ　Ｎｏｔａｔｉｏｎ（ＪＳＯＮ）及び
Ｅｘｔｅｎｓｉｂｌｅ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ（ＸＭＬ）からなる群から選択
される、オープンスタンダートフォーマットに準拠し得る。いくつかの実施例において、
バイナリヘッダは、ＨＴＴＰ　ＲＥＳＴメッセージに関連付けられたフィールドを含む。
ＨＴＴＰ　ＲＥＳＴメッセージは、ＨＴＴＰ要求メソッド（例えば、ＧＥＴ、ＰＵＴ、Ｄ
ＥＬＥＴＥ、ＰＯＳＴ）及びＨＴＴＰステータスコード定義の少なくとも１つを表現する
バイナリシンボルの少なくとも１つを含み得る。いくつかの実施例において、データスト
リームは、補助バイナリヘッダを含む。補助バイナリヘッダは、受信されたデータストリ
ームのターゲット受信者のアイデンティティに関連付けられた、１つ又は２つ以上のフィ
ールドを含み得る。
【００３４】
　いくつかの実施例において、メタデータ構成体を形成する記述値からなる１つ又は２つ
以上の群のそれぞれの群は、メッセージ構成体のデータ値のそれぞれの型に対する、型定
義のバイナリ表現を含む。型定義は、文字列、数値、ブール値、日時オブジェクト、タイ
ムスパンオブジェクト、インフォテーブルオブジェクト、場所オブジェクト、ＸＭＬオブ
ジェクト、ＪＳＯＮオブジェクト、照会オブジェクト、イメージ、ハイパーリンク、イメ
ージリンクオブジェクト、パスワードオブジェクト、ｈｔｍｌオブジェクト、テキスト、
タグオブジェクト、スケジュールオブジェクト、バリアントオブジェクト、グローバル一
意識別子（ＧＵＩＤ）オブジェクト、バイナリラージオブジェクト（ＢＬＯＢ）、及び整
数からなる群から選択されるメンバーを含む。いくつかの実施例において、メタデータ構
成体を形成する記述値からなる１つ又は２つ以上の群のそれぞれは、データ値名記述子、
データ値記述記述子、及びデータ値型記述子を含み、これらの記述子は、モデルベースス
キーマによって定義される。
【００３５】
　いくつかの実施例において、メッセージ構成体のデータ値からなる１つ又は２つ以上の
群のそれぞれの群及びメタデータ構成体の記述値からなる１つ又は２つ以上の群のそれぞ
れの群は、１つ又は２つ以上のバイナリマーカーを含む。１つ又は２つ以上のバイナリマ
ーカーは、対応の１つ又は２つ以上の群のそれぞれの始まり及び終わりの少なくとも１つ
を示す。
【００３６】
　別の態様では、本開示は、プロセッサと、持続的ステートレス接続（例えば、ＷｅｂＳ
ｏｃｋｅｔ接続）を介してデータストリームをコンピューティングデバイスに送信するよ
うに構成されたポートと、そこに記憶された命令及び動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩモデルを有す
るメモリと、を含む、通信デバイスを説明する。メモリの命令は、プロセッサによる実行
時に、ポートを介して、第２の通信デバイスとの１つ又は２つ以上の持続的ステートレス
接続を確立することを、プロセッサに実行させる。メモリの命令は、プロセッサによる実
行時に、記憶された動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩモデルを使用して、自己記述型要求メッセージ
に対応する１つ又は２つ以上のデータストリームを作製することを、プロセッサに更に実
行させる。メモリの命令は、プロセッサによる実行時に、データストリームがポートによ
って第２の通信デバイスに送信されるようにすることを、プロセッサに更に実行させる。
【００３７】
　いくつかの実施例において、持続的ステートレス接続は、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔ接続であ
る。ポートは、ハイパーテキスト転送プロトコル（ＨＴＴＰ）ポート、セキュアハイパー
テキスト転送プロトコル（ＨＴＴＰＳ）ポート、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔ（ＷＳ）ポート、及
びＷｅｂＳｏｃｋｅｔセキュア（ＷＳＳ）ポートからなる群から選択されるメンバーであ
り得る。ポートは、いくつかの実施例において、ポート値８０又は４４３を有する。
【００３８】
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　いくつかの実施例において、動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩモデルは、モデルベーススキーマ及
び自己記述型スキーマに従ってフォーマット化された、要求メッセージの記述を含む。要
求メッセージの記述は、メタデータ構成体（例えば、フィールド定義のリスト）及びメッ
セージ構成体（例えば、行データのリスト）を含み得、メタデータ構成体がメッセージ構
成体のプロパティを記述する、メッセージの自己記述型スキーマを集合的に形成する。メ
ッセージ構成体は、メッセージのデータオブジェクトに対応するデータ値（例えば、行デ
ータ）の１つ又は２つ以上の群を含み得、メタデータ構成体は、メッセージのプロパティ
オブジェクトに対応する記述値（例えば、フィールド定義）の１つ又は２つ以上の群を含
む。記述値からなる１つ又は２つ以上の群のそれぞれの群は、メッセージ構成体のデータ
値からなる１つ又は２つ以上の群のそれぞれの群の所定のデータ値に関連付けられ得る。
いくつかの実施例において、メッセージ構成体のそれぞれのデータ値と、メタデータ構成
体のそれぞれの記述値と、に関連付けられた表記オブジェクト（例えば、ＪＳＯＮ属性－
値ペアにおける属性、及び／又はＸＭＬ名前－値ペアにおける名前）が、メッセージに表
示されず、表記オブジェクトがメッセージの非圧縮バージョンに表示されるように、メッ
セージのメッセージ構成体及びメタデータ構成体の両方は、短縮フォーマットで表現され
る。いくつかの実施例において、自己記述型要求メッセージは、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ　
Ｏｂｊｅｃｔ　Ｎｏｔａｔｉｏｎ（ＪＳＯＮ）オブジェクト及びＥｘｔｅｎｓｉｂｌｅ　
Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ（ＸＭＬ）オブジェクトからなる群から選択されるフォ
ーマットで表現される。いくつかの実施例において、自己記述型要求メッセージは、バイ
ナリフォーマットで表現される。
【００３９】
　別の態様では、本開示は、コンピュータ実装型の方法を説明する。方法は、動的ＲＥＳ
Ｔ　ＡＰＩモデルを、コンピューティングデバイスのメモリで記憶することを含む。方法
は、コンピューティングデバイスのプロセッサによって、記憶された動的ＲＥＳＴ　ＡＰ
Ｉモデルを使用して、自己記述型要求メッセージに対応する１つ又は２つ以上のデータス
トリームを作製することを更に含む。方法は、コンピューティングデバイスのポートを介
して、第２のコンピューティングデバイスとの持続的ステートレス接続（例えば、Ｗｅｂ
Ｓｏｃｋｅｔ接続）を確立することを更に含む。方法は、ポートを介して、１つ又は２つ
以上のデータストリームを第２のコンピューティングデバイスに送信することを更に含む
。
【００４０】
　いくつかの実施例において、持続的ステートレス接続は、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔ接続であ
る。ポートは、ハイパーテキスト転送プロトコル（ＨＴＴＰ）ポート、セキュアハイパー
テキスト転送プロトコル（ＨＴＴＰＳ）ポート、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔ（ＷＳ）ポート、及
びＷｅｂＳｏｃｋｅｔセキュア（ＷＳＳ）ポートからなる群から選択されるメンバーであ
り得る。ポートは、いくつかの実施例において、ポート値８０又は４４３を有する。
【００４１】
　いくつかの実施例において、動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩモデルは、モデルベーススキーマ及
び自己記述型スキーマに従ってフォーマット化された、要求メッセージの記述を含む。要
求メッセージの記述は、メタデータ構成体（例えば、フィールド定義のリスト）及びメッ
セージ構成体（例えば、行データのリスト）を含み得、メタデータ構成体がメッセージ構
成体のプロパティを記述する、メッセージの自己記述型スキーマを集合的に形成する。メ
ッセージ構成体は、メッセージのデータオブジェクトに対応するデータ値（例えば、行デ
ータ）の１つ又は２つ以上の群を含み得、メタデータ構成体は、メッセージのプロパティ
オブジェクトに対応する記述値（例えば、フィールド定義）の１つ又は２つ以上の群を含
む。記述値からなる１つ又は２つ以上の群のそれぞれの群は、メッセージ構成体のデータ
値からなる１つ又は２つ以上の群のそれぞれの群の所定のデータ値に関連付けられ得る。
いくつかの実施例において、メッセージ構成体のそれぞれのデータ値と、メタデータ構成
体のそれぞれの記述値と、に関連付けられた表記オブジェクト（例えば、ＪＳＯＮ属性－
値ペアにおける属性、及び／又はＸＭＬ名前－値ペアにおける名前）が、メッセージに表



(13) JP 6386074 B2 2018.9.5

10

20

30

40

50

示されず、表記オブジェクトがメッセージの非圧縮バージョンに表示されるように、メッ
セージのメッセージ構成体及びメタデータ構成体の両方は、短縮フォーマットで表現され
る。いくつかの実施例において、自己記述型要求メッセージは、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ　
Ｏｂｊｅｃｔ　Ｎｏｔａｔｉｏｎ（ＪＳＯＮ）オブジェクト及びＥｘｔｅｎｓｉｂｌｅ　
Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ（ＸＭＬ）オブジェクトからなる群から選択されるフォ
ーマットで表現される。いくつかの実施例において、自己記述型要求メッセージは、バイ
ナリフォーマットで表現される。
【００４２】
　別の態様では、本開示は、記憶された命令を有する、非一過性コンピュータ読み取り可
能媒体を説明する。命令は、コンピューティングデバイスのプロセッサによる実行時に、
動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩモデルをコンピューティングデバイスのメモリで記憶することを、
プロセッサに実行させる。命令は、プロセッサによる実行時に、動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩモ
デルを使用して、自己記述型要求メッセージに対応する、１つ又は２つ以上のデータスト
リームを作製することを、プロセッサに更に実行させる。命令は、プロセッサによる実行
時に、コンピューティングデバイスのポートを介して、第２のコンピューティングデバイ
スとの持続的ステートレス接続（例えば、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔ接続）を確立することを、
プロセッサに更に実行させる。命令は、プロセッサによる実行時に、ポートを介して、１
つ又は２つ以上のデータストリームを第２のコンピューティングデバイスに送信すること
を、プロセッサに更に実行させる。
【００４３】
　いくつかの実施例において、動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩモデルは、モデルベーススキーマ及
び自己記述型スキーマに従ってフォーマット化された、要求メッセージの記述を含む。要
求メッセージの記述は、メタデータ構成体（例えば、フィールド定義のリスト）及びメッ
セージ構成体（例えば、行データのリスト）を含み得、メタデータ構成体がメッセージ構
成体のプロパティを記述する、メッセージの自己記述型スキーマを集合的に形成する。メ
ッセージ構成体は、メッセージのデータオブジェクトに対応するデータ値（例えば、行デ
ータ）の１つ又は２つ以上の群を含み得、メタデータ構成体は、メッセージのプロパティ
オブジェクトに対応する記述値（例えば、フィールド定義）の１つ又は２つ以上の群を含
む。記述値からなる１つ又は２つ以上の群のそれぞれの群は、メッセージ構成体のデータ
値からなる１つ又は２つ以上の群のそれぞれの群の所定のデータ値に関連付けられ得る。
いくつかの実施例において、メッセージ構成体のそれぞれのデータ値と、メタデータ構成
体のそれぞれの記述値と、に関連付けられた表記オブジェクト（例えば、ＪＳＯＮ属性－
値ペアにおける属性、及び／又はＸＭＬ名前－値ペアにおける名前）が、メッセージに表
示されず、表記オブジェクトがメッセージの非圧縮バージョンに表示されるように、メッ
セージのメッセージ構成体及びメタデータ構成体の両方は、短縮フォーマットで表現され
る。いくつかの実施例において、自己記述型要求メッセージは、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ　
Ｏｂｊｅｃｔ　Ｎｏｔａｔｉｏｎ（ＪＳＯＮ）オブジェクト及びＥｘｔｅｎｓｉｂｌｅ　
Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ（ＸＭＬ）オブジェクトからなる群から選択されるフォ
ーマットで表現される。いくつかの実施例において、自己記述型要求メッセージは、バイ
ナリフォーマットで表現される。
【００４４】
　別の態様では、本開示は、コンピュータ実装型の方法を説明する。方法は、第１のコン
ピューティングデバイス（例えば、中間サーバ）のメモリ内に、第１の通信プロトコル及
び第２の通信プロトコルを提供することを含む。第１の通信プロトコルは、（ｉ）複数の
制御コード（例えば、１つ又は２つ以上のＨＴＴＰ要求メソッド及び１つ又は２つ以上の
ＨＴＴＰステータスコード定義に対応）と、（ｉｉ）自己記述型スキーマ及びモデルベー
ススキーマによって記述される複数のメッセージ構造（例えば、動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩモ
デルに対応）と、を含む。第２の通信プロトコルのインスタンスは、デバイスのメモリ内
の第１の通信プロトコルのインスタンスに関連付けてマップされる。第１の通信プロトコ
ルと第２の通信プロトコルとの間の関連マッピングは、持続的メモリに記憶され得る。
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【００４５】
　方法は、第２のコンピューティングデバイス（例えば、レガシーコンピューティングデ
バイス）から、第２の通信プロトコルに従ってフォーマット化されたメッセージに対応す
る１つ又は２つ以上の第１のデータストリームを、第１のコンピューティングデバイスの
ポートで受信することを更に含む。１つ又は２つ以上の第１のデータストリームは、無線
接続を介して受信され得る。いくつかの実施例において、無線接続は、Ｚｉｇｂｅｅ、Ｂ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＷｉＭａｘ、Ｗｉ－Ｆｉ、ＧＳＭ（登録商標）、ＰＣＳ
、及びＤ－ＡＭＰＳからなる群から選択されるネットワーク、ＩＥＣ、６ＬｏＷＰＡＮ、
Ａｎｔ、ＤＡＳＨ７、ＥｎＯｃｅａｎ、ＩＮＳＴＥＯＮ、ＮｅｕＲＦ　ＯＮ、Ｓｅｎｃｅ
ｉｖｅ、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＡＲＴ、Ｃｏｎｔｉｋｉ、ＴｉｎｙＯＳ、ＧＰＲＳ、ＴＣＰ
／ＩＰ、ＣｏＡＰ、ＭＱＴＴ、ＴＲ－５０、ＯＭＡ　ＬＷ　Ｍ２Ｍ、並びにＥＴＳＩ　Ｍ
２Ｍを含む。
【００４６】
　方法は、第１のコンピューティングデバイスのプロセッサによって、受信されたメッセ
ージが、制御メッセージ又はデータメッセージのいずれかに対応するかどうかを決定する
ことを更に含む。
【００４７】
　方法は、プロセッサによって、第２の通信プロトコルに従ってフォーマット化された、
受信されたメッセージを使用して、第１の通信プロトコルに従ってフォーマット化された
メッセージに対応する、１つ又は２つ以上の第２のデータストリームを生成することを更
に含む。受信されたメッセージの応答が、制御メッセージに対応すると決定された場合、
方法は、プロセッサによって、第１の通信プロトコルの複数の制御コードの１つ又は２つ
以上の制御コードに、受信されたメッセージをマップすることを含む。複数の制御コード
の一部は、１つ又は２つ以上のＨＴＴＰ要求メソッド及び１つ又は２つ以上のＨＴＴＰス
テータスコード定義に対応し得る。１つ又は２つ以上のＨＴＴＰ要求メソッドは、ＧＥＴ
要求、ＰＵＴ要求、ＰＯＳＴ要求、及びＤＥＬＥＴＥ要求からなる群から選択されるメン
バーを含み得る。いくつかの実施例において、１つ又は２つ以上のＨＴＴＰ要求メソッド
のそれぞれは、バイナリシンボルとして表現される。受信されたメッセージの応答が、デ
ータメッセージに対応すると判断された場合、方法は、プロセッサによって、第１の通信
プロトコルに従ってフォーマット化された、対応する動的ＲＥＳＴ要求メッセージを生成
することを含む。生成されたメッセージは、メタデータ構成体（例えば、フィールド定義
のリスト）及びメッセージ構成体（例えば、行データのリスト）を含み、メタデータ構成
体がメッセージ構成体のプロパティを記述する、生成されたメッセージの自己記述型スキ
ーマを集合的に形成する。
【００４８】
　方法は、ポートを介して、１つ又は２つ以上の第２のデータストリームを第３のコンピ
ューティングデバイス（例えば、プラットフォームサーバ）に送信することを更に含む。
第１のコンピューティングデバイスは、１つ又は２つ以上の第２のデータストリームを、
ＷｅｂＳｏｃｋｅｔ接続を介して第３のコンピューティングデバイスに送信し得る。
【００４９】
　いくつかの実施例において、方法は、プロセッサによって、１つ又は２つ以上の第２の
データストリームのそれぞれにバイナリヘッダを追加することを更に含み、バイナリヘッ
ダは、受信されたデータストリームのターゲット受信者を含む。
【００５０】
　別の態様では、本開示は、記憶された命令を有する、非一過性コンピュータ読み取り可
能媒体を説明する。命令は、第１の通信プロトコルの定義、第２の通信プロトコルの定義
、及びその間の関連マッピングを含む。第１の通信プロトコルと第２の通信プロトコルと
の間の関連マッピングは、持続的メモリに記憶され得る。第１の通信プロトコルは、（ｉ
）複数の制御コード（例えば、１つ又は２つ以上のＨＴＴＰ要求メソッド及び１つ又は２
つ以上のＨＴＴＰステータスコード定義に対応）と、（ｉｉ）自己記述型スキーマ及びモ
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デルベーススキーマによって記述される複数のメッセージ構造（例えば、動的ＲＥＳＴ　
ＡＰＩモデルに対応）と、を含む。
【００５１】
　命令は、コンピューティングデバイス（例えば、中間サーバ）のプロセッサによる実行
時に、第２のコンピューティングデバイス（例えば、レガシーコンピューティングデバイ
ス）から、第２の通信プロトコルに従ってフォーマット化されたメッセージに対応する１
つ又は２つ以上の第１のデータストリームを、コンピューティングデバイスのポートで受
信することを、プロセッサに実行させる。１つ又は２つ以上の第１のデータストリームは
、無線接続を介して受信され得る。いくつかの実施例において、無線接続は、Ｚｉｇｂｅ
ｅ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＷｉＭａｘ、Ｗｉ－Ｆｉ、ＧＳＭ（登録商標）、
ＰＣＳ、及びＤ－ＡＭＰＳからなる群から選択されるネットワーク、ＩＥＣ、６ＬｏＷＰ
ＡＮ、Ａｎｔ、ＤＡＳＨ７、ＥｎＯｃｅａｎ、ＩＮＳＴＥＯＮ、ＮｅｕＲＦ　ＯＮ、Ｓｅ
ｎｃｅｉｖｅ、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＡＲＴ、Ｃｏｎｔｉｋｉ、ＴｉｎｙＯＳ、ＧＰＲＳ、
ＴＣＰ／ＩＰ、ＣｏＡＰ、ＭＱＴＴ、ＴＲ－５０、ＯＭＡ　ＬＷ　Ｍ２Ｍ、並びにＥＴＳ
Ｉ　Ｍ２Ｍを含む。
【００５２】
　命令は、プロセッサによる実行時に、受信されたメッセージが制御メッセージ又はデー
タメッセージのいずれかに対応するかどうかを決定することを、プロセッサに更に実行さ
せる。いくつかの実施例において、複数の制御コードの一部は、１つ又は２つ以上のＨＴ
ＴＰ要求メソッド及び１つ又は２つ以上のＨＴＴＰステータスコード定義に対応する。１
つ又は２つ以上のＨＴＴＰ要求メソッドは、ＧＥＴ要求、ＰＵＴ要求、ＰＯＳＴ要求、及
びＤＥＬＥＴＥ要求からなる群から選択されるメンバーを含み得る。１つ又は２つ以上の
ＨＴＴＰ要求メソッドのそれぞれは、バイナリシンボルとして表示され得る。
【００５３】
　命令は、プロセッサによる実行時に、第１の通信プロトコルに従ってフォーマット化さ
れたメッセージに対応する、１つ又は２つ以上の第２のデータストリームを生成すること
を、プロセッサに更に実行させる。受信されたメッセージの応答が、制御メッセージに対
応すると決定された場合、プロセッサは、第１の通信プロトコルの複数の制御コードの１
つ又は２つ以上の制御コードに、受信されたメッセージをマップする。受信されたメッセ
ージの応答が、データメッセージに対応すると決定された場合、プロセッサは、第１の通
信プロトコルに従ってフォーマット化された、対応する動的ＲＥＳＴ要求メッセージを生
成する。生成されたメッセージは、メタデータ構成体（例えば、フィールド定義のリスト
）及びメッセージ構成体（例えば、行データのリスト）を含み、メタデータ構成体がメッ
セージ構成体のプロパティを記述する、生成されたメッセージの自己記述型スキーマを集
合的に形成する。
【００５４】
　命令は、プロセッサによる実行時に、ポートを介して、１つ又は２つ以上の第２のデー
タストリームを第３のコンピューティングデバイス（例えば、プラットフォームサーバ）
に送信することを、プロセッサに更に実行させる。いくつかの実施例において、コンピュ
ーティングデバイスは、１つ又は２つ以上の第２のデータストリームを、ＷｅｂＳｏｃｋ
ｅｔ接続を介して第３のコンピューティングデバイスに送信する。
【００５５】
　いくつかの実施例において、１つ又は２つ以上のＨＴＴＰ要求メソッドのそれぞれは、
バイナリシンボルとして表現される。
【００５６】
　いくつかの実施例において、命令は、プロセッサによる実行時に、１つ又は２つ以上の
第２のデータストリームのそれぞれにバイナリヘッダを追加することをプロセッサに更に
実行させ、バイナリヘッダは、受信されたデータストリームのターゲット受信者を含む。
【００５７】
　別の態様では、本開示は、プロセッサと、ポートと、そこに記憶された命令を有するメ
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モリと、を含む、システムを説明する。命令は、第１の通信プロトコルの定義、第２の通
信プロトコルの定義、及びその間の関連マッピングを含む。第１の通信プロトコルは、（
ｉ）複数の制御コード（例えば、１つ又は２つ以上のＨＴＴＰ要求メソッド及び１つ又は
２つ以上のＨＴＴＰステータスコード定義に対応）と、（ｉｉ）自己記述型スキーマによ
って記述される複数のメッセージ構造と、を含む。
【００５８】
　命令は、コンピューティングデバイス（例えば、中間サーバ）のプロセッサによる実行
時に、第２のコンピューティングデバイス（例えば、レガシーコンピューティングデバイ
ス）から、第２の通信プロトコルに従ってフォーマット化されたメッセージに対応する１
つ又は２つ以上の第１のデータストリームを、コンピューティングデバイスのポートで受
信することを、プロセッサに実行させる。１つ又は２つ以上の第１のデータストリームは
、無線接続を介して受信され得る。いくつかの実施例において、無線接続は、Ｚｉｇｂｅ
ｅ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＷｉＭａｘ、Ｗｉ－Ｆｉ、ＧＳＭ（登録商標）、
ＰＣＳ、及びＤ－ＡＭＰＳからなる群から選択されるネットワーク、ＩＥＣ、６ＬｏＷＰ
ＡＮ、Ａｎｔ、ＤＡＳＨ７、ＥｎＯｃｅａｎ、ＩＮＳＴＥＯＮ、ＮｅｕＲＦ　ＯＮ、Ｓｅ
ｎｃｅｉｖｅ、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＡＲＴ、Ｃｏｎｔｉｋｉ、ＴｉｎｙＯＳ、ＧＰＲＳ、
ＴＣＰ／ＩＰ、ＣｏＡＰ、ＭＱＴＴ、ＴＲ－５０、ＯＭＡ　ＬＷ　Ｍ２Ｍ、並びにＥＴＳ
Ｉ　Ｍ２Ｍを含む。
【００５９】
　命令は、プロセッサによる実行時に、受信されたメッセージが制御メッセージ又はデー
タメッセージのいずれかに対応するかどうかを決定することを、プロセッサに更に実行さ
せる。いくつかの実施例において、複数の制御コードの一部は、１つ又は２つ以上のＨＴ
ＴＰ要求メソッド及び１つ又は２つ以上のＨＴＴＰステータスコード定義に対応する。１
つ又は２つ以上のＨＴＴＰ要求メソッドは、ＧＥＴ要求、ＰＵＴ要求、ＰＯＳＴ要求、及
びＤＥＬＥＴＥ要求からなる群から選択されるメンバーを含み得る。１つ又は２つ以上の
ＨＴＴＰ要求メソッドのそれぞれは、バイナリシンボルとして表示され得る。
【００６０】
　命令は、プロセッサによる実行時に、第１の通信プロトコルに従ってフォーマット化さ
れたメッセージに対応する、１つ又は２つ以上の第２のデータストリームを生成すること
を、プロセッサに更に実行させる。受信されたメッセージの応答が、制御メッセージに対
応すると決定された場合、プロセッサは、第１の通信プロトコルの複数の制御コードの１
つ又は２つ以上の制御コードに、受信されたメッセージをマップする。受信されたメッセ
ージの応答が、データメッセージに対応すると決定された場合、プロセッサは、第１の通
信プロトコルに従ってフォーマット化された、対応する動的ＲＥＳＴ要求メッセージを生
成する。生成されたメッセージは、メタデータ構成体（例えば、フィールド定義のリスト
）及びメッセージ構成体（例えば、行データのリスト）を含み、メタデータ構成体がメッ
セージ構成体のプロパティを記述する、生成されたメッセージの自己記述型スキーマを集
合的に形成する。
【００６１】
　命令は、プロセッサによる実行時に、ポートを介して、１つ又は２つ以上の第２のデー
タストリームを第３のコンピューティングデバイス（例えば、プラットフォームサーバ）
に送信することを、プロセッサに更に実行させる。いくつかの実施例において、コンピュ
ーティングデバイスは、１つ又は２つ以上の第２のデータストリームを、ＷｅｂＳｏｃｋ
ｅｔ接続を介して第３のコンピューティングデバイスに送信する。
【００６２】
　いくつかの実施例において、１つ又は２つ以上のＨＴＴＰ要求メソッドのそれぞれは、
バイナリシンボルとして表現される。
【００６３】
　いくつかの実施例において、命令は、プロセッサによる実行時に、１つ又は２つ以上の
第２のデータストリームのそれぞれにバイナリヘッダを追加することをプロセッサに更に
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実行させ、バイナリヘッダは、受信されたデータストリームのターゲット受信者を含む。
【００６４】
　別の態様では、本開示は、プロセッサと、複数のコンピューティングデバイスから複数
のデータストリームを受信するように構成された通信ポートと、そこに記憶された命令を
有するメモリと、を有する通信エンジンを説明する。複数のデータストリームのそれぞれ
のデータストリームは、チャンク識別番号、チャンクサイズ識別子、及び合計チャンク識
別子（例えば、チャンクの合計数）を含む。通信ポートは、複数の持続的ステートレス接
続（例えば、複数のＷｅｂＳｏｃｋｅｔ接続）を介して、複数のデータストリームを受信
し得る。命令は、プロセッサによる実行時に、複数のデータストリームの第１のデータス
トリームを解析して、第１の監視対象デバイスに関連付けられた第１のメッセージに関連
付けられた、チャンク識別番号、チャンクサイズ識別子、及び合計チャンク識別子を決定
することを、プロセッサに実行させる。命令は、プロセッサによる実行時に、メモリ内の
第１のバッファを割り当てることをプロセッサに更にさせ、第１のバッファは、第１の監
視対象デバイスの第１のメッセージに関連付けられ、かつ、部分的に、第１のデータスト
リームから解析されたチャンクサイズ識別子及び合計チャンク識別子によって定義された
サイズを有する。命令は、プロセッサによる実行時に、第１の監視対象デバイスに関連付
けられた第１のメッセージに関連付けられた、それぞれの受信されたデータストリームに
ついて、受信されたデータストリームのメッセージ部分を第１のバッファに記憶すること
を、プロセッサに更に実行させる。命令は、プロセッサによる実行時に、第１のバッファ
のメッセージ部分をデコードして、第１の監視対象デバイスの完全な第１のメッセージを
生成することを、プロセッサに更に実行させる。
【００６５】
　いくつかの実施例において、命令は、プロセッサによる実行時に、複数のデータストリ
ームの第２のデータストリームを解析して、第１の監視対象デバイスに関連付けられた第
２のメッセージに関連付けられた、チャンク識別番号、チャンクサイズ識別子、及び合計
チャンク識別子を決定することを、プロセッサに更に実行させる。このような実施例にお
いて、命令は、プロセッサによる実行時に、メモリ内の第２のバッファを割り当てること
をプロセッサに更にさせ、第２のバッファは、第１の監視対象デバイスの第２のメッセー
ジに関連付けられ、かつ、部分的に、第２のデータストリームから解析されたチャンクサ
イズ識別子及び合計チャンク識別子によって定義されたサイズを有する。このような実施
例において、命令は、プロセッサによる実行時に、第１の監視対象デバイスに関連付けら
れた第２のメッセージに関連付けられた、それぞれの受信されたデータストリームについ
て、受信されたデータストリームのメッセージ部分を第２のバッファに記憶することを、
プロセッサに更に実行させる。このような実施例において、命令は、プロセッサによる実
行時に、第２のバッファのメッセージ部分をデコードして、第１の監視対象デバイスの完
全な第２のメッセージを生成することを、プロセッサに更に実行させる。
【００６６】
　いくつかの実施例において、命令は、プロセッサによる実行時に、複数のデータストリ
ームの第３のデータストリームを解析して、第２の監視対象デバイスに関連付けられた第
３のメッセージに関連付けられた、チャンク識別番号、チャンクサイズ識別子、及び合計
チャンク識別子を決定することを、プロセッサに更に実行させる。このような実施例にお
いて、命令は、プロセッサによる実行時に、メモリ内の第３のバッファを割り当てること
をプロセッサに更に実行させ、第３のバッファは、第２の監視対象デバイスの第３のメッ
セージに関連付けられ、かつ、部分的に、第３のデータストリームから解析されたチャン
クサイズ識別子及び合計チャンク識別子によって定義されたサイズを有する。このような
実施例において、命令は、プロセッサによる実行時に、第２の監視対象デバイスに関連付
けられた第３のメッセージに関連付けられた、それぞれの受信されたデータストリームに
ついて、受信されたデータストリームのメッセージ部分を第３のバッファに記憶すること
を、プロセッサに更に実行させる。このような実施例において、命令は、プロセッサによ
る実行時に、第３のバッファのメッセージ部分をデコードして、第２の監視対象デバイス
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の完全な第３のメッセージを生成することを、プロセッサに更に実行させる。
【００６７】
　いくつかの実施例において、受信されたデータストリームのそれぞれのメッセージ部分
は、受信されたデータストリームから解析されたチャンク識別番号に対応する場所で、対
応のバッファ内に記憶される。他の実施例において、受信されたデータストリームのそれ
ぞれのメッセージ部分は、連続的な方法で対応のバッファ内に記憶される。
【００６８】
　いくつかの実施例において、チャンクサイズ識別子は、受信されたデータストリームの
メッセージ部分のサイズに対応する。
【００６９】
　いくつかの実施例において、命令は、プロセッサによる実行時に、それぞれの新規メッ
セージについて、新規メッセージに対応するデータストリームから解析された、チャンク
サイズ識別子及び合計チャンク識別子に基づいて、メモリ内の対応のバッファを割り当て
ることを、プロセッサに更に実行させる。
【００７０】
　いくつかの実施例において、それぞれの対応のバッファのメッセージ部分は、バッファ
が満杯になるとデコードされる。
【００７１】
　いくつかの実施例において、命令は、プロセッサによる実行時に、対応のバッファの割
り当てに使用された合計チャンク識別子に基づき、それぞれの対応バッファについて、記
憶されたメッセージ部分（例えば、バイナリ文字列又はアレイ）のリストを作製すること
と、記憶されたメッセージ部分に関連付けられたチャンク識別番号に基づき、対応のバッ
ファに記憶されたそれぞれのメッセージ部分について、記憶されたメッセージ部分のリス
トを更新することと、リストが完了したときに、対応のバッファの記憶されたメッセージ
部分をデコードすることと、をプロセッサに実行させる。
【００７２】
　いくつかの実施例において、チャンクサイズ識別子は、少なくとも１６ビットである。
いくつかの実施例において、チャンクサイズ識別子は、少なくとも３２ビットである。い
くつかの実施例において、合計チャンク識別子は、少なくとも１６ビットである。いくつ
かの実施例において、合計チャンク識別子は、少なくとも３２ビットである。
【００７３】
　いくつかの実施例において、チャンク識別番号、チャンクサイズ識別子、及び合計チャ
ンク識別子は、所定のデータストリームのヘッダ部分を集合的に形成する。いくつかの実
施例において、それぞれのデータストリームは、ヘッダメッセージを含む。ヘッダメッセ
ージは、マルチパートヘッダ部分の存在を示す、マルチパートヘッダフィールドを含み得
る。このマルチパートヘッダ部分は、チャンク識別番号、チャンクサイズ識別子、及び合
計チャンク識別子を含み得る。いくつかの実施例において、マルチパートヘッダ部分は、
受信されたデータストリームのメッセージ部分に対応する、発信元のデータを有するコン
ピューティングデバイスに関連付けられた名前識別子を含む。
【００７４】
　いくつかの実施例において、命令は、プロセッサによる実行時に、第１のバッファでの
第１のメッセージのデコード時に、成功メッセージに対応するデータストリームが、第１
の監視対象デバイスに関連付けられた第１のメッセージに関連付けられた、データストリ
ームを送信したコンピューティングデバイスに送信されるようにすることを、プロセッサ
に更に実行させる。
【００７５】
　別の態様では、本開示は、記憶された命令を有する、非一過性コンピュータ読み取り可
能媒体を説明する。命令は、プロセッサによる実行時に、複数のコンピューティングデバ
イスから複数のデータストリームを、コンピューティングデバイスのポートで受信するこ
とをプロセッサにさせ、この複数のデータストリームのそれぞれのデータストリームは、
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チャンク識別番号、チャンクサイズ識別子、及び合計チャンク識別子（例えば、チャンク
の合計数）を含む。ポートは、複数の持続的ステートレス接続（例えば、複数のＷｅｂＳ
ｏｃｋｅｔ接続）を介して、複数のデータストリームを受信し得る。命令は、プロセッサ
による実行時に、複数のデータストリームの第１のデータストリームを解析して、第１の
監視対象デバイスに関連付けられた第１のメッセージに関連付けられた、チャンク識別番
号、チャンクサイズ識別子、及び合計チャンク識別子を決定することを、プロセッサに更
に実行させる。命令は、プロセッサによる実行時に、メモリ内の第１のバッファを割り当
てることをプロセッサに更に実行させ、第１のバッファは、第１の監視対象デバイスの第
１のメッセージに関連付けられ、かつ、部分的に、第１のデータストリームから解析され
たチャンクサイズ識別子及び合計チャンク識別子によって定義されたサイズを有する。命
令は、プロセッサによる実行時に、第１の監視対象デバイスに関連付けられた第１のメッ
セージに関連付けられた、それぞれの受信されたデータストリームについて、受信された
データストリームのメッセージ部分を第１のバッファに記憶することを、プロセッサに更
に実行させる。命令は、プロセッサによる実行時に、第１のバッファのメッセージ部分を
デコードして、第１の監視対象デバイスの完全な第１のメッセージを生成することを、プ
ロセッサに更に実行させる。
【００７６】
　いくつかの実施例において、命令は、プロセッサによる実行時に、複数のデータストリ
ームの第２のデータストリームを解析して、第１の監視対象デバイスに関連付けられた第
２のメッセージに関連付けられた、チャンク識別番号、チャンクサイズ識別子、及び合計
チャンク識別子を決定することを、プロセッサに更に実行させる。このような実施例にお
いて、命令は、プロセッサによる実行時に、メモリ内の第２のバッファを割り当てること
をプロセッサに更にさせ、第２のバッファは、第１の監視対象デバイスの第２のメッセー
ジに関連付けられ、かつ、部分的に、第２のデータストリームから解析されたチャンクサ
イズ識別子及び合計チャンク識別子によって定義されたサイズを有する。このような実施
例において、命令は、プロセッサによる実行時に、第１の監視対象デバイスに関連付けら
れた第２のメッセージに関連付けられた、それぞれの受信されたデータストリームについ
て、受信されたデータストリームのメッセージ部分を第２のバッファに記憶することを、
プロセッサに更に実行させる。このような実施例において、命令は、プロセッサによる実
行時に、第２のバッファのメッセージ部分をデコードして、第１の監視対象デバイスの完
全な第２のメッセージを生成することを、プロセッサに更に実行させる。
【００７７】
　いくつかの実施例において、命令は、プロセッサによる実行時に、複数のデータストリ
ームの第３のデータストリームを解析して、第２の監視対象デバイスに関連付けられた第
３のメッセージに関連付けられた、チャンク識別番号、チャンクサイズ識別子、及び合計
チャンク識別子を決定することを、プロセッサに更に実行させる。このような実施例にお
いて、命令は、プロセッサによる実行時に、メモリ内の第３のバッファを割り当てること
をプロセッサに更に実行させ、第３のバッファは、第２の監視対象デバイスの第３のメッ
セージに関連付けられ、かつ、部分的に、第３のデータストリームから解析されたチャン
クサイズ識別子及び合計チャンク識別子によって定義されたサイズを有する。このような
実施例において、命令は、プロセッサによる実行時に、第２の監視対象デバイスに関連付
けられた第３のメッセージに関連付けられた、それぞれの受信されたデータストリームに
ついて、受信されたデータストリームのメッセージ部分を第３のバッファに記憶すること
を、プロセッサに更に実行させる。このような実施例において、命令は、プロセッサによ
る実行時に、第３のバッファのメッセージ部分をデコードして、第２の監視対象デバイス
の完全な第３のメッセージを生成することを、プロセッサに更に実行させる。
【００７８】
　いくつかの実施例において、受信されたデータストリームのそれぞれのメッセージ部分
は、受信されたデータストリームから解析されたチャンク識別番号に対応する場所で、対
応のバッファ内に記憶される。他の実施例において、受信されたデータストリームのそれ
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ぞれのメッセージ部分は、連続的な方法で対応のバッファ内に記憶される。
【００７９】
　いくつかの実施例において、チャンクサイズ識別子は、受信されたデータストリームの
メッセージ部分のサイズに対応する。いくつかの実施例において、チャンクサイズ識別子
は、少なくとも１６ビットである。いくつかの実施例において、チャンクサイズ識別子は
、少なくとも３２ビットである。いくつかの実施例において、合計チャンク識別子は、少
なくとも１６ビットである。いくつかの実施例において、合計チャンク識別子は、少なく
とも３２ビットである。
【００８０】
　いくつかの実施例において、命令は、プロセッサによる実行時に、それぞれの新規メッ
セージについて、新規メッセージに対応するデータストリームから解析された、チャンク
サイズ識別子及び合計チャンク識別子に基づいて、メモリ内の対応のバッファを割り当て
ることを、プロセッサに更に実行させる。
【００８１】
　いくつかの実施例において、それぞれの対応のバッファのメッセージ部分は、バッファ
が満杯になるとデコードされる。他の実施例において、命令は、プロセッサによる実行時
に、対応のバッファの割り当てに使用された合計チャンク識別子に基づき、それぞれの対
応バッファについて、記憶されたメッセージ部分（例えば、バイナリ文字列又はアレイ）
のリストを作製することと、記憶されたメッセージ部分に関連付けられたチャンク識別番
号に基づき、対応のバッファに記憶されたそれぞれのメッセージ部分について、記憶され
たメッセージ部分のリストを更新することと、リストが完了したときに、対応のバッファ
の記憶されたメッセージ部分をデコードすることと、をプロセッサに実行させる。
【００８２】
　いくつかの実施例において、チャンク識別番号、チャンクサイズ識別子、及び合計チャ
ンク識別子は、所定のデータストリームのヘッダ部分を集合的に形成する。いくつかの実
施例において、それぞれのデータストリームは、ヘッダメッセージを含む。ヘッダメッセ
ージは、マルチパートヘッダ部分の存在を示す、マルチパートヘッダフィールドを含み得
る。このマルチパートヘッダ部分は、チャンク識別番号、チャンクサイズ識別子、及び合
計チャンク識別子を含み得る。いくつかの実施例において、マルチパートヘッダ部分は、
受信されたデータストリームのメッセージ部分に対応する、発信元のデータを有するコン
ピューティングデバイスに関連付けられた名前識別子を含む。
【００８３】
　いくつかの実施例において、命令は、プロセッサによる実行時に、第１のバッファでの
第１のメッセージのデコード時に、成功メッセージに対応するデータストリームが、第１
の監視対象デバイスに関連付けられた第１のメッセージに関連付けられた、データストリ
ームを送信したコンピューティングデバイスに送信されるようにすることを、プロセッサ
に更に実行させる。
【００８４】
　別の態様では、本開示は、コンピュータ実装型の方法を説明する。方法は、複数のコン
ピューティングデバイスから複数のデータストリームを、コンピューティングデバイスの
ポートで受信することを含み、複数のデータストリームのそれぞれのデータストリームは
、チャンク識別番号、チャンクサイズ識別子、及び合計チャンク識別子（例えば、チャン
クの合計数）を含む。複数のデータストリームは、複数の持続的ステートレス接続（例え
ば、複数のＷｅｂＳｏｃｋｅｔ接続）を介して、受信され得る。方法は、コンピューティ
ングデバイスのプロセッサによって、複数のデータストリームの第１のデータストリーム
を解析して、第１の監視対象デバイスに関連付けられた第１のメッセージに関連付けられ
た、チャンク識別番号、チャンクサイズ識別子、及び合計チャンク識別子を決定すること
を更に含む。方法は、プロセッサによって、コンピューティングデバイスのメモリ内で、
第１のバッファを割り当てることを更に含み、第１のバッファは、第１の監視対象デバイ
スの第１のメッセージに関連付けられ、かつ、部分的に、第１のデータストリームから解
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析されたチャンクサイズ識別子及び合計チャンク識別子によって定義されたサイズを有す
る。方法は、第１の監視対象デバイスに関連付けられた第１のメッセージに関連付けられ
た、それぞれの受信されたデータストリームについて、プロセッサによって、第１のバッ
ファに受信されたデータストリームのメッセージ部分を記憶することを更に含む。方法は
、第１のバッファのメッセージ部分をデコードして、第１の監視対象デバイスの完全な第
１のメッセージを生成することを、更に含む。
【００８５】
　いくつかの実施例において、方法は、プロセッサよって、複数のデータストリームの第
２のデータストリームを解析して、第１の監視対象デバイスに関連付けられた第２のメッ
セージに関連付けられた、チャンク識別番号、チャンクサイズ識別子、及び合計チャンク
識別子を決定することを更に含む。このような実施例において、方法は、プロセッサによ
って、メモリ内の第２のバッファを割り当てることを更に含み、第２のバッファは、第１
の監視対象デバイスの第２のメッセージに関連付けられ、かつ、部分的に、第２のデータ
ストリームから解析されたチャンクサイズ識別子及び合計チャンク識別子によって定義さ
れたサイズを有する。このような実施例において、方法は、第１の監視対象デバイスに関
連付けられた第２のメッセージに関連付けられた、それぞれの受信されたデータストリー
ムについて、プロセッサによって、第２のバッファ内に、受信されたデータストリームの
メッセージ部分を記憶することを更に含む。このような実施例において、方法は、プロセ
ッサによって、第２のバッファのメッセージ部分をデコードして、第１の監視対象デバイ
スの完全な第２のメッセージを生成することを更に含む。
【００８６】
　いくつかの実施例において、方法は、プロセッサによって、複数のデータストリームの
第３のデータストリームを解析して、第２の監視対象デバイスに関連付けられた第３のメ
ッセージに関連付けられた、チャンク識別番号、チャンクサイズ識別子、及び合計チャン
ク識別子を決定することを更に含む。このような実施例において、方法は、プロセッサに
よって、メモリ内の第３のバッファを割り当てることを更に含み、この第３のバッファは
、第２の監視対象デバイスの第３のメッセージに関連付けられ、かつ、部分的に、第３の
データストリームから解析されたチャンクサイズ識別子及び合計チャンク識別子によって
定義されたサイズを有する。このような実施例において、方法は、第２の監視対象デバイ
スに関連付けられた第３のメッセージに関連付けられた、それぞれの受信されたデータス
トリームについて、プロセッサによって、第３のバッファ内に、受信されたデータストリ
ームのメッセージ部分を記憶することを更に含む。このような実施例において、方法は、
プロセッサによって、第３のバッファのメッセージ部分をデコードして、第２の監視対象
デバイスの完全な第３のメッセージを生成することを更に含む。
【００８７】
　いくつかの実施例において、受信されたデータストリームのそれぞれのメッセージ部分
は、受信されたデータストリームから解析されたチャンク識別番号に対応する場所で、対
応のバッファ内に記憶される。他の実施例において、受信されたデータストリームのそれ
ぞれのメッセージ部分は、連続的な方法で対応のバッファ内に記憶される。
【００８８】
　いくつかの実施例において、チャンクサイズ識別子は、受信されたデータストリームの
メッセージ部分のサイズに対応する。いくつかの実施例において、チャンクサイズ識別子
は、少なくとも１６ビットである。いくつかの実施例において、チャンクサイズ識別子は
、少なくとも３２ビットである。
【００８９】
　いくつかの実施例において、方法は、プロセッサによって、それぞれの新規メッセージ
について、新規メッセージに対応するデータストリームから解析された、チャンクサイズ
識別子及び合計チャンク識別子に基づいてメモリ内の対応のバッファを割り当てることを
更に含む。いくつかの実施例において、合計チャンク識別子は、少なくとも１６ビットで
ある。いくつかの実施例において、合計チャンク識別子は、少なくとも３２ビットである
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。
【００９０】
　いくつかの実施例において、それぞれの対応のバッファのメッセージ部分は、バッファ
が満杯になるとデコードされる。他の実施例において、方法は、プロセッサによって、対
応のバッファの割り当てに使用された合計チャンク識別子に基づき、それぞれの対応のバ
ッファについて、記憶されたメッセージ部分（例えば、バイナリストリング又はアレイ）
のリストを作製することと、プロセッサによって、記憶されたメッセージ部分に関連付け
られたチャンク識別番号に基づき、対応のバッファに記憶されたそれぞれのメッセージ部
分について、記憶されたメッセージ部分のリストを更新することと、プロセッサによって
、リストが完了したときに、対応のバッファの記憶されたメッセージ部分をデコードする
ことと、を更に含む。
【００９１】
　いくつかの実施例において、チャンク識別番号、チャンクサイズ識別子、及び合計チャ
ンク識別子は、所定のデータストリームのヘッダ部分を集合的に形成する。それぞれのデ
ータストリームは、ヘッダメッセージを含み得、ヘッダメッセージは、マルチパートヘッ
ダ部分の存在を示すマルチパートヘッダフィールドを含み、マルチパートヘッダ部分は、
チャンク識別番号、チャンクサイズ識別子、及び合計チャンク識別子を含む。マルチパー
トヘッダ部分は、受信されたデータストリームのメッセージ部分に対応する、発信元のデ
ータを有するコンピューティングデバイスに関連付けられた名前識別子を含み得る。
【００９２】
　いくつかの実施例において、方法は、第１のバッファでの第１のメッセージのデコード
時に、プロセッサによって、成功メッセージに対応するデータストリームが、第１の監視
対象デバイスに関連付けられた第１のメッセージに関連付けられた、データストリームを
送信したコンピューティングデバイスに送信されるようにすることを更に含む。
【００９３】
　いくつかの実施例において、本開示は、メッセージを表現するバイナリデータストリー
ムを受信するように構成されたポートを含む、通信デバイスを説明する。データストリー
ムのそれぞれは、バイナリヘッダ及びバイナリ本体を含む。バイナリ本体は、メタデータ
構成体及びメッセージ構成体を含む。メッセージ構成体は、データ値の１つ又は２つ以上
の群を含み、メタデータ構成体は、メッセージ構成体を形成する１つ又は２つ以上のデー
タ値の所定のデータ値に対応する、記述値の１つ又は２つ以上の群を含む。通信デバイス
は、バイナリヘッダ（例えば、バイナリＨＴＴＰ　ＡＰＩ要求／応答）及びバイナリ本体
（例えば、動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩメッセージ）の第１の構造記述と、メタデータ構成体（
例えば、メタデータ構成体の下層組織及びプロパティの記述を有するモデル／情報モデル
）の第２の構造記述と、を記憶するメモリを含む。通信デバイスは、受信されたバイナリ
データストリームを解析して、受信されたメッセージを作製するためのプロセッサを含む
。プロセッサは、第１の構造記述を使用して受信されたバイナリデータストリームを解析
して、バイナリヘッダ及びバイナリ本体を決定する。プロセッサは、第２の構造記述を使
用してバイナリ本体を解析して、メタデータ構成体を形成する記述値の１つ又は２つ以上
の群を決定する。プロセッサは、メタデータ構成体の決定された記述値の一部を使用して
、メッセージ構成体のデータ値の１つ又は２つ以上の群を決定する。
【００９４】
　いくつかの実施例において、メッセージ構成体の１つ又は２つ以上のデータ値のそれぞ
れと、メタデータ構成体の１つ又は２つ以上の記述値のそれぞれは、バイナリマーカーに
よって詳述される。バイナリマーカーは、１バイト長であってよい。バイナリマーカーは
、（ｉ）データ値セット又は記述値セットの始まりを定義する第１の値と、（ｉｉ）メタ
データ構成体及びメッセージ構成体のそれぞれの終わりを定義する第２の値と、を含み得
る。メッセージ構成体全体は、バイナリマーカーでのみ区切られ得る。いくつかの実施例
において、記述値からなる１つ又は２つ以上の群のそれぞれは、データ値名記述子、デー
タ値記述記述子、及びデータ値型記述子を有する、メタデータ構成体を形成し得る。記述
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値の群は、メッセージ構成体内のそれぞれのデータ値に対する定義を、集合的に形成し得
る。メタデータ構成体は、バイナリ本体の形成において、メッセージ構成体に先行し得る
。いくつかの実施例において、メタデータ構成体の一部及びメッセージ構成体の一部は、
世界基準コードによって定義される一組の文字に対応する。いくつかの実施例において、
バイナリヘッダは暗号化されず、バイナリ本体は暗号化される。
【００９５】
　いくつかの実施例において、本開示は、バイナリ動的ＲＥＳＴメッセージを使用する方
法を説明する。方法は、（ｉ）バイナリヘッダ及びバイナリ本体の第１の構造記述と、（
ｉｉ）メタデータ構成体の第２の構造記述と、をメモリで記憶することを含む。メタデー
タ構成体は、メッセージ構成体を形成する１つ又は２つ以上のデータ値の所定のデータ値
に対応する、記述値の１つ又は２つ以上の群を含む。方法は、複数のメッセージを表現す
る複数のバイナリデータストリームを、ポートで受信することを含む。方法はまた、プロ
セッサを使用し、第１の構造記述を使用して受信されたバイナリデータストリームのそれ
ぞれを解析して、バイナリヘッダ及びバイナリ本体を決定することを含む。方法はまた、
プロセッサを使用し、第２の構造記述を使用して解析されたバイナリ本体を解析して、メ
タデータ構成体を形成する記述値の１つ又は２つ以上の群を決定することを含む。プロセ
ッサは、メタデータ構成体の決定された記述値の一部を使用して、メッセージ構成体のデ
ータ値の１つ又は２つ以上の群を決定する。
【００９６】
　バイナリデータストリームは、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔを介して受信され得る。メッセージ
構成体の１つ又は２つ以上のデータ値のそれぞれと、メタデータ構成体の１つ又は２つ以
上の記述値のそれぞれと、はバイナリマーカーによって詳述され得る。いくつかの実施形
態において、バイナリヘッダは暗号化されず、バイナリ本体は暗号化される。メタデータ
構成体は、データ値名前記述子、データ値記述記述子、及びデータ値型記述子を含み得る
。メタデータ構成体は、バイナリ本体の形成において、メッセージ構成体に先行し得る。
メタデータ構成体の一部及びメッセージ構成体の一部は、世界基準コードによって定義さ
れる一組の文字に対応し得る。
【００９７】
　いくつかの実施例において、本開示は、そこに記憶された命令を有する、非一過性コン
ピュータ読み取り可能媒体を説明するものであり、命令は、プロセッサによる実行時に、
バイナリヘッダ及びバイナリ本体の第１の構造記述と、メタデータ構成体の第２の構造記
述と、をメモリで記憶することを、プロセッサに実行させる。メタデータ構成体は、メッ
セージ構成体を形成する１つ又は２つ以上のデータ値の所定のデータ値に対応する、記述
値の１つ又は２つ以上の群を含む。命令は、実行されると、複数のメッセージを表現する
複数のバイナリデータストリームを、ポートで受信することを、プロセッサに更に実行さ
せる。命令は、実行されると、第１の構造記述を使用して受信されたバイナリデータスト
リームのそれぞれを解析して、バイナリヘッダ及びバイナリ本体を決定することを、プロ
セッサに更に実行させる。命令は、実行されると、第２の構造記述を使用して解析された
バイナリ本体を解析して、メタデータ構成体を形成する記述値の１つ又は２つ以上の群を
決定することを、プロセッサに更に実行させる。プロセッサは、メタデータ構成体の決定
された記述値の一部を使用して、メッセージ構成体のデータ値の１つ又は２つ以上の群を
決定する。
【００９８】
　いくつかの実施例において、メッセージ構成体の１つ又は２つ以上のデータ値のそれぞ
れと、メタデータ構成体の１つ又は２つ以上の記述値のそれぞれは、バイナリマーカーに
よって詳述される。いくつかの実施例において、バイナリデータストリームは、ＷｅｂＳ
ｏｃｋｅｔを介して受信される。いくつかの実施例において、バイナリヘッダは暗号化さ
れず、バイナリ本体は暗号化される。メタデータ構成体は、データ値名前記述子、データ
値記述記述子、及びデータ値型記述子を含み得る。メタデータ構成体は、バイナリ本体の
形成において、メッセージ構成体に先行し得る。メタデータ構成体の一部及びメッセージ



(24) JP 6386074 B2 2018.9.5

10

20

30

40

50

構成体の一部は、世界基準コードによって定義される一組の文字に対応し得る。
【００９９】
　いくつかの実施例において、本開示は、自己記述型スキーマによって定義されるメッセ
ージの構造記述を記憶するためのメモリを有する、通信デバイスを説明する。構造記述は
、所定のメッセージを記述するためのデータオブジェクト間の、１つ又は２つ以上のラベ
ル要素及び１つ又は２つ以上の句読点要素の両方によって点在する構造を記述する。メモ
リは、バイナリ表現に対応する、一組のバイナリシンボルを有するコードブックを更に記
憶する。通信デバイスは、通信ポートを介して、別のコンピュータデバイスに送信するバ
イナリデータストリームを生成するように構成された、プロセッサを含む。
【０１００】
　プロセッサは、自己記述型スキーマによって定義された受信されたメッセージから、バ
イナリデータストリームを生成することができ、受信されたメッセージは、１つ又は２つ
以上のラベル要素及び１つ又は２つ以上の句読点要素の両方によって区切られた、１つ又
は２つ以上のオブジェクトを含み得る。プロセッサは、記憶された構造記述に従い、１つ
又は２つ以上のデータオブジェクトに関して受信されたメッセージを解析し得る。プロセ
ッサは、コードブックに定義されたバイナリシンボルに、解析されたデータオブジェクト
の要素のそれぞれを逐次的にマップして、バイナリデータストリームを作製し得る。解析
したデータオブジェクトの要素のそれぞれを連続的にマップするとき、プロセッサは、デ
ータオブジェクト間に点在する１つ又は２つ以上のラベル要素及び１つ又は２つ以上の句
読点要素を、バイナリデータストリームにマップしない。
【０１０１】
　別の態様では、本開示は、持続的ステートレス接続を介してデータストリームを送信及
び受信するように構成されたポートを含む、通信デバイスを説明する。持続的ステートレ
ス接続は、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔ接続を経由し得る。通信デバイスはまた、動的ＲＥＳＴ　
ＡＰＩモデルを記憶するメモリを含む。通信デバイスはまた、持続的ステートレス接続を
介して第２の通信デバイスに接続するように構成された、プロセッサを含む。プロセッサ
は、記憶された動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩモデルで要求メッセージをフォーマット化して、自
己記述型要求メッセージを作製する。プロセッサは、自己記述型要求メッセージが、ポー
トを介して送信されるようにする。
【０１０２】
　動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩモデルは、データオブジェクト、イベントオブジェクト、サービ
スオブジェクト、プロパティオブジェクト、及び属性オブジェクトを含むデータモデルを
含み得る。ポートは、値８０又は４４３を有する、ＨＴＴＰ又はＨＴＴＰＳポートであり
得る。自己記述型要求メッセージは、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ（登録商標）　Ｏｂｊｅｃｔ
　Ｎｏｔａｔｉｏｎ（ＪＳＯＮ）オブジェクト及びＥｘｔｅｎｓｉｂｌｅ　Ｍａｒｋｕｐ
　Ｌａｎｇｕａｇｅ（ＸＭＬ）オブジェクトの少なくとも１つで表示され得る。自己記述
型要求メッセージは、バイナリフォーマットでフォーマット化され得る。自己記述型要求
メッセージは、暗号化され得る。
【０１０３】
　いくつかの実施例において、本開示は、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔで動的ＲＥＳＴメッセージ
を使用する方法を説明する。方法は、バイナリ動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩモデルを、デバイス
のメモリで記憶することを含む。方法はまた、デバイスのプロセッサを介して、バイナリ
動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩモデルを使用して要求メッセージをフォーマット化して、自己記述
型要求メッセージを作製することを含む。方法はまた、デバイスのポートを介して、持続
的ステート接続（persistent state connection）（例えば、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔ接続）
で要求メッセージを送信することを含む。
【０１０４】
　動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩモデルは、データオブジェクト、イベントオブジェクト、サービ
スオブジェクト、プロパティオブジェクト、及び属性オブジェクトを含むデータモデルを
含み得る。ポートは、値８０又は４４３を有する、ＨＴＴＰ又はＨＴＴＰＳポートであり
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得る。自己記述型要求メッセージは、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ　Ｏｂｊｅｃｔ　Ｎｏｔａｔ
ｉｏｎ（ＪＳＯＮ）オブジェクト及びＥｘｔｅｎｓｉｂｌｅ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕ
ａｇｅ（ＸＭＬ）オブジェクトの少なくとも１つで表示され得る。自己記述型要求メッセ
ージは、バイナリフォーマットでフォーマット化され得る。自己記述型要求メッセージは
、暗号化され得る。
【０１０５】
　いくつかの実施例において、本開示は、そこに記憶された命令及びバイナリ動的ＲＥＳ
Ｔ　ＡＰＩモデルを有する、非一過性コンピュータ読み取り可能媒体を説明する。命令は
、実行されると、自己記述型要求メッセージを生成するため、バイナリ動的ＲＥＳＴ　Ａ
ＰＩモデルを使用して要求メッセージをフォーマット化することを、プロセッサに更に実
行させる。命令は、実行されると、デバイスのポートを介して、持続的ステート接続で要
求メッセージを送信することを、プロセッサに更に実行させる。動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩモ
デルは、データオブジェクト、イベントオブジェクト、サービスオブジェクト、プロパテ
ィオブジェクト、及び属性オブジェクトを含むデータモデルを含み得る。プロセッサは、
自己記述型要求メッセージが、ポートを介して送信されるようにする。
【０１０６】
　ポートは、値８０又は４４３を有する、ＨＴＴＰ又はＨＴＴＰＳポートであり得る。自
己記述型要求メッセージは、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ　Ｏｂｊｅｃｔ　Ｎｏｔａｔｉｏｎ（
ＪＳＯＮ）オブジェクト及びＥｘｔｅｎｓｉｂｌｅ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ（
ＸＭＬ）オブジェクトの少なくとも１つで表示され得る。自己記述型要求メッセージは、
バイナリフォーマットでフォーマット化され得る。自己記述型要求メッセージは、暗号化
され得る。
【０１０７】
　別の態様では、本開示は、自己記述型メッセージを使用して、通信プロトコルを抽出す
る方法を説明する。方法は、デバイスのメモリ内に第１の通信プロトコル及び第２の通信
プロトコルを提供することを含み、第１の通信プロトコルは、自己記述型スキーマを有す
る多数の制御コード及びバイナリメッセージを含む。自己記述型スキーマは、第２の通信
プロトコルのインスタンスが、第１の通信プロトコルの（例えば、デバイスの持続的メモ
リ内の）インスタンスに関連付けてマップされる、データオブジェクトモデルに関連付け
られる。方法はまた、第２の通信プロトコルにおけるメッセージの第１のインスタンス化
を（例えば、無線接続を介して）、コンピューティングデバイスのポートで受信すること
を含む。方法はまた、コンピューティングデバイスのプロセッサによって、メッセージの
第１のインスタンス化を、制御メッセージ又はデータメッセージのいずれかとして分類す
ることを含む。方法はまた、コンピューティングデバイスのプロセッサによって、メッセ
ージの第１のインスタンス化を変換して、メッセージの第２のインスタンス化を作製する
ことを含み、そのメッセージが制御メッセージと分類されたとき、プロセッサは、制御メ
ッセージを複数の制御コードからなる１つ又は２つ以上の制御コードにマップし、また、
そのメッセージがデータメッセージと分類されたとき、プロセッサは、自己記述型スキー
マを有する対応するバイナリメッセージにデータメッセージをマップする。方法はまた、
メッセージの第２のインスタンス化を（例えば、ワイヤレス接続を介して）、コンピュー
ティングデバイスのポートで送信することを含む。
【０１０８】
　いくつかの実施例において、制御コードの関連マッピングは、ＨＴＭＬフレームワーク
に基づく。いくつかの実施例において、データメッセージの関連マッピングは、ＧＥＴ要
求、ＰＵＴ要求、ＰＯＳＴ要求、及びＤＥＬＥＴＥ要求からなる群から選択される、サー
ビス要求に基づく。無線接続は、Ｚｉｇｂｅｅ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、Ｗｉ
Ｍａｘ、Ｗｉ－Ｆｉ、ＧＳＭ（登録商標）、ＰＣＳ、及びＤ－ＡＭＰＳからなる群から選
択されるネットワーク、ＩＥＣ、６ＬｏＷＰＡＮ、Ａｎｔ、ＤＡＳＨ７、ＥｎＯｃｅａｎ
、ＩＮＳＴＥＯＮ、ＮｅｕＲＦ　ＯＮ、Ｓｅｎｃｅｉｖｅ、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＡＲＴ、
Ｃｏｎｔｉｋｉ、ＴｉｎｙＯＳ、ＧＰＲＳ、ＴＣＰ／ＩＰ、ＣｏＡＰ、ＭＱＴＴ、ＴＲ－
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５０、ＯＭＡ　ＬＷ　Ｍ２Ｍ、並びにＥＴＳＩ　Ｍ２Ｍを含み得る。データオブジェクト
モデルは、動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩオブジェクトモデルで構造化され得る。
【０１０９】
　別の態様では、本開示は、プロセッサ及びメモリを含むシステムを説明するものであり
、メモリは、第１の通信プロトコル及び第２の通信プロトコルを記憶し、第１の通信プロ
トコルは、自己記述型スキーマを有する多数の制御コード及びバイナリメッセージを含む
。自己記述型スキーマは、第２の通信プロトコルのインスタンスが、第１の通信プロトコ
ルのインスタンスに関連付けてマップされる、データオブジェクトモデルに関連付けられ
る。第１の通信プロトコルと第２の通信プロトコルとの間の関連マッピングは、持続的メ
モリに記憶され得る。メモリは命令を含み、命令は、プロセッサによる実行時に、第２の
通信プロトコルにおけるメッセージの第１のインスタンス化を（例えば、無線接続を介し
て）、コンピューティングデバイスのポートで受信することを、プロセッサに更に実行さ
せる。命令は、プロセッサによる実行時に、メッセージの第１のインスタンスを制御メッ
セージ又はデータメッセージのいずれかとして分類することを、プロセッサに更に実行さ
せる。命令は、プロセッサによる実行時に、メッセージの第１のインスタンス化を変換し
て、メッセージの第２のインスタンス化を作製することを、プロセッサに更に実行させる
。メッセージが制御メッセージと分類されたとき、プロセッサは、制御メッセージを複数
の制御コードからなる１つ又は２つ以上の制御コードにマップし、また、メッセージがデ
ータメッセージと分類されたとき、プロセッサは、自己記述型スキーマを有する対応する
バイナリメッセージにデータメッセージをマップする。方法は、メッセージの第２のイン
スタンス化を、コンピューティングデバイスのポートで送信することを含む。
【０１１０】
　第１の通信デバイスは、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔ接続を介して、メッセージの第２のインス
タンス化をプラットフォームサーバに送信し得る。いくつかの実施例において、無線接続
は、Ｚｉｇｂｅｅ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＷｉＭａｘ、Ｗｉ－Ｆｉ、ＧＳＭ
（登録商標）、ＰＣＳ、及びＤ－ＡＭＰＳからなる群から選択されるネットワーク、ＩＥ
Ｃ、６ＬｏＷＰＡＮ、Ａｎｔ、ＤＡＳＨ７、ＥｎＯｃｅａｎ、ＩＮＳＴＥＯＮ、ＮｅｕＲ
Ｆ　ＯＮ、Ｓｅｎｃｅｉｖｅ、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＡＲＴ、Ｃｏｎｔｉｋｉ、ＴｉｎｙＯ
Ｓ、ＧＰＲＳ、ＴＣＰ／ＩＰ、ＣｏＡＰ、ＭＱＴＴ、ＴＲ－５０、ＯＭＡ　ＬＷ　Ｍ２Ｍ
、並びにＥＴＳＩ　Ｍ２Ｍを含む。データオブジェクトモデルは、動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩ
オブジェクトモデルで構造化され得る。いくつかの実施例において、制御コードの関連マ
ッピングは、ＨＴＭＬフレームワークに基づく。いくつかの実施例において、データメッ
セージの関連マッピングは、ＧＥＴ要求、ＰＵＴ要求、ＰＯＳＴ要求、及びＤＥＬＥＴＥ
要求からなる群から選択される、サービス要求に基づく。
【０１１１】
　別の態様では、本開示は、第１の通信プロトコル及び第２の通信プロトコルに関する命
令を有する、非一過性コンピュータ読み取り可能媒体を説明する。第１の通信プロトコル
は、自己記述型スキーマを有する多数の制御コード及びバイナリメッセージを含む。自己
記述型スキーマは、第２の通信プロトコルのインスタンスが、第１の通信プロトコルのイ
ンスタンスに関連付けてマップされる、データオブジェクトモデルに関連付けられる。メ
モリは命令を更に含み、命令は、プロセッサによる実行時に、第２の通信プロトコルにお
けるメッセージの第１のインスタンス化を（例えば、ワイヤレス接続を介して）、コンピ
ューティングデバイスのポートで受信することを、プロセッサに実行させる。命令は、プ
ロセッサによる実行時に、メッセージの第１のインスタンスを制御メッセージ又はデータ
メッセージのいずれかとして分類することを、プロセッサに更に実行させる。命令は、プ
ロセッサによる実行時に、メッセージの第１のインスタンス化をメッセージの第２のイン
スタンス化にマップすることを、プロセッサに更に実行させる。メッセージが制御メッセ
ージと分類されたとき、プロセッサは、制御メッセージを複数の制御コードからなる１つ
又は２つ以上の制御コードにマップし、また、ｉｉ）メッセージがデータメッセージと分
類されたとき、プロセッサは、自己記述型スキーマを有する対応するバイナリメッセージ
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にデータメッセージをマップする。命令は、プロセッサによる実行時に、メッセージの第
２のインスタンス化を、コンピューティングデバイスのポートで送信することを、プロセ
ッサに更に実行させる。
【０１１２】
　第１の通信デバイスは、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔ接続を介して、メッセージの第２のインス
タンス化をプラットフォームサーバに送信し得る。第１の通信プロトコルと第２の通信プ
ロトコルとの間の関連マッピングは、持続的メモリに逐次的に記憶され得る。いくつかの
実施例において、無線接続は、Ｚｉｇｂｅｅ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＷｉＭ
ａｘ、Ｗｉ－Ｆｉ、ＧＳＭ（登録商標）、ＰＣＳ、及びＤ－ＡＭＰＳからなる群から選択
されるネットワーク、ＩＥＣ、６ＬｏＷＰＡＮ、Ａｎｔ、ＤＡＳＨ７、ＥｎＯｃｅａｎ、
ＩＮＳＴＥＯＮ、ＮｅｕＲＦ　ＯＮ、Ｓｅｎｃｅｉｖｅ、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＡＲＴ、Ｃ
ｏｎｔｉｋｉ、ＴｉｎｙＯＳ、ＧＰＲＳ、ＴＣＰ／ＩＰ、ＣｏＡＰ、ＭＱＴＴ、ＴＲ－５
０、ＯＭＡ　ＬＷ　Ｍ２Ｍ、並びにＥＴＳＩ　Ｍ２Ｍを含む。データオブジェクトモデル
は、動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩオブジェクトモデルで構造化され得る。いくつかの実施例にお
いて、制御コードの関連マッピングは、ＨＴＭＬフレームワークに基づいてもよい。いく
つかの実施例において、データメッセージの関連マッピングは、ＧＥＴ要求、ＰＵＴ要求
、ＰＯＳＴ要求、及びＤＥＬＥＴＥ要求からなる群から選択される、サービス要求に基づ
く。
【０１１３】
　いくつかの実施例において、本開示は、バイナリ動的ＲＥＳＴメッセージのチャンクベ
ースの通信を実行するための、通信エンジンを説明する。通信エンジンは、第１のデータ
ストリーム及び第２のデータストリームを含む、１つ又は２つ以上のデータストリームを
受信するように構成された通信プロトコルを含み、データストリームは、バイナリ動的Ｒ
ＥＳＴメッセージを含む。データストリームは、１つ又は２つ以上のデータフィールドを
含み、データフィールドのそれぞれは、フィールド値、及びフィールド値の長さ識別子を
含み、長さ識別子はデータフィールドのそれぞれにおいて対応するフィールド値に先行す
る。通信エンジンはまた、受信された第１のデータストリーム及び受信された第２のデー
タストリームを記憶するための、第１のバッファを含む。通信エンジンはまた、デコード
されたメッセージの部分を記憶するための、第２のバッファを含む。通信エンジンはまた
、第１のバッファ内にバッファリングされた、受信されたデータストリームをデコードし
て、所定のデコードされた部分を作製するための、プロセッサを含む。プロセッサは、第
２のバッファに所定のデコードされた部分を記憶する。プロセッサは、受信された第２の
データストリームを完全に受信する前に、第１のバッファ内にバッファリングされた、受
信された第１のデータストリームのデコードを開始する。
【０１１４】
　通信ポートは、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔ接続を介して、１つ又は２つ以上の入力データスト
リームを受信し得る。メッセージは、イベントオブジェクト、サービスオブジェクト、プ
ロパティオブジェクト、及び属性オブジェクトを有する、データオブジェクトを含み得る
。１つ又は２つ以上の入力データストリームのそれぞれは、所定の完全なメッセージ（例
えば、実行可能メッセージ）を形成する、多数の１つ又は２つ以上のデータストリームの
識別子を含み得る。１つ又は２つ以上のデータストリームのそれぞれは、完全なメッセー
ジ内における、所定のデコードされたデータストリームの場所を示す、メッセージ番号識
別子を含み得る。１つ又は２つ以上のデータストリームのそれぞれは、完全なメッセージ
の一部を形成し得る。いくつかの実施例において、通信エンジンは、入力データストリー
ムの暗号化された部分をデコードするための、復号エンジンを含む。
【０１１５】
　いくつかの実施例において、本開示は、バイナリ動的ＲＥＳＴメッセージのチャンクベ
ースの通信を使用する方法を説明する。方法は、第１のデータストリーム及び第２のデー
タストリームを含む１つ又は２つ以上のデータストリームを、コンピューティングデバイ
スのポートで受信することを含む。それぞれのデータストリームは、１つ又は２つ以上の
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データフィールドを含み得、データフィールドのそれぞれは、フィールド値、及びフィー
ルド値の長さ識別子を含む。長さ識別子は、データフィールドのそれぞれにおいて対応す
るフィールド値に先行する。方法はまた、受信された第１のデータストリーム及び受信さ
れた第２のデータストリームを、第１のバッファで記憶することを含む。方法はまた、デ
コードされたメッセージの部分を、第２のバッファで記憶することを含む。方法はまた、
プロセッサを使用し、第１のバッファ内にバッファリングされた、受信されたデータスト
リームをデコードして、所定のデコードされた部分を作製することを含み、その場合、プ
ロセッサは、受信された第２のデータストリームを完全に受信する前に、第１のバッファ
内にバッファリングされた受信された第１のデータストリームのデコードを開始する。
【０１１６】
　通信ポートは、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔ接続を介して、１つ又は２つ以上の入力データスト
リームを受信し得る。メッセージは、イベントオブジェクト、サービスオブジェクト、プ
ロパティオブジェクト、及び属性オブジェクトを有する、データオブジェクトを含み得る
。１つ又は２つ以上の入力データストリームのそれぞれは、所定の完全なメッセージ（例
えば、実行可能メッセージ）を形成する、多数の１つ又は２つ以上のデータストリームの
識別子を含み得る。１つ又は２つ以上のデータストリームのそれぞれは、完全なメッセー
ジ内の他のデコードされたメッセージ部分に関して、所定のデコードされたメッセージ部
分の場所を示す、メッセージ番号識別子を含み得る。１つ又は２つ以上のデータストリー
ムのそれぞれは、完全なメッセージの一部を形成し得る。
【０１１７】
　いくつかの実施例において、本開示は、そこに記憶された命令を有する、非一過性コン
ピュータ読み取り可能媒体を説明するものであり、命令は、プロセッサによる実行時に、
１つ又は２つ以上のバイナリ動的ＲＥＳＴメッセージの部分を有する、第１のデータスト
リーム及び第２のデータストリームを含む、１つ又は２つ以上のデータストリームを、コ
ンピューティングデバイスのポートで受信することを、プロセッサに実行させる。命令は
、プロセッサによる実行時に、受信された第１のデータストリーム及び受信された第２の
データストリームを、コンピューティングデバイスの第１のバッファで記憶することを、
プロセッサに更に実行させる。命令は、実行されると、デコードされたメッセージの部分
を記憶することを、コンピューティングデバイスの第２のバッファでプロセッサに更に実
行させる。プロセッサは、第１のバッファ内にバッファリングされた、受信されたデータ
ストリームをデコードして、所定のデコードされた部分を作製し、その場合、プロセッサ
は、受信された第２のデータストリームを完全に受信する前に、第１のバッファ内にバッ
ファリングされた、受信された第１のデータストリームのデコードを開始する。
【０１１８】
　データストリームは、１つ又は２つ以上のデータフィールドを含み得、データフィール
ドのそれぞれは、フィールド値、及びフィールド値の長さ識別子を含む。長さ識別子は、
データフィールドのそれぞれにおいて対応するフィールド値に先行する。通信ポートは、
ＷｅｂＳｏｃｋｅｔ接続を介して、１つ又は２つ以上の入力データストリームを受信し得
る。メッセージは、イベントオブジェクト、サービスオブジェクト、プロパティオブジェ
クト、及び属性オブジェクトを有する、データオブジェクトを含み得る。１つ又は２つ以
上の入力データストリームのそれぞれは、所定の完全なメッセージ（例えば、実行可能メ
ッセージ）を形成する、多数の１つ又は２つ以上のデータストリームの識別子を含み得る
。１つ又は２つ以上のデータストリームのそれぞれは、完全なメッセージ内の他のデコー
ドされたメッセージ部分に関して、所定のデコードされたメッセージ部分の場所を示す、
メッセージ番号識別子を含み得る。１つ又は２つ以上のデータストリームのそれぞれは、
完全なメッセージの一部を形成し得る。
【０１１９】
　いくつかの実施例において、本開示は、メッセージを表現するバイナリデータストリー
ムを受信するように構成されたポートを含む、通信デバイスを説明する。データストリー
ムのそれぞれは、バイナリヘッダ及びバイナリ本体を含み得る。バイナリ本体は、メタデ
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ータ構成体及びメッセージ構成体を有し得、メッセージ構成体は、データ値の１つ又は２
つ以上の群を含む。メタデータ構成体は、メッセージ構成体を形成する１つ又は２つ以上
のデータ値の所定のデータ値に対応する、記述値の１つ又は２つ以上の群を含み得る。い
くつかの実施例において、通信デバイスは、バイナリヘッダ及びバイナリ本体の第１の構
造記述を記憶する、メモリを含む。メモリはまた、メタデータ構成体の第２の構造記述を
記憶し得る。バイナリヘッダは暗号化されない場合があるが、バイナリ本体は暗号化され
る。いくつかの実施例において、通信デバイスはプロセッサを含み得る。プロセッサは、
受信されたバイナリデータストリームを解析して、受信されたメッセージを複製し得る。
プロセッサは、第１の構造記述を使用して受信バイナリデータストリームを解析して、バ
イナリヘッダ及びバイナリ本体を決定し得る。プロセッサは、第２の構造記述を使用して
バイナリ本体を解析して、メタデータ構成体を形成する記述値の１つ又は２つ以上の群を
決定し得る。プロセッサは、メタデータ構成体の決定された記述値の一部を使用して、メ
ッセージ構成体のデータ値の１つ又は２つ以上の群を決定し得る。いくつかの実施例にお
いて、メッセージ構成体の１つ又は２つ以上のデータ値のそれぞれと、メタデータ構成体
の１つ又は２つ以上の記述値のそれぞれと、はバイナリマーカーによって詳述され得る。
バイナリマーカーは、１バイト長であってよい。バイナリマーカーは、データ値セット又
は記述値セットのそれぞれの始まりを定義する第１の値と、メタデータ構成体及びメッセ
ージ構成体のそれぞれの終わりを定義する第２の値と、を含み得る。メッセージ構成体全
体は、バイナリマーカーでのみ区切られ得る。いくつかの実施例において、記述値からな
る１つ又は２つ以上の群のそれぞれは、データ値名記述子、データ値記述記述子、及びデ
ータ値型記述子を有する、メタデータ構成体を形成し得る。記述値の群は、メッセージ構
成体内のデータ値のそれぞれに対する定義を、集合的に形成し得る。メタデータ構成体は
、バイナリ本体の形成において、メッセージ構成体に先行し得る。いくつかの実施例にお
いて、メタデータ構成体の一部及びメッセージ構成体の一部は、世界基準コードによって
定義される一組の文字に対応する。いくつかの実施例において、バイナリヘッダは暗号化
されず、バイナリ本体は暗号化される。
【０１２０】
　いくつかの実施例において、本開示は、バイナリ動的ＲＥＳＴメッセージを使用する方
法を説明する。方法は、バイナリヘッダ及びバイナリ本体の第１の構造記述と、メタデー
タ構成体の第２の構造記述と、をメモリで記憶することを含み得、メタデータ構成体は、
メッセージ構成体を形成する１つ又は２つ以上のデータ値の所定のデータ値に対応する、
記述値の１つ又は２つ以上の群を含む。メッセージ構成体の１つ又は２つ以上のデータ値
のそれぞれと、メタデータ構成体の１つ又は２つ以上の記述値のそれぞれと、はバイナリ
マーカーによって詳述され得る。いくつかの実施例において、方法は、複数のメッセージ
を表現する複数のバイナリデータストリームを、ポートで受信することを含み得る。バイ
ナリデータストリームは、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔを介して受信され得る。いくつかの実施例
において、方法は、プロセッサを使用し、第１の構造記述を使用して受信されたバイナリ
データストリームを解析して、バイナリヘッダ及びバイナリ本体を決定することを含み得
る。バイナリヘッダは暗号化されず、バイナリ本体は暗号化される。いくつかの実施例に
おいて、方法は、プロセッサを使用し、第２の構造記述を使用して解析されたバイナリ本
体を解析して、メタデータ構成体を形成する記述値の１つ又は２つ以上の群を決定するこ
とを含み得、プロセッサは、メタデータ構成体の決定された記述値の一部を使用して、メ
ッセージ構成体のデータ値の１つ又は２つ以上の群を決定する。メタデータ構成体は、デ
ータ値名前記述子、データ値記述記述子、及びデータ値型記述子を含み得る。メタデータ
構成体は、バイナリ本体の形成において、メッセージ構成体に先行し得る。メタデータ構
成体の一部及びメッセージ構成体の一部は、世界基準コードによって定義される一組の文
字に対応し得る。
【０１２１】
　いくつかの実施例において、本開示は、そこに記憶された命令を有する、非一過性コン
ピュータ読み取り可能媒体を説明するものであり、命令は、プロセッサによる実行時に、
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バイナリヘッダ及びバイナリ本体の第１の構造記述と、メタデータ構成体の第２の構造記
述と、をメモリで記憶することをプロセッサにさせ、メタデータ構成体は、メッセージ構
成体を形成する１つ又は２つ以上のデータ値の所定のデータ値に対応する、記述値の１つ
又は２つ以上の群を含む。メッセージ構成体の１つ又は２つ以上のデータ値のそれぞれと
、メタデータ構成体の１つ又は２つ以上の記述値のそれぞれと、はバイナリマーカーによ
って詳述され得る。いくつかの実施例において、命令は、実行されると、複数のメッセー
ジを表現する複数のバイナリデータストリームを、ポートで受信することを、プロセッサ
に更に実行させる。バイナリデータストリームは、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔを介して受信され
得る。いくつかの実施例において、命令は、実行されると、プロセッサを使用し、第１の
構造記述を使用して受信されたバイナリデータストリームのそれぞれを解析して、バイナ
リヘッダ及びバイナリ本体を決定することを、プロセッサに更に実行させる。バイナリヘ
ッダは暗号化されない場合があり、バイナリ本体は暗号化される。いくつかの実施例にお
いて、命令は、実行されると、プロセッサを使用し、第２の構造記述を使用して解析され
たバイナリ本体を解析して、メタデータ構成体を形成する記述値の１つ又は２つ以上の群
を決定することをプロセッサに更にさせ、プロセッサは、メタデータ構成体の決定された
記述値の一部を使用して、メッセージ構成体のデータ値の１つ又は２つ以上の群を決定す
る。メタデータ構成体は、データ値名前記述子、データ値記述記述子、及びデータ値型記
述子を含み得る。メタデータ構成体は、バイナリ本体の形成において、メッセージ構成体
に先行し得る。メタデータ構成体の一部及びメッセージ構成体の一部は、世界基準コード
によって定義される一組の文字に対応し得る。
【０１２２】
　いくつかの実施例において、本開示は、自己記述型スキーマによって定義される、メッ
セージの構造記述を記憶するためのメモリを有する、通信デバイスを説明するものであり
、構造記述は、データオブジェクト間に１つ又は２つ以上のラベル要素及び１つ又は２つ
以上の句読点要素によって点在する構造を記述して、所定のメッセージを記述する。メモ
リは、バイナリ表現に対応する、一組のバイナリシンボルを有するコードブックを更に記
憶する。通信デバイスは、通信ポートを介して、別のコンピュータデバイスに送信するバ
イナリデータストリームを生成するように構成された、プロセッサを含み得る。プロセッ
サは、自己記述型スキーマによって定義された受信されたメッセージから、バイナリデー
タストリームを生成することができ、受信されたメッセージは、１つ又は２つ以上のラベ
ル要素及び１つ又は２つ以上の句読点要素の両方によって区切られた、１つ又は２つ以上
のオブジェクトを含み得る。プロセッサは、記憶された構造記述に従い、１つ又は２つ以
上のデータオブジェクトに関して受信されたメッセージを解析し得る。プロセッサは、解
析されたデータオブジェクトの要素のそれぞれを、コードブックに定義されたバイナリシ
ンボルに逐次的にマップして、バイナリデータストリームを作製することができ、解析さ
れたデータオブジェクトの要素のそれぞれを連続的にマップするとき、プロセッサは、デ
ータオブジェクト間に点在する１つ又は２つ以上のラベル要素及び１つ又は２つ以上の句
読点要素をバイナリデータストリームにマップしない。
【０１２３】
　いくつかの実施例において、本開示は、持続的ステートレス接続を介してデータストリ
ームを送信及び受信するように構成されたポートを含む、通信デバイスを説明する。持続
的ステートレス接続は、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔ接続を経由し得る。通信デバイスは、動的Ｒ
ＥＳＴ　ＡＰＩモデルを記憶するメモリを含み得る。通信デバイスは、持続的ステートレ
ス接続を介して第２の通信デバイスに接続するように構成された、プロセッサを含み得る
。プロセッサは、記憶された動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩモデルを使用して要求メッセージをフ
ォーマット化して、自己記述型要求メッセージを作製し得る。動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩモデ
ルは、データオブジェクト、イベントオブジェクト、サービスオブジェクト、プロパティ
オブジェクト、及び属性オブジェクトを含むデータモデルを含み得る。プロセッサは、自
己記述型要求メッセージが、ポートを介して送信されるようにし得る。ポートは、値８０
又は４４３を有する、ＨＴＴＰ又はＨＴＴＰＳポートであり得る。自己記述型要求メッセ
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ージは、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ　Ｏｂｊｅｃｔ　Ｎｏｔａｔｉｏｎ（ＪＳＯＮ）オブジェ
クト及びＥｘｔｅｎｓｉｂｌｅ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ（ＸＭＬ）オブジェク
トの少なくとも１つで表示され得る。自己記述型要求メッセージは、バイナリフォーマッ
トでフォーマット化され得る。自己記述型要求メッセージは、暗号化され得る。
【０１２４】
　いくつかの実施例において、本開示は、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔで動的ＲＥＳＴメッセージ
を使用する方法を説明する。方法は、バイナリ動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩモデルを、デバイス
のメモリで記憶することを含み得る。方法はまた、デバイスのプロセッサによって、バイ
ナリ動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩモデルを使用して要求メッセージをフォーマット化して、自己
記述型要求メッセージを作製することを含み得る。方法は、デバイスのポートを介して、
持続的ステート接続（persistent state connection）で要求メッセージを送信すること
を含み得る。動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩモデルは、データオブジェクト、イベントオブジェク
ト、サービスオブジェクト、プロパティオブジェクト、及び属性オブジェクトを含むデー
タモデルを含み得る。プロセッサは、自己記述型要求メッセージが、ポートを介して送信
されるようにする。ポートは、値８０又は４４３を有する、ＨＴＴＰ又はＨＴＴＰＳポー
トであり得る。自己記述型要求メッセージは、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ　Ｏｂｊｅｃｔ　Ｎ
ｏｔａｔｉｏｎ（ＪＳＯＮ）オブジェクト及びＥｘｔｅｎｓｉｂｌｅ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌ
ａｎｇｕａｇｅ（ＸＭＬ）オブジェクトの少なくとも１つで表示され得る。自己記述型要
求メッセージは、バイナリフォーマットでフォーマット化され得る。自己記述型要求メッ
セージは、暗号化され得る。
【０１２５】
　いくつかの実施例において、本開示は、そこに記憶された命令を有する、非一過性コン
ピュータ読み取り可能媒体を説明するものであり、命令は、プロセッサによる実行時に、
バイナリ動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩモデルを、デバイスのメモリで記憶することを、プロセッ
サに実行させる。命令は、実行されると、デバイスのプロセッサによって、バイナリ動的
ＲＥＳＴ　ＡＰＩモデルを使用して要求メッセージをフォーマット化して、自己記述型要
求メッセージを作製することを、プロセッサに更に実行させる。命令は、実行されると、
デバイスのポートを介して、持続的ステート接続で要求メッセージを送信することを、プ
ロセッサに更に実行させる。動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩモデルは、データオブジェクト、イベ
ントオブジェクト、サービスオブジェクト、プロパティオブジェクト、及び属性オブジェ
クトを含むデータモデルを含み得る。プロセッサは、自己記述型要求メッセージが、ポー
トを介して送信されるようにする。ポートは、値８０又は４４３を有する、ＨＴＴＰ又は
ＨＴＴＰＳポートであり得る。自己記述型要求メッセージは、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ　Ｏ
ｂｊｅｃｔ　Ｎｏｔａｔｉｏｎ（ＪＳＯＮ）オブジェクト及びＥｘｔｅｎｓｉｂｌｅ　Ｍ
ａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ（ＸＭＬ）オブジェクトの少なくとも１つで表示され得る
。自己記述型要求メッセージは、バイナリフォーマットでフォーマット化され得る。自己
記述型要求メッセージは、暗号化され得る。
【０１２６】
　いくつかの実施例において、本開示は、自己記述型メッセージを使用して、通信プロト
コルを抽出する方法を説明する。方法は、デバイスのメモリ内に第１の通信プロトコル及
び第２の通信プロトコルを提供することを含み得、第１の通信プロトコルは、自己記述型
スキーマを有する多数の制御コード及びバイナリメッセージを含む。自己記述型スキーマ
は、第２の通信プロトコルのインスタンスが、第１の通信プロトコルのインスタンスに関
連付けてマップされる、データオブジェクトモデルであり得る。第１の通信プロトコルと
第２の通信プロトコルとの間の関連マッピングは、持続的メモリに記憶され得る。いくつ
かの実施例において、制御コードの関連マッピングは、ＨＴＭＬフレームワークに基づい
てもよい。いくつかの実施例において、データメッセージの関連マッピングは、ＧＥＴ要
求、ＰＵＴ要求、ＰＯＳＴ要求、及びＤＥＬＥＴＥ要求からなる群から選択される、サー
ビス要求に基づいてもよい。無線接続は、Ｚｉｇｂｅｅ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標
）、ＷｉＭａｘ、Ｗｉ－Ｆｉ、ＧＳＭ（登録商標）、ＰＣＳ、及びＤ－ＡＭＰＳからなる
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群から選択されるネットワーク、ＩＥＣ、６ＬｏＷＰＡＮ、Ａｎｔ、ＤＡＳＨ７、ＥｎＯ
ｃｅａｎ、ＩＮＳＴＥＯＮ、ＮｅｕＲＦ　ＯＮ、Ｓｅｎｃｅｉｖｅ、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨ
ＡＲＴ、Ｃｏｎｔｉｋｉ、ＴｉｎｙＯＳ、ＧＰＲＳ、ＴＣＰ／ＩＰ、ＣｏＡＰ、ＭＱＴＴ
、ＴＲ－５０、ＯＭＡ　ＬＷ　Ｍ２Ｍ、ＥＴＳＩ　Ｍ２Ｍを含み得る。データオブジェク
トモデルは、動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩオブジェクトモデルで構造化され得る。いくつかの実
施例において、方法は、第２の通信プロトコルにおけるメッセージの第１のインスタンス
化を、コンピューティングデバイスのポートで受信することを含み得る。メッセージは、
無線接続を介して受信され得る。いくつかの実施例において、方法は、コンピューティン
グデバイスのプロセッサによって、メッセージの第１のインスタンス化を制御メッセージ
又はデータメッセージのいずれかとして分類することを含み得る。いくつかの実施例にお
いて、方法は、コンピューティングデバイスのプロセッサによって、メッセージの第１の
インスタンス化を変換して、メッセージの第２のインスタンス化を作製することを含み得
、そのメッセージが制御メッセージと分類されたとき、プロセッサは、制御メッセージを
複数の制御コードからなる１つ又は２つ以上の制御コードにマップし、また、そのメッセ
ージがデータメッセージと分類されたとき、プロセッサは、自己記述型スキーマを有する
、対応するバイナリメッセージにデータメッセージをマップする。いくつかの実施例にお
いて、方法は、メッセージの第２のインスタンス化をコンピューティングデバイスのポー
トで送信することを含み得る。第１の通信デバイスは、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔ接続を介して
、メッセージの第２のインスタンス化をプラットフォームサーバに送信し得る。
【０１２７】
　いくつかの実施例において、本開示は、プロセッサ及びメモリを含むシステムを説明す
るものであり、メモリは命令を記憶し、命令は、実行されると、デバイスのメモリ内の第
１の通信プロトコル及び第２の通信プロトコルを提供することを、プロセッサに実行させ
るものであり、第１の通信プロトコルは、自己記述型スキーマを有する多数の制御コード
及びバイナリメッセージを含む。自己記述型スキーマは、第２の通信プロトコルのインス
タンスが、第１の通信プロトコルのインスタンスに関連付けてマップされる、データオブ
ジェクトモデルであり得る。第１の通信プロトコルと第２の通信プロトコルとの間の関連
マッピングは、持続的メモリに記憶され得る。いくつかの実施例において、無線接続は、
Ｚｉｇｂｅｅ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＷｉＭａｘ、Ｗｉ－Ｆｉ、ＧＳＭ（登
録商標）、ＰＣＳ、及びＤ－ＡＭＰＳからなる群から選択されるネットワーク、ＩＥＣ、
６ＬｏＷＰＡＮ、Ａｎｔ、ＤＡＳＨ７、ＥｎＯｃｅａｎ、ＩＮＳＴＥＯＮ、ＮｅｕＲＦ　
ＯＮ、Ｓｅｎｃｅｉｖｅ、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＡＲＴ、Ｃｏｎｔｉｋｉ、ＴｉｎｙＯＳ、
ＧＰＲＳ、ＴＣＰ／ＩＰ、ＣｏＡＰ、ＭＱＴＴ、ＴＲ－５０、ＯＭＡ　ＬＷ　Ｍ２Ｍ、並
びにＥＴＳＩ　Ｍ２Ｍを含み得る。データオブジェクトモデルは、動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩ
オブジェクトモデルで構造化され得る。いくつかの実施例において、制御コードの関連マ
ッピングは、ＨＴＭＬフレームワークに基づいてもよい。いくつかの実施例において、デ
ータメッセージの関連マッピングは、ＧＥＴ要求、ＰＵＴ要求、ＰＯＳＴ要求、及びＤＥ
ＬＥＴＥ要求からなる群から選択される、サービス要求に基づいてもよい。いくつかの実
施例において、命令は、実行されると、第２の通信プロトコルにおけるメッセージの第１
のインスタンス化を、コンピューティングデバイスのポートで受信することを、プロセッ
サに更に実行させる。メッセージは、無線接続を介して受信され得る。いくつかの実施例
において、命令は、実行されると、メッセージの第１のインスタンス化を制御メッセージ
又はデータメッセージのいずれかとして分類することを、プロセッサに更に実行させる。
いくつかの実施例において、命令は、実行されると、メッセージの第１のインスタンス化
を変換して、メッセージの第２のインスタンス化を作製することをプロセッサに更に実行
させ、そのメッセージが制御メッセージと分類されたとき、プロセッサは、制御メッセー
ジを複数の制御コードからなる１つ又は２つ以上の制御コードにマップし、また、そのメ
ッセージがデータメッセージと分類されたとき、プロセッサは、自己記述型スキーマを有
する、対応するバイナリメッセージにデータメッセージをマップする。いくつかの実施例
において、方法は、メッセージの第２のインスタンス化をコンピューティングデバイスの
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ポートで送信することを含み得る。第１の通信デバイスは、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔ接続を介
して、メッセージの第２のインスタンス化をプラットフォームサーバに送信し得る。
【０１２８】
　いくつかの実施例において、本開示は、そこに記憶された命令を有する非一過性コンピ
ュータ読み取り可能媒体を説明するものであり、命令は、プロセッサによる実行時に、デ
バイスのメモリ内の第１の通信プロトコル及び第２の通信プロトコルを提供することをプ
ロセッサにさせ、第１の通信プロトコルは、自己記述型スキーマを有する多数の制御コー
ド及びバイナリメッセージを含み得る。自己記述型スキーマは、第２の通信プロトコルの
インスタンスが、第１の通信プロトコルのインスタンスに関連付けてマップされる、デー
タオブジェクトモデルであり得る。第１の通信プロトコルと第２の通信プロトコルとの間
の関連マッピングは、持続的メモリに記憶され得る。いくつかの実施例において、無線接
続は、Ｚｉｇｂｅｅ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＷｉＭａｘ、Ｗｉ－Ｆｉ、ＧＳ
Ｍ（登録商標）、ＰＣＳ、及びＤ－ＡＭＰＳからなる群から選択されるネットワーク、Ｉ
ＥＣ、６ＬｏＷＰＡＮ、Ａｎｔ、ＤＡＳＨ７、ＥｎＯｃｅａｎ、ＩＮＳＴＥＯＮ、Ｎｅｕ
ＲＦ　ＯＮ、Ｓｅｎｃｅｉｖｅ、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＡＲＴ、Ｃｏｎｔｉｋｉ、Ｔｉｎｙ
ＯＳ、ＧＰＲＳ、ＴＣＰ／ＩＰ、ＣｏＡＰ、ＭＱＴＴ、ＴＲ－５０、ＯＭＡ　ＬＷ　Ｍ２
Ｍ、並びにＥＴＳＩ　Ｍ２Ｍを含み得る。データオブジェクトモデルは、動的ＲＥＳＴ　
ＡＰＩオブジェクトモデルで構造化され得る。いくつかの実施例において、制御コードの
関連マッピングは、ＨＴＭＬフレームワークに基づいてもよい。いくつかの実施例におい
て、データメッセージの関連マッピングは、ＧＥＴ要求、ＰＵＴ要求、ＰＯＳＴ要求、及
びＤＥＬＥＴＥ要求からなる群から選択される、サービス要求に基づいてもよい。いくつ
かの実施例において、命令は、実行されると、第２の通信プロトコルにおけるメッセージ
の第１のインスタンス化を、コンピューティングデバイスのポートで受信することを、プ
ロセッサに更に実行させる。メッセージは、無線接続を介して受信され得る。いくつかの
実施例において、命令は、実行されると、メッセージの第１のインスタンス化を制御メッ
セージ又はデータメッセージのいずれかとして分類することを、プロセッサに更に実行さ
せる。いくつかの実施例において、命令は、実行されると、メッセージの第１のインスタ
ンス化を変換して、メッセージの第２のインスタンス化を作製することをプロセッサに更
に実行させ、そのメッセージが制御メッセージと分類されたとき、プロセッサは、制御メ
ッセージを複数の制御コードからなる１つ又は２つ以上の制御コードにマップし、また、
そのメッセージがデータメッセージと分類されたとき、プロセッサは、自己記述型スキー
マを有する、対応するバイナリメッセージにデータメッセージをマップする。いくつかの
実施例において、方法は、メッセージの第２のインスタンス化をコンピューティングデバ
イスのポートで送信することを含み得る。第１の通信デバイスは、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔ接
続を介して、メッセージの第２のインスタンス化をプラットフォームサーバに送信し得る
。
【０１２９】
　いくつかの実施例において、本開示は、第１のデータストリーム及び第２のデータスト
リームを含む、１つ又は２つ以上のデータストリームを受信するように構成された通信プ
ロトコルを含む、通信エンジンを説明するものであり、データストリームは、バイナリ動
的ＲＥＳＴメッセージを含む。データストリームは、１つ又は２つ以上のデータフィール
ドを含み得、データフィールドのそれぞれは、フィールド値、及びフィールド値の長さ識
別子を含み、長さ識別子はデータフィールドのそれぞれにおいて対応するフィールド値に
先行する。通信ポートは、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔ接続を介して、１つ又は２つ以上の入力デ
ータストリームを受信し得る。メッセージは、イベントオブジェクト、サービスオブジェ
クト、プロパティオブジェクト、及び属性オブジェクトを有する、データオブジェクトを
含み得る。１つ又は２つ以上の入力データストリームのそれぞれは、所定の完全な実行可
能メッセージを形成する、多数の１つ又は２つ以上のデータストリームの識別子を含み得
る。１つ又は２つ以上のデータストリームのそれぞれは、完全な実行可能メッセージ内に
おける、所定のデコードされたデータストリームの場所を示す、メッセージ番号識別子を
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含み得る。１つ又は２つ以上のデータストリームのそれぞれは、完全な実行可能メッセー
ジの一部を形成し得る。いくつかの実施例において、通信エンジンは、受信された第１の
データストリーム及び受信された第２のデータストリームを記憶するための、第１のバッ
ファを含み得る。いくつかの実施例において、通信エンジンは、デコードされたメッセー
ジの部分を記憶するための、第２のバッファを含み得る。いくつかの実施例において、通
信エンジンは、第１のバッファ内にバッファリングされた、受信されたデータストリーム
をデコードして、所定のデコードされた部分を作製するように構成された、プロセッサを
含み得る。プロセッサは、所定のデコードされた部分を第２のバッファに記憶し得、その
場合、プロセッサは、受信された第２のデータストリームを完全に受信する前に、第１の
バッファ内にバッファリングされた、受信された第１のデータストリームのデコードを開
始する。いくつかの実施例において、通信エンジンは、第１のバッファにバッファリング
された１つ又は２つ以上のデータストリームのデコードされた部分を記憶するための、第
２のバッファを含み得、第２のバッファが所定の完全な実行可能メッセージを形成する１
つ又は２つ以上のデータストリームのそれぞれを含むとき、プロセッサは信号を送信する
。いくつかの実施例において、通信エンジンは、暗号化される、入力データストリームの
暗号化された部分をデコードするための復号エンジンを含み得る。
【０１３０】
　いくつかの実施例において、本開示は、バイナリ動的ＲＥＳＴメッセージのチャンクベ
ースの通信を使用する方法を説明する。方法は、ポートで、第１のデータストリーム及び
第２のデータストリームを含む、１つ又は２つ以上のデータストリームを受信することを
含み得る。データストリームは、１つ又は２つ以上のデータフィールドを含み得、データ
フィールドのそれぞれは、フィールド値、及びフィールド値の長さ識別子を含み、長さ識
別子はデータフィールドのそれぞれにおいて対応するフィールド値に先行する。通信ポー
トは、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔ接続を介して、１つ又は２つ以上の入力データストリームを受
信し得る。メッセージは、イベントオブジェクト、サービスオブジェクト、プロパティオ
ブジェクト、及び属性オブジェクトを有する、データオブジェクトを含み得る。１つ又は
２つ以上の入力データストリームのそれぞれは、所定の完全な実行可能メッセージを形成
する、多数の１つ又は２つ以上のデータストリームの識別子を含み得る。１つ又は２つ以
上のデータストリームのそれぞれは、完全な実行可能メッセージ内における、所定のデコ
ードされたデータストリームの場所を示す、メッセージ番号識別子を含み得る。１つ又は
２つ以上のデータストリームのそれぞれは、完全な実行可能メッセージの一部を形成し得
る。いくつかの実施例において、方法は、第１のバッファで、受信された第１のデータス
トリーム及び受信された第２のデータストリームを記憶することを含み得る。いくつかの
実施例において、方法は、第２のバッファで、デコードされたメッセージの部分を記憶す
ることを含み得る。いくつかの実施例において、方法は、プロセッサを使用し、第１のバ
ッファ内にバッファリングされた受信されたデータストリームをデコードして、所定のデ
コードされた部分を作製することを含み得る。プロセッサは、受信された第２のデータス
トリームを完全に受信する前に、第１のバッファ内にバッファリングされた、受信された
第１のデータストリームのデコードを開始する。
【０１３１】
　いくつかの実施例において、本開示は、そこに記憶された命令を有する、非一過性コン
ピュータ読み取り可能媒体を説明するものであり、命令は、プロセッサによる実行時に、
ポートで、第１のデータストリーム及び第２のデータストリームを含む、１つ又は２つ以
上のデータストリームを受信することを、プロセッサに実行させる。データストリームは
、１つ又は２つ以上のデータフィールドを含み得、データフィールドのそれぞれは、フィ
ールド値、及びフィールド値の長さ識別子を含み、長さ識別子はデータフィールドのそれ
ぞれにおいて対応するフィールド値に先行する。通信ポートは、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔ接続
を介して、１つ又は２つ以上の入力データストリームを受信し得る。メッセージは、イベ
ントオブジェクト、サービスオブジェクト、プロパティオブジェクト、及び属性オブジェ
クトを有する、データオブジェクトを含み得る。１つ又は２つ以上の入力データストリー
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ムのそれぞれは、所定の完全な実行可能メッセージを形成する、多数の１つ又は２つ以上
のデータストリームの識別子を含み得る。１つ又は２つ以上のデータストリームのそれぞ
れは、完全な実行可能メッセージ内における、所定のデコードされたデータストリームの
場所を示す、メッセージ番号識別子を含み得る。１つ又は２つ以上のデータストリームの
それぞれは、完全な実行可能メッセージの一部を形成し得る。いくつかの実施例において
、命令は、実行されると、第１のバッファで、受信された第１のデータストリーム及び受
信された第２のデータストリームを記憶することを、プロセッサに更に実行させる。いく
つかの実施例において、命令は、実行されると、デコードされたメッセージの部分を、第
２のバッファで記憶することを、プロセッサに更に実行させる。いくつかの実施例におい
て、命令は、実行されると、プロセッサを使用し、第１のバッファ内にバッファリングさ
れた、受信されたデータストリームをデコードすることを、プロセッサに更に実行させる
。プロセッサは、受信された第２のデータストリームを完全に受信する前に、第１のバッ
ファ内にバッファリングされた、受信された第１のデータストリームのデコードを開始す
る。
【０１３２】
　本発明の一態様の実施形態からの要素は、本発明の他の態様で使用され得る（例えば、
１つの独立した請求項に従属する請求項の要素は、他の独立した請求項の実施形態を更に
指定するために使用され得る）。本発明の他の特徴及び利点は、次の図、発明を実施する
ための形態、及び請求項から明らかになるであろう。
【０１３３】
　本開示の前記及び他の目的、態様、特徴、及び利点は、添付図面と併せて以下の説明を
参照することによってより明白となり、より理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【０１３４】
【図１】本発明の一実施形態による、プラットフォームサーバと複数のコンピューティン
グデバイスとの間で通信を有効にするための、例示的システムのブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態による、ＡＰＩプロトコルに従ってフォーマット化されたメ
ッセージを送信及び受信するための、例示的通信チャネルのブロック図である。
【図３Ａ】本発明の一実施形態による、ＡＰＩプロトコルライブラリのブロック図である
。
【図３Ｂ】本発明の一実施形態による、バイナリ動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩコンポーネントの
メッセージ出力の例示的構造を示す。
【図３Ｃ】本発明の一実施形態による、ＡＰＩプロトコルライブラリで使用される、例示
的ＨＴＴＰ　ＲＥＳＴ　ＡＰＩコードを示す。
【図３Ｄ】本発明の一実施形態による、ＡＰＩプロトコルライブラリで使用される、メッ
セージヘッダの例示的構造を示す。
【図３Ｅ】本発明の一実施形態による、ＡＰＩプロトコルライブラリの例示的コードブッ
クである。
【図３Ｆ】本発明の一実施形態による、ＡＰＩプロトコルライブラリで使用される、マル
チパートヘッダの例示的構造を示す。
【図３Ｇ】本発明の一実施形態による、ＡＰＩプロトコルライブラリで使用される、マル
チパートヘッダの例示的構造を示す。
【図３Ｈ】本発明の一実施形態による、ＡＰＩプロトコルライブラリで使用される、認証
本体の例示的構造を示す。
【図３Ｉ】本発明の一実施形態による、ＡＰＩプロトコルライブラリで使用される、バイ
ンド及びアンバインドメッセージ本体の例示的構造を示す。
【図４】本発明の一実施形態による、ＡＰＩプロトコルライブラリを使用した例示的メッ
セージ送信及び受信のブロック図である。
【図５】本発明の他の実施形態による、ＡＰＩプロトコルライブラリを使用したメッセー
ジ送信及び受信の例のブロック図である。
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【図６Ａ】本発明の一実施形態による、バイナリ動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩによって生成され
た、例示的エンコードされたメッセージを示す。
【図６Ｂ】ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ　Ｏｂｊｅｃｔ　Ｎｏｔａｔｉｏｎフォーマットの例示
的ＲＥＳＴメッセージを示す。
【図７Ａ】本発明の一実施形態による、シリアル化されたバイナリ動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩ
メッセージを生成する例示的方法を示す。
【図７Ｂ】本発明の一実施形態による、シリアル化されたバイナリ動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩ
メッセージを生成する例示的方法を示す。
【図７Ｃ】本発明の一実施形態による、シリアル化されたバイナリ動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩ
メッセージを生成する例示的方法を示す。
【図８】本発明の一実施形態による、エンコードされたメッセージをパーティション化す
る例示的方法を示す。
【図９】本発明の一実施形態による、メッセージを再アセンブリする例示的方法のフロー
チャートである。
【図１０】本発明の一実施形態による、ＡＰＩプロトコルライブラリを使用する、ソフト
ウェア開発キット（ＳＤＫ）を実行するクライアントアプリケーション搭載の、例示的コ
ンピューティングデバイスのブロック図である。
【図１１】本発明の一実施形態による、ＡＰＩプロトコルライブラリを使用してサードパ
ーティのプロトコルをラッピングする例示的方法のブロック図である。
【図１２】本発明の一実施形態による、自己記述型メッセージを解析するための例示的方
法のフローチャートである。
【図１３】本発明の一実施形態による、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔ接続を使用して動的ＲＥＳＴ
メッセージを送信する例示的方法のフローチャートである。
【図１４】本発明の一実施形態による、サードパーティのプロトコルを使用して通信する
例示的方法のフローチャートである。
【図１５】本発明の一実施形態による、チャンク化されたメッセージを使用して通信する
例示的方法のフローチャートである。
【図１６】コンピューティングデバイス及びモバイルコンピューティングデバイスのブロ
ック図である。
【０１３５】
　本開示の特徴及び利点は、添付図面と併せて以下の詳細な説明を参照することによって
より明らかとなるであろう。これらを通じて、同様の符号は対応する要素を示す。図面で
は、同様の参照番号は、同一の、機能的に類似する、及び／又は構造的に類似する要素を
概ね示す。
【発明を実施するための形態】
【０１３６】
　特許請求された発明のシステム、デバイス、方法、及び工程が、本明細書に記載される
実施形態の情報を使用して開発された変形形態及び適応形態を包含することを理解された
い。本明細書に記載のシステム、デバイス、方法、及びプロセスの適応及び／又は変更は
、当業者によって実行され得る。
【０１３７】
　物品、デバイス、及びシステムが特定のコンポーネントを有する、含む、若しくは備え
るものとして説明されている、又はプロセス及び方法が、特定の工程を有する、含む、若
しくは備えるものとして説明されている説明の全体を通して、付加的に、列挙されたコン
ポーネントから本質的になる、又はそれらからなる、本発明の物品、デバイス、及びシス
テムが存在すること、また、列挙された処理工程から本質的になる、又はそれらからなる
、本発明に従ったプロセス及び方法が存在することを理解されたい。
【０１３８】
　本発明が動作可能のままである限り、工程の順序又は処置の実行順序は、重要ではない
ことを理解されたい。また、２つ以上の工程又は処置は、同時に実施し得る。
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【０１３９】
　任意の公開又は特許出願に関する本明細書の、例えば「背景技術」の項にある記述は、
かかる公開又は特許出願が、本明細書に示される主張又は内容のいずれかに関する、従来
技術を構成することを認めるものではない。「背景技術」の項は、明確にする目的で提供
されるものであり、何らかの主張に関する従来技術の説明であることを意図するものでは
ない。
【０１４０】
　本明細書には、効率的、柔軟、かつコスト効果的な方法で、膨大な数のコンピューティ
ングデバイスがコンピューティングプラットフォーム（例えば、マシンツーマシン通信及
びＩｏＴ接続デバイスの通信用）に接続することを可能にする、通信プロトコルを採用し
た方法及びシステムが記載されている。通信プロトコルは、ネットワーク及び／又はイン
ターネットベースのコンピューティングプラットフォーム内にあるデバイス間でメッセー
ジ（例えば、ＨＴＴＰ　ＲＥＳＴｆｕｌメッセージ）を送信するため、持続的接続を使用
して（例えば、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔ接続経由で）低遅延の双方向接続を更に可能にする。
【０１４１】
　通信プロトコルは、いくつかの例示的実施例において、一組の共通メッセージ及び要求
に対し、ハイパーテキスト転送プロトコル（ＨＴＴＰ）に基づいたバイナリ要求／応答構
成体を更に採用する。このようなバイナリ要求／応答構成体は、接続デバイスが、バイナ
リ動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩに加え、標準ＲＥＳＴ　ＡＰＩを介してレガシーシステムとイン
ターフェースを取ることを可能にする。
【０１４２】
　実際に、通信プロトコルは、いくつかの例示的実施例において、その柔軟性を保持しな
がら、ＨＴＴＰ　ＲＥＳＴｆｕｌ　ＡＰＩの冗長性を有益に軽減するため、シリアル化及
びバイナリ化された（例えば、バイナリシンボルで表現される）動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩ（
例えば、データ及び構成メッセージ用）を更に採用する。また、動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩプ
ロトコルは、自己記述型フォーマットで送信されたメッセージを記述するため、モデルベ
ーススキーマを採用し、それによって、メッセージ構造は、メタ構成体におけるメッセー
ジ記述に基づいて変更する（例えば、順序、長さ、型など）ことが可能になる。また、動
的ＲＥＳＴ　ＡＰＩプロトコルは、メタ構成体及びメッセージ構成体の下層組織及びプロ
パティを記述する、データ及び情報モデルを採用する。情報モデルは、通常の動作中にそ
のビット数を消費することなく、メッセージの下層構造のアップグレードを有益に可能に
する。
【０１４３】
　通信プロトコルは、それぞれの接続に対して、小さい固定メモリ使用量を使用した大き
い動的ＲＥＳＴメッセージの送信を更に促進する。
【０１４４】
　図１は、本発明の一実施形態による、プラットフォームサーバ１０２（「プラットフォ
ームサーバ１０２ａ」及び「プラットフォームサーバ１０２ｂ」のいずれかとして表示）
と複数のコンピューティングデバイス１０４との間で通信を有効にするための、例示的シ
ステム１００のブロック図である。コンピューティングデバイス１０４のそれぞれは、コ
ンピューティングデバイス１０８の群（１０８ａ、１０８ｂ、１０８ｃ、及び１０８ｄと
して表示）との通信を提供及び維持する、エッジサーバ１０６に接続する。
【０１４５】
　コンピューティングデバイス１０４は、いくつかの例では、物理的資産／デバイス、コ
ンピュータアプリケーション、システム、人、データオブジェクト、及びプラットフォー
ムサービスに関する、プロパティデータ及び情報、サービスデータ及び情報、イベントデ
ータ及び情報などを伝達できる電子デバイスである。いくつかの実施例において、コンピ
ューティングデバイス１０４は、コンビナートのセンサ若しくは機械装置、事務所若しく
は役所のコンピュータ若しくはオフィス装置、市場の店頭機械若しくは自動販売機、建設
機械若しくは自動車、発電若しくは配電装置、変電若しくは送電装置、建物のメーター、
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サーバ、ネットワーキング若しくはルーティング装置、スマート家電、エクササイズマシ
ン、医療用装置若しくはプロテーゼ装置、医療用診断装置若しくは病院用器具、商用車若
しくは輸送コンテナ、自動車若しくは電動自転車、携帯電話、ラップトップ、タブレット
、電子リーダー、又は衣類の電子タグである。
【０１４６】
　複数の組のコンピューティングデバイス１０４にデータ及び情報を提供する一方、１つ
又は２つ以上のエッジサーバ１０６は、ＡＰＩサーバ１１０（又は「接続サーバ１１０」
、１１０ａ、１１０ｂ、１１０ｃ、１１０ｄ、及び１１０ｅとして表示）とも呼ばれる中
間サーバと通信する。いくつかの実施例において、通信交換は、インターネット１１２ａ
、ワイドエリアネットワーク１１２ｂ、又はサードパーティネットワーク１１２ｃなどの
ネットワークインフラストラクチャ１１２間で発生する。次いで、１つ又は２つ以上のＡ
ＰＩサーバ１１０が、プラットフォームサーバ１０２と通信する。プラットフォームサー
バ１０２、ＡＰＩサーバ１１０、及びエッジサーバ１０６は、コンピューティングデバイ
ス１０４のデータ及び情報を提供するための分散コンピューティング環境を集合的に形成
する。いくつかの実施例において、所定のＡＰＩサーバ１１０は、一組のネットワークセ
キュリティ機器１１４（例えば、１１４ａ～ｈ）を介して、一組のエッジサーバ１０６と
通信する。ネットワークセキュリティ機器１１４は、ネットワークインフラストラクチャ
１１２からＡＰＩサーバ１１０及びプラットフォームサーバ１０２を保護し、また、エッ
ジサーバ１０６及びコンピューティングデバイス１０４の群を保護する。ネットワークセ
キュリティ機器１１４は、例えば、ファイアウォール又はネットワークアドレス変換（Ｎ
ＡＴ）プロトコルを実行し得る。
【０１４７】
　図２は、本発明の一実施形態による、ＡＰＩプロトコルに従ってフォーマット化された
メッセージを送信及び受信するための、例示的通信チャネル２００のブロック図である。
図１に関して説明されているとおり、持続的通信チャネル２００は、第１の持続的接続１
０３及び第２の持続的接続１０５などの持続的接続を含む。
【０１４８】
　図２に示されているとおり、プラットフォームサーバ１０２は、ＡＰＩプロトコルを定
義するＡＰＩプロトコルライブラリ２０４（２０４ａとして表示）を有するサーバ－クラ
イアントアプリケーションを実行する。エッジサーバ１０６は、同一のＡＰＩプロトコル
ライブラリ２０４（２０４ｃとして表示）を有するサーバ－クライアントアプリケーショ
ンを実行する。この目的のため、プラットフォームサーバ１０２とエッジサーバ１０６と
の間で伝達されるメッセージは、大部分において同一の構造を共有する。いくつかの実施
例において、同一のＡＰＩプロトコルが、分散コンピューティング環境内のすべてのコン
ポーネント間で採用される。
【０１４９】
　いくつかの実施例において、接続サーバ１１０は、ソース又はターゲットにほとんど関
係なく、同一の方法で、伝達されたメッセージのそれぞれを提供（例えば、処理）する可
能性があるため、メッセージのこの対称性は、接続サーバ１１０の操作の複雑さを軽減す
ることを意図している。
【０１５０】
　ＡＰＩプロトコルライブラリ２０４は、データ及び情報を提供するためのアプリケーシ
ョンインターフェースを動的に生成する、多数のサーバ－クライアントアプリケーション
機能を提供する。いくつかの実施例において、アプリケーションインターフェースは、バ
イナリメッセージを生成する、動的ＲＥＳＴＡＰＩに基づく。他の実施例において、イン
ターフェースは、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ　Ｏｂｊｅｃｔ　Ｎｏｔａｔｉｏｎ（「ＪＳＯＮ
」）又はＥｘｔｅｎｓｉｖｅ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ（「ＸＭＬ」）データフ
ォーマットに基づく。モデルベースの開発アプリケーションでの動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩの
使用例は、２０１２年１１月１６日に出願された米国特許出願番号第１３／６７８，８８
５号、題名「Ｍｅｔｈｏｄｓ　ｆｏｒ　Ｄｙｎａｍｉｃａｌｌｙ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｎｇ
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　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅｓ　ｆｏｒ　Ｍｏｄｅｌｅｄ　Ｅｎｔｉ
ｔｉｅｓ　ａｎｄ　Ｄｅｖｉｃｅｓ　Ｔｈｅｒｅｏｆ」に記載されている。この出願の内
容は、その全体が本明細書に参考として組み込まれる。
【０１５１】
　図３Ａは、本発明の一実施形態による、ＡＰＩプロトコルライブラリ２０４のブロック
図である。ＡＰＩプロトコルライブラリ２０４は、バイナリ動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩコンポ
ーネント３０２及び固定ＨＴＴＰ　ＲＥＳＴ　ＡＰＩコンポーネント３０４を含む。
【０１５２】
　動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩ　３０２は、データ及び情報を記述するため、モデルベーススキ
ーマを採用しており、スキーマの入力及び出力は、ＪＳＯＮ又はＸＭＬなどの自己記述型
テキストデータフォーマットで表現される。いくつかの例示的実施形態において、自己記
述型は、データ片（例えば、入力又は出力、ファイル、及びそれに類するもの）内に記述
的情報（例えば、自己記述型データ（ＳＤＤ））を含むという概念を指す。アプリケーシ
ョンインターフェースは、データ及び情報が、進化する及び変更可能なフレームワークで
表現される点において「動的」である。特に、いくつかの例示的実施例において、アプリ
ケーションインターフェースは、物理的資産／デバイス、コンピュータアプリケーション
／システム、人、データオブジェクト、又はプラットフォームサービスなどの、所定のエ
ンティティ（「モノ」とも呼ばれる）に関する情報の種類を記述するための一連の特性定
義を、自己記述型データとして採用する。
【０１５３】
　動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩライブラリの情報モデルフレームワーク
　いくつかの実施例において、バイナリ動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩコンポーネント３０２は、
データモデル及び情報モデルを表現する、シリアル化されたバイナリデータを出力する。
【０１５４】
　いくつかの実施例において、特性定義は、「プロパティ」定義３０３ａ、「サービス」
定義３０３ｂ、「イベント」定義３０３ｃ、及び「属性」定義３０３ｄを含む。これらの
特性定義のそれぞれは、エンティティのモデルの記述における基礎的要素の役割を果たし
、１つ又は２つ以上のクラス、抽象クラス、及び／又はデータ構造を継承できる抽象クラ
スとして表現される。特性定義は、他の特性定義と共に、テンプレートクラスで集合的に
編成される。この目的のため、コンピューティングデバイスのデータ及び情報を提供する
アプリケーションの開発者は、組織的なランドスケープにおけるモノとその場所を定義す
る、データ、サービス、イベント、履歴活動、コラボレーション、関係、及びその類のも
のの完全なセットを含む、物質界の等価物を表現するエンティティ（「モノ」とも呼ばれ
る）をモデル化し得る。
【０１５５】
　いくつかの実施例において、「モノ」は、「モノテンプレート（Thing Template）」の
インスタンスとして定義される。「モノテンプレート」は、１つ又は２つ以上の「モノシ
ェイプ（Thing Shapes）」から継承可能な、抽象クラスであり得る。プロパティ、サービ
ス、及びイベントは、「モノシェイプ」、「モノテンプレート」、又は「モノインスタン
ス」によって定義され得る。「モノテンプレート」が、１つ又は２つ以上の「モノシェイ
プ」から継承する場合、「モノシェイプ」のプロパティ、イベント、及びサービスのすべ
ては、「モノテンプレート」の一部になる。「モノインスタンス」が「モノテンプレート
」から作製されるとき、「モノテンプレート」のプロパティ、イベント、及びサービスの
すべては、「モノインスタンス」内で現実化（例えば、継承）される。
【０１５６】
　いくつかの実施例において、データオブジェクトは、「インフォテーブル」及び「スト
リーム」として表現される。「インフォテーブル」及び「ストリーム」は、再利用可能な
、抽象データオブジェクト定義である、「データシェイプ３０５」によって記述及び定義
され得る。「インフォテーブル」は、リレーショナルデータベーステーブル又はその類の
ものと似ており、データオブジェクトを二次元的に（例えば、列及び行で）表現する。「
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ストリーム」は、連続的な時系列データ又はその類のものなどの、データポイントをキャ
プチャするように設計される。「ストリーム」及び「インフォテーブル」はまた、サービ
ス及びイベントを有し得る。
【０１５７】
　エンティティは、認可される場合、他の（例えば、他のエンティティに対応する）エン
ティティイベントにサブスクライブでき、他のエンティティサービスを使用できる。エン
ティティは、定義されると、ＨＴＴＰ、ＨＴＴＰＳ、又はその類のものを経由し、標準の
Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ（ＲＥＳＴ）インタ
ーフェースなどのインターフェースを介して検出可能になる。したがって、モデルの名前
空間は、動的ＲＥＳＴインターフェースを介して使用可能である。ユーザーがモデルをど
のように定義しても、モデルは、ＲＥＳＴインターフェースとして出現し得る。モデルに
対するＲＥＳＴインターフェースは、それぞれのエンティティのプロパティ、サービス、
及びイベントの記述を含み得る。サービスは、ＲＥＳＴインターフェースにアクセス可能
な、サーバに提供される単純又は複雑な機能である。サービスは、入力、プロセス、及び
出力を有する。イベントは、データの変更及び／又はエンティティのステータスであり得
る。イベントは、イベントが検出されたとき、それぞれのイベントのサブスクライバーに
送信されるデータ出力を有する。
【０１５８】
　動的ＲＥＳＴインターフェースは、継承又はオブジェクト指向モデルに基づく。新規の
サービス、プロパティ、又は機能が「モノシェイプ」又は「モノテンプレート」レベルで
定義される場合、それらの「モノシェイプ」又は「モノテンプレート」のエンティティに
由来するそれぞれの「モノ」インスタンスは、そのサービス、プロパティ、又は機能を直
接に継承する。動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩ　３０２は、この動的ＲＥＳＴインターフェースを
採用する。
【０１５９】
　名前空間に対するＲＥＳＴインターフェースは、モデル内のそれぞれのエンティティに
対するサービスを処理する方法を記述する。いくつかの例示的実施例において、新規の「
モノ」がモデルで定義されるとき、その「モノ」のサービス及びデータは、一組のＲＥＳ
Ｔインターフェースとして使用可能になる。
【０１６０】
　通信プロトコルの概要
　図３Ｂは、本発明の一実施形態による、バイナリ動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩコンポーネント
３０２のメッセージ出力の例示的構造を示す。
【０１６１】
　バイナリ動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩから生成されるメッセージは、メタデータ構成体３０６
及びメッセージ構成体３０８を含み得る。メタデータ構成体３０６は、メッセージ構成体
３０８の所定の構造を記述する。集合的に、いくつかの実施例において、メタデータ構成
体３０６及びメッセージ構成３０８は、メッセージ本体３０５を形成する。
【０１６２】
　メッセージ構成体３０８は、サーバ－クライアントアプリケーションが送信することを
目的とする、実際のデータセットを含み得る。いくつかの実施例において、これらのデー
タセットは、「行データ３０８」と呼ばれる。データセット（例えば、行データ３０８）
は、１つ又は２つ以上のデータ値３１０を含み得る。メタデータ構成体３０６は、データ
セットを形成する所定のデータ値に対応する及び／又は含む、１つ又は２つ以上の記述デ
ータセット３１２を含み得る。記述セット３１２は、１つ又は２つ以上の記述値３１４を
含み得る。いくつかの実施例において、メタデータ構成体３０６は、「データシェイプ３
０６」と呼ばれ、記述セット３１２のそれぞれは、データシェイプ３０６の所定のフィー
ルド定義を形成する。フィールド定義の例としては、名前、説明、型、及びアスペクトが
挙げられ得る。これらの定義は、行データ３１０における所定のデータ３１６を記述する
。
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【０１６３】
　いくつかの実施例において、バイナリ動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩから生成されるメッセージ
は、データセット３１０のそれぞれ、及び記述セット３１２のそれぞれを詳述するための
、バイナリマーカー３１８の第１の型を含む。これらのバイナリマーカー３１８は、デー
タセット及び記述セットの始まりにマークを付け得る。加えて、メタデータ構成体３０６
及びメッセージ構成体３０８のそれぞれは、メタデータ構成体３０６及びメッセージ構成
体３０８の終わりをマーク付けするための、第２のバイナリマーカー３２０を含み得る。
【０１６４】
　いくつかの実施例において、データセット３１０及び記述セット３１２のそれぞれは、
文字列、数値、及び列挙値（例えば、３２２、３２４、３２６）として表現されるデータ
を含む。文字列は、テキストデータであり得る。数値は、浮動小数点数及び固定小数点数
を含み得る。列挙値は概ね、データ型を含む。それぞれの文字列３２２は、コンテンツの
前方記述子を提供するため、実際の文字列値に先行する長さ記述フィールドを含み得る。
この目的のため、エンコードされた形状の所定の文字列３２２は、完全な文字列３２２が
使用可能ではない状態で解析され得る。不明データの群は、後に続くこのような文字列デ
ータの数を識別するための、カウントフィールド３２８を含み得る。
【０１６５】
　プロトコルのメモリ要件を軽減するため、いくつかの実施例において、プロトコルは、
コードブックライブラリに記憶されているシンボルとして定義されたバイナリ表現を使用
して、メッセージの第１の部分セットをエンコードする。いくつかの実施例において、バ
イナリ表現はバイト列挙値を含む。
【０１６６】
　プロトコルは、所定のコンピューティングデバイスにネイティブである標準のデータフ
ォーマットを使用して、メッセージの第２の部分セットをエンコードし得る。このような
標準データフォーマットの例としては、ＵＴＦ－８などのユニコード文字が挙げられる。
【０１６７】
　メッセージは、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔプロトコルを使用した送信用に最適化された、バイ
ナリ文字列としてフォーマット化され得る。
【０１６８】
　通信プロトコル－固定ＨＴＴＰ　ＲＥＳＴ　ＡＰＩコンポーネント
　図３Ａに戻ると、ＨＴＴＰ　ＲＥＳＴ　ＡＰＩコンポーネント３０４は、ハイパーテキ
スト転送プロトコルアプリケーションプロトコルバージョン１．１（一般に、「ＨＴＴＰ
／１．１」又は「ＨＴＴＰ」と呼ばれる）内に定義され、ＩＥＴＥ／Ｗ３Ｃ　ＲＦＣ　２
６１６に公開されているとおり、ＨＴＴＰフレームワークに由来するメッセージング型定
義コード３３０及びステータスコード３３２を含み得る。ＨＴＴＰ　ＲＥＳＴ　ＡＰＩコ
ードは、図３Ｃに提供されている。ステータスコード３３２の例としては、成功コード３
３２ａ、クライアントエラーコード３３２ｂ、及びサーバエラーコード３３２ｃが挙げら
れる。メッセージング型定義コード３３０の例としては、デバイスバインディング、認証
、及び要求メッセージングに関するものが挙げられる。
【０１６９】
　いくつかの実施例において、メッセージング型定義コード３３０及びステータスコード
３３２は、メッセージに関するルーティング情報を有する、メッセージヘッダ３３８の一
部である。メッセージヘッダの構造の例は、図３Ｄに示されている。いくつかの実施例に
おいて、メッセージヘッダ３３８は、ヘッダ識別番号３４０、ルーティング情報３４２（
例えば、要求識別番号３４２ａ、セッション番号３４２ｂ、及びエンドポイント識別番号
３４２ｃ）、及びメソッドコード３４４を含む。メソッドコード３４４は、メッセージコ
ンテンツ内に位置するメッセージの型を指定するために使用され得る。メッセージヘッダ
３３８は、メッセージが、結合されたときに単一メッセージを形成する、メッセージの集
合の一部であることを示すための、マルチパートマーカー３４６を含み得る。
【０１７０】
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　図３Ａを更に参照すると、いくつかの実施例において、ＡＰＩプロトコルライブラリ２
０４は、所定のメッセージを送信用の固定サイズブロックにセグメント化するための、メ
ッセージパーティショニングモジュール３３４を含む。セグメント化は、接続のそれぞれ
に対して小さい固定メモリ使用量を使用した大きいメッセージの送信を促進し得る。メッ
セージパーティショニングモジュール３３４は、所定のメッセージをチャンク化又はパー
ティション化して、トランスポートレベルではなくアプリケーションレベルで、そのチャ
ンク又はパーティションを再アセンブルし得る。
【０１７１】
　ＡＰＩプロトコルライブラリ２０４は、図７Ａ及び７Ｂに関して説明されているとおり
、文字列３２２の長さ記述フィールド又はカウントフィールド３２８などのメタデータを
採用して、完全なメッセージを有することなく、所定のメッセージコンテンツの解析を可
能にし得る。つまり、メタデータは、所定のメッセージ内のメタデータに続くコンテンツ
を記述する。メッセージパーティショニングモジュール３３４を使用して、バイナリ動的
ＲＥＳＴ　ＡＰＩ　３０２によって生成される所定のメッセージは、チャンクにパーティ
ション化され得、チャンクのそれぞれは、完全なメッセージが受信される前にデコードさ
れ得る。
【０１７２】
　この目的のため、任意の長さのメッセージが、デコード用の２つのメッセージ長のみか
らなるバッファを使用して、デコードされ得る。いくつかの実施例において、サーバ－ク
ライアント側アプリケーションは、好ましくは１Ｋバイトバッファと１Ｍバイトバッファ
との間、更により好ましくは４Ｋバイトと６４Ｋバイトとの間、更により好ましくは４Ｋ
バイトと８Ｋバイトとの間の固定バッファを採用する。
【０１７３】
　いくつかの実施例において、マルチパートヘッダ３４８は、完全なメッセージが複数の
チャンク又はパーティション間で分散されることを示すため、メッセージ内に採用される
。メッセージマルチパートヘッダ３４８の構造の例は、図３Ｆ及び３Ｇに示されている。
図３Ｆ及び３Ｇに示されているとおり、メッセージマルチパートヘッダ３４８は、現在の
チャンク識別番号３５０ａ、合計チャンク番号３５０ｂ、及びチャンクサイズ識別子３５
０ｃを含む。メッセージマルチパートヘッダ３４８は、ヘッダ３３８（「マルチパート３
４６」としても表示）とメッセージ本体３３９（「本体３３９」として表示）との間に挿
入され得る。
【０１７４】
　いくつかの実施例において、ＡＰＩプロトコルライブラリ２０４は、メッセージフロー
の方向によって、異なるメッセージ構造を採用し得る。例えば、クライアント側アプリケ
ーションから、サーバ側アプリケーションへのインバウンドメッセージについて、宛先情
報を提供するために、ルーティング情報３４２ｄがマルチパートメッセージヘッダ３４８
に組み込まれ得る（図３Ｇを参照のこと）。
【０１７５】
　図３Ａに戻ると、いくつかの実施例において、ＡＰＩプロトコルライブラリ２０４は、
ＷｅｂＳｏｃｋｅｔを介してＡＰＩプロトコルライブラリ２０４の出力メッセージを伝達
するため、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔ　ＡＰＩ　３３６と共に使用される。ＷｅｂＳｏｃｋｅｔ
　ＡＰＩ　３３６は、メッセージをストリーミングするために、伝送制御プロトコル（Ｔ
ＣＰ）の最上位に採用され得る。いくつかの実施例において、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔ　ＡＰ
Ｉ　３３６は、ＨＴＭＬ５　ＷｅｂＳｏｃｋｅｔプロトコルの一部である。ＡＰＩプロト
コルライブラリ２０４のメッセージ出力は、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔ　ＡＰＩ　３３６を介し
た通信を更に向上させるため、全体的にバイナリになるように構成され得る。
【０１７６】
　動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩプロトコルライブラリを使用したバイナリメッセージのエンコー
ドの例
　図４は、本発明の一実施形態による、ＡＰＩプロトコルライブラリ２０４を使用した、
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例示的メッセージ送信及び受信のブロック図である。クライアント－サーバアプリケーシ
ョン４００ａは、別のクライアント－サーバアプリケーション４００ｂにメッセージを送
信するための関数を呼び出すことができる。関数呼び出しは、ＡＰＩプロトコルライブラ
リ２０４の一部であってもよい。
【０１７７】
　いくつかの実施例において、バイナリ動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩ　３０２は、自己記述型メ
ッセージに対応するシリアル化バイナリストリームを出力する。図６Ａは、本発明の一実
施形態による、バイナリ動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩ　３０２によって生成された、例示的エン
コードされたメッセージ６０２を示す。図６Ｂは、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ　Ｏｂｊｅｃｔ
　Ｎｏｔａｔｉｏｎ（ＪＳＯＮ）フォーマットで表現された、図６Ａの例示的エンコード
されたメッセージ６０２を示す。
【０１７８】
　この目的のため、本明細書に記載の実施形態は、同一のメッセージコンテンツを有する
ＪＳＯＮフォーマットメッセージに比べて、５０％を超えるメッセージ長の削減を示す。
コロン「：」によって区切られる属性－値ペアを有する、典型的なＪＳＯＮメッセージが
編成され、ペア値は、開き大括弧「｛」及び閉じ大括弧「｝」によって区切られる、別の
属性－値ペアであってもよい。属性－値ペアフォーマットは、メッセージを記述するため
の柔軟なスキーマを提供する。
【０１７９】
　所定のメッセージの情報効率を向上させるため、バイナリ動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩ　３０
２は、データオブジェクトのみでメッセージ６０２を生成し得る。バイナリ動的ＲＥＳＴ
　ＡＰＩ　３０２は、メタデータ構成体３０６の一部、すなわちデータシェイプ３１２と
して（構造記述として）、記述値３１４の構造記述を記憶し得る。記述値３１４は、次い
で、データ値３１６の定義、すなわち、メッセージ構成体３１０内の行データ３１６を提
供し得る。いくつかの実施例において、バイナリ動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩ　３０２は、（ｉ
）データセット３１０及び記述セット３１２のそれぞれの始まりをマーク付けするための
、第１のバイナリマーカー３１８と、（ｉｉ）データセット３１０及び記述セット３１２
のそれぞれの終わりをマーク付けするための、第２のバイナリマーカー３２０と、を採用
し得る。いくつかの実施例において、ＪＳＯＮベースメッセージに関連付けられたものな
ど、各種の句読点及びラベル要素は、組み込む必要がない。
【０１８０】
　図７Ａ～７Ｃは、本発明の一実施形態による、シリアル化されたバイナリ動的ＲＥＳＴ
　ＡＰＩメッセージを生成する例示的方法を示す。
【０１８１】
　特に、図７Ａ及び７Ｂは、本発明の一実施形態による、メッセージのメタデータ部分を
生成する例を示す。図７Ｃは、本発明の一実施形態による、メッセージのデータ部分を生
成する例を示す。
【０１８２】
　ここで図７Ａに戻ると、メタデータ部分７０２のメッセージ構造は、図６Ｂに示された
ＪＳＯＮメッセージのマークアップテキスト表現７０４と一緒に表示されている。ＪＳＯ
Ｎメッセージは、１つ又は２つ以上のメタデータ構成体定義セット３１２と、１つ又は２
つ以上のメッセージ構成体データ値３１０と、を有する、自己記述型メッセージを示す。
【０１８３】
　メタデータ部分７０２は、図３Ｂに関して説明されているとおり、「データシェイプ」
３１２に対応する１つ又は２つ以上のフィールド定義を含み得る。図７Ａに示されている
とおり、フィールド定義は、マーカーフィールド７１２、名前フィールド７１４、説明フ
ィールド７１６、型フィールド７１８、アスペクトカウントフィールド７２０、及びアス
ペクトフィールド７２２を含む。
【０１８４】
　所定のメッセージ構成体３０８は、対応するメタデータ構成体３０６の記述値３１２に
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よって記述される、データ値３１０の群を含み得る。図７Ａ～７Ｃに関して説明されてい
るとおり、メッセージ構成体３０８は、「行データ」（例では「ｒｏｗｓ」７２４として
表示）と呼ばれ、メタデータ構成体３１２は、「データシェイプ」（例では「ｄａｔａｓ
ｈａｐｅ」７２６として表示）と呼ばれる。
【０１８５】
　図７Ａ～７Ｃに示されているとおり「ｄａｔａｓｈａｐｅ」７２６は、３つのフィール
ド定義（７２８、７３０、及び７３２）を含む。３つのフィールド定義のうちの２つの暗
号化（「ｐｕｓｈＴｈｒｅｓｈｏｌｄ」７２８及び「ｐｕｓｈ　Ｔｙｐｅ」７３２）は、
図７Ａに関して論じられており、３つのフィールド定義の３つ目（「ｅｄｇｅ　Ｎａｍｅ
」７３０）は、図７Ｂに関して論じられている。
【０１８６】
　図７Ａ～７Ｃに示されているとおり、フィールド定義７２８、７３０、及び７３２のそ
れぞれは、互いに共通する記述値の群、すなわち、「ｎａｍｅ」、「ｄｅｓｃｒｉｐｔｉ
ｏｎ」、「ｂａｓｅＴｙｐｅ」、及び「ａｓｐｅｃｔｓ」を含む。これらの記述値７３４
は、特性定義の種類の例示的実施例であり、図３Ａに関して説明されているとおり、動的
ＲＥＳＴ　ＡＰＩ　３０２によって使用されるモデルベーススキーマのテンプレートクラ
スを集合的に形成し得る。
【０１８７】
　図７Ａ～７Ｃに示されているとおり、定義７３４の群のそれぞれは、ＪＳＯＮフォーマ
ットに従ってフォーマット化される、「属性」－「値」ペアを有する。メッセージのエン
コードにおいては、ペアの「値」部分のみが使用される（メッセージ内）。ペアの属性部
分は、バイナリ動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩ　３０２に組み込まれる、モデルベーススキーマの
構造定義の一部として記憶される。
【０１８８】
　例示的ＪＳＯＮメッセージ６０２のバイナリメッセージを生成するには、いくつかの実
施例において、マーカー値が最初にバイナリメッセージに追加される。図３Ｂに関して説
明されているとおり、マーカー３１８（図７Ａに７１２として表示）は、メッセージ構成
体３０８のデータセット３１０（「行データ」７２４など）のそれぞれと、メタデータ構
成体３０６の記述セット３１２（「データシェイプ」３１２として表示される、「フィー
ルド定義」など）のそれぞれと、を詳述する。マーカー７１２は、データセット７２４及
び記述セット３１２の始まりにマークを付ける。加えて、マーカー３２０の第２の型（図
３Ｂに表示）は、メタデータ構成体３０６及びメッセージ構成体３０８の終わりにマーク
を付ける。いくつかの実施例において、マーカー値は、１桁のバイナリ値（例えば、「１
」又は「０」）であってもよい。
【０１８９】
　図７Ａに示されているとおり、いくつかの実施例において、「ｎａｍｅ」値７３６、「
ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ」値７３８、「ｂａｓｅＴｙｐｅ」値７４０、及び「ａｓｐｅｃ
ｔ」値７４２が、マーカー７１２に続く。
【０１９０】
　「ｎａｍｅ」値７３６は、文字列として表現されてもよい。バイナリメッセージでは、
所定の文字列が、文字列の値７４６に先行する長さ識別子７４４によって定義され得、Ｕ
ＴＦ－８フォーマット（ユニコード標準）で表現される。図７Ａに示されているとおり、
文字列「ｐｕｓｈＴｈｒｅｓｈｏｌｄ」７３６は、長さ「１３」文字（１６進コードで「
０ｘ０ｄ」として表示可能）を有し、かつ、ＵＴＦ－８で表現されるとき、「０ｘ７０　
０ｘ７５　０ｘ７３　０ｘ６８　０ｘ５４　０ｘ６８　０ｘ７２　０ｘ６５　０ｘ７３　
０ｘ６８　０ｘ６ｆ　０ｘ６ｃ　０ｘ６４」のデータ値を（１６進コードで）有する。こ
の変換は、ボックス７４８に注釈されている。この目的のため、１６進値「０ｘ０ｄ　０
ｘ７０　０ｘ７５　０ｘ７３　０ｘ６８　０ｘ５４　０ｘ６８　０ｘ７２　０ｘ６５　０
ｘ７３　０ｘ６８　０ｘ６ｆ　０ｘ６ｃ　０ｘ６４」がバイナリメッセージに付加される
。
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【０１９１】
　示されているとおり、「ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ」値７３８は、「３９」文字（１６進
コード「０ｘ５７」）を有する文字列である。ＵＴＦ－８では、文字列「Ｃｈａｎｇｅ　
ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ　ｔｏ　ｇｅｎｅｒａｔｅ　ｅｖｅｎｔ　ｆｏｒ　ｎｕｍｅｒｉｃ　
ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ」は、１６進値で次のように表現される。
　０ｘ４３　０ｘ６８　０ｘ６１　０ｘ６ｅ　０ｘ６７　０ｘ６５　０ｘ２０　０ｘ７４
　０ｘ６８　０ｘ７２　０ｘ６５　０ｘ７３　０ｘ６８　０ｘ６ｆ　０ｘ６ｃ　０ｘ６４
　０ｘ２０　０ｘ７４　０ｘ６ｆ　０ｘ２０　０ｘ６７　０ｘ６５　０ｘ６ｅ　０ｘ６５
　０ｘ７２　０ｘ６１　０ｘ７４　０ｘ６５　０ｘ２０　０ｘ６５　０ｘ７６　０ｘ６５
　０ｘ６ｅ　０ｘ７４　０ｘ２０　０ｘ６６　０ｘ６ｆ　０ｘ７２　０ｘ２０　０ｘ６ｅ
　０ｘ７５　０ｘ６ｄ　０ｘ６５　０ｘ７２　０ｘ６９　０ｘ６３　０ｘ２０　０ｘ７０
　０ｘ７２　０ｘ６ｆ　０ｘ７０　０ｘ６５　０ｘ７２　０ｘ７４　０ｘ６９　０ｘ６５
　０ｘ７３。
【０１９２】
　示されているとおり、「ｂａｓｅＴｙｐｅ」値７４０は、データフォーマットの型とし
て表現される。いくつかの実施例において、データフォーマット情報は、ＡＰＩプロトコ
ルライブラリ２０４の一部を構成するコードブックに定義されたバイナリシンボルとして
、好ましくは表現される。図３Ｅは、本発明の一実施形態による、ＡＰＩプロトコルライ
ブラリ２０４の例示のコードブックである。いくつかの実施例において、「ｎｕｍｂｅｒ
」３４３のバイナリシンボルは、好ましくは８ビット長である。この変換は、ボックス７
５２に注釈されている。
【０１９３】
　示されているとおり、「ａｓｐｅｃｔｓ」値７４２は数値である。いくつかの実施例に
おいて、「ａｓｐｅｃｔｓ」値は２バイトのＳＨＯＲＴ（例えば、それぞれ長さ４ビット
の２つのバイトを有する）である。ここで、値はＮＵＬＬ又はＥＭＰＴＹであり、１６進
値で「０ｘ００　０ｘ００」として表現される。この変換は、ボックス７５４（図７Ａ）
に注釈されている。
【０１９４】
　いくつかの実施例において、メタデータ構成体３０６を形成するための、定義３１２の
群のバイナリ表現を付加するプロセスは、メッセージ６０２の全体に対して繰り返される
。この目的のため、「ｅｄｇｅ　Ｎａｍｅ」及び「ｐｕｓｈＴｙｐｅ」フィールド定義７
３０、７３２の各種のデータ値が、バイナリメッセージに付加される。これらのデータ値
の値は、注釈ボックス（７５６、７５８、７６０、７６２、７６４、７６６、７６８、及
び７７０）に提供される。いくつかの実施例において、エンドマーカー３２０（例えば、
コード「０ｘ００」）がデータ値に続き、メッセージ構成体３０６の終わりを詳述する。
いくつかの実施例において、フィールド定義３１２のそれぞれは、名前識別子を使用して
記述されるため、バイナリメッセージ内のそれぞれの対応のフィールド定義３１２の順序
は、メッセージのエンコードにもデコードにも使用されない。
【０１９５】
　図７Ｂを参照すると、いくつかの実施例において、アスペクト値の群は、データ値の群
内にネストされる。アスペクトカウントフィールド７２０は、多数のこのようなネストさ
れた群を定義し得る（ボックス７７０を参照のこと）。いくつかの実施例において、アス
ペクト群のそれぞれは、「アスペクト名」値７７２、「アスペクト型」値７７４、及び「
アスペクトデータ」値７７６を含む。所定のアスペクト群のエンコードは、ＪＳＯＮメッ
セージ内の他の群のエンコードと類似であり得、例えば、文字列（例えば、７４６）は、
長さ識別子（例えば、７４４）が先行し、データ型（例えば、７１８）はバイナリシンボ
ルとして表現される。いくつかの実施例において、「アスペクト名」値７７２は文字列で
あり、「アスペクト型」７７４はデータ型であり、「アスペクトデータ」値７７６は、「
アスペクト型」値によって記述されるフォーマットを有する値である。
【０１９６】
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　ここで図７Ｃを参照すると、例示的メッセージ６０２のメッセージ構成体３０８のエン
コードが記述されている。図３Ｂに関して説明されているとおり、メタデータ構成体３０
６は、メッセージ構成体３０８の所定の構造を記述する。この目的のため、いくつかの実
施例において、メッセージ構成体３０８の行データ３１０のそれぞれは、メタデータ構成
体３０６に含まれる記述値３１２によって記述される。
【０１９７】
　図７Ｃに示されているとおり、メタデータ構成体３０６は、３つのフィールド定義、す
なわち、「ｐｕｓｈＴｈｒｅｓｈｏｌｄ」フィールド定義７２８、「ｅｄｇｅ　Ｎａｍｅ
」フィールド定義７３０、及び「ｐｕｓｈＴｙｐｅ」フィールド定義７３２を含む。この
目的のため、「行データ」（７７８、７８０、７８２、７８４、及び７８６）は、これら
のフィールド定義７２８、７３０、７３２に従って構造化される。
【０１９８】
　いくつかの実施例において、「行データ」３１０（図７Ｃの７２４として表示）は、マ
ーカー７１２、行カウントフィールド７８８、及び行カウントフィールド７８８の数値に
対応する多数のデータ群７９０を含む。データ群７９０のそれぞれは、データ型フィール
ド７９２及び値フィールド７９４を含み得る。
【０１９９】
　図７Ｃに示されているとおり、「行データ」７７８は、「ｐｕｓｈＴｈｒｅｓｈｏｌｄ
」値「１０００００」、「ｅｄｇｅ　Ｎａｍｅ」値「ＩｎＭｅｍｏｒｙ＿Ｓｔｒｉｎｇ」
、及び「ｐｕｓｈＴｙｐｅ」値「ＮＥＶＥＲ」を含む。
【０２００】
　「ｐｕｓｈＴｈｒｅｓｈｏｌｄ」フィールド定義７２８によって定義されているとおり
、値「１０００００」は「ＮＵＭＢＥＲ」である。いくつかの実施例において、数値は、
８バイトのＤＯＵＢＬＥとして表現される。この目的のため、値「１０００００」は、ボ
ックス７９６に示されているとおり、１６進値「０ｘ４０　０ｆ８　０ｘ６ａ　０ｘａ０
　０ｘ００　０ｘ００　０ｘ００　０ｘ００」と等価である。
【０２０１】
　「ｅｄｇｅ　Ｎａｍｅ」及び「ｐｕｓｈＴｙｐｅ」データは、それぞれ対応のフィール
ド定義７３０及び７３２によって定義されるとおり、文字列であり、前述の方法でエンコ
ードされ得る。
【０２０２】
　いくつかの実施例において、行データ７２４のバイナリ表現は、メッセージ６０２の全
体に対するメッセージ構成体３０８を形成するために付加される。
【０２０３】
　当然、バイナリ動的ＲＥＳＴメッセージを生成する他の方法も採用され得る。
【０２０４】
　メッセージパーティショニング及びマルチパートメッセージ操作
　ここで図４に戻ると、図３Ａに関して説明されているとおり、シリアル化バイナリスト
リームを生成していたシリアル化されたバイナリ動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩ　３０２の後続で
ある、ＡＰＩプロトコルライブラリ２０４のメッセージパーティショニングモジュール３
３４は、エンコードされたメッセージ４０２を多数のチャンク化されたメッセージ４０６
にパーティション化することができる。
【０２０５】
　パーティション操作は、それぞれの接続に少量の固定メモリを使用する、大きいメッセ
ージの送信を容易にし得る。いくつかの実施例において、メッセージパーティショニング
モジュール３３４は、所定のメッセージをチャンク化又はパーティション化して、トラン
スポートレベルではなくアプリケーションレベルで、そのチャンク又はパーティションを
再組み立てする。
【０２０６】
　また、ＡＰＩプロトコルライブラリ２０４は、文字列３２２の長さ記述フィールド又は
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カウントフィールド３２８などのメタデータを、所定のメッセージに挿入（例えば、追加
、付加）して、完全なメッセージが使用可能ではない状態で部分的なメッセージ及びその
コンテンツの解析を可能にし得る。この目的のため、バイナリ動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩ　３
０２によって生成される所定のメッセージは、チャンクにパーティション化され得、チャ
ンクのそれぞれは、完全なメッセージが受信される前にデコードされる。いくつかの実施
例において、所定のメッセージに関連付けられたチャンクは、そのメッセージのすべての
チャンクが受信されると解析される。
【０２０７】
　図８は、本発明の一実施形態による、エンコードされたメッセージをパーティション化
する例示的方法を示す。メッセージパーティショニングモジュール３３４（図３Ａ）は、
エンコードされたメッセージ４０２を多数のチャンク化されたメッセージ４０６にパーテ
ィション化し得る。いくつかの実施例において、メッセージの長さは、固定であっても可
変であってもよい。
【０２０８】
　いくつかの実施例において、メッセージパーティショニングモジュール３３４は、パー
ティショニングに関するメタデータ情報をヘッダ（例えば、マルチパートヘッダ３４８）
に挿入し得る。図３Ｆ～３Ｇは、本発明の一実施形態による、ＡＰＩプロトコルライブラ
リ２０４で使用される、マルチパートヘッダ３４８の例示的構造を示す。いくつかの実施
例において、マルチパートヘッダ３４８は、チャンクメッセージ識別番号３５０ａ、メッ
セージを形成するチャンク３５０ｂの合計数、及び所定のチャンク化されたメッセージの
チャンクサイズ３５０ｃを含み得る。この目的のため、識別番号は、任意の順序でのチャ
ンク部分のアセンブリに対応することから、チャンクメッセージは、任意の受信順序でデ
コードされ得る。また、チャンクメッセージの合計数は、アセンブラが、送信を完了する
ために必要とされる及び／又は予期されるチャンクメッセージの数を追跡することを可能
にする。また、チャンクサイズは、チャンク化されたメッセージが、サイズ識別子によっ
て定義された可変長であることを可能にする。
【０２０９】
　特定の実施例において、ルーティング情報３４２ｄ（図３Ｇ、及び３Ｄも参照のこと）
は、プラットフォームサーバ１０２からアウトバウンドメッセージを送信するなど、メッ
セージのルーティングを支援するために、マルチパートメッセージ３４８に組み込まれる
。他の実施例において、ルーティング情報はまた、インバウンドメッセージに組み込まれ
る。
【０２１０】
　いくつかの実施例において、メッセージパーティショニングモジュール３３４は、好ま
しくは４Ｋバイトと１０２４Ｋバイトとの間、なお更に好ましくは８Ｋバイトと１６Ｋバ
イトとの間のサイズを有するバッファウィンドウを含む。大きいファイル８０４（図８を
参照のこと）に対して、バイナリ動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩ　３０２は、データ交換を処理す
るために、バイナリ動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩ　３０２とは無関係に動作することができる外
部ファイル転送プロトコルを採用し得る。
【０２１１】
　バイナリメッセージ内のメタデータ構成体
　図４に戻ると、エンコードされたメッセージ４０２を１つ又は２つ以上のチャンク化さ
れたメッセージ４０６にパーティション化するメッセージパーティショニングモジュール
３３４の後続である、ＡＰＩプロトコルライブラリ２０４は、チャンク化されたメッセー
ジ４０６をメッセージに関するメタデータ情報と一緒にパッケージ化する。チャンク化さ
れたメッセージ４０６は、メッセージヘッダ３３８及びメッセージ本体３３９にパッケー
ジ化される。ＡＰＩプロトコルライブラリ２０４は、例えば、メッセージヘッダ３３８及
びメッセージ本体３３９にアイデンティティ及びターゲットメタデータ情報を追加し得る
。
【０２１２】
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　ＡＰＩプロトコルライブラリ２０４は、いくつかの実施例において、ＡＰＩプロトコル
ライブラリ２０４によって定義された、暗号化モジュール４１０ａを使用してメッセージ
を暗号化し得る。暗号化された部分は、メッセージ全体又はメッセージの一部分を含み得
る。
【０２１３】
　メッセージヘッダ及び本体内のメタデータ情報を採用する、他の例示的実地態様は、２
０１４年３月２１日に出願された、米国特許出願番号第１４／２２２，１２３号、題名「
Ｓｙｓｔｅｍ　ａｎｄ　Ｍｅｔｈｏｄ　ｏｆ　Ｍｅｓｓａｇｅ　Ｒｏｕｔｉｎｇ　Ｕｓｉ
ｎｇ　Ｎａｍｅ－Ｂａｓｅｄ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ　ｉｎ　ａ　Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅ
ｄ　Ｃｏｍｐｕｔｉｎｇ　Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ」に記載されている。この出願の内容
は、その全体が本明細書に参考として組み込まれる。
【０２１４】
　図３Ｄは、本発明の一実施形態による、ＡＰＩプロトコルライブラリ２０４で使用され
る、メッセージヘッダ３３８の例示的構造を示す。いくつかの実施例において、ヘッダ３
３８は、所定のメッセージに関連付けられた要求識別番号３４２ａを含み得る。いくつか
の実施例において、要求識別番号３４２ａは、様々なデータ長及びエンディアンであり得
るが、最初に最大有効数字（ＭＳＢ）が付く２４桁のバイナリ数字であってもよい。
【０２１５】
　いくつかの実施例において、ヘッダ３３８は、特定のコンピューティングデバイス１０
４に属する所定の名前識別子に関連付けられた、セッション識別番号３４２ｂを含む。い
くつかの実施例において、セッション識別番号３４２ｂは、所定のコンピューティングデ
バイス１０４のバインディングパスを決定するため、所定の接続サーバ１１０によって使
用される。いくつかの実施例において、セッション識別番号３４２ｂは、様々なデータ長
及びエンディアンであり得るが、最初に最大有効数字（ＭＳＢ）が付く３２桁のバイナリ
数字であってもよい。
【０２１６】
　いくつかの実施例において、ヘッダ３３８は、特定の持続的接続２００のルーティング
情報に関連付けられた、エンドポイント識別番号３４２ｃを含む。エンドポイント識別番
号３４２ｃは、最初に最大有効数字（ＭＳＢ）が付く３２桁のバイナリ数字であってもよ
い。
【０２１７】
　いくつかの実施例において、ヘッダ３３８は、「メソッドコード３４４」と呼ばれる、
メッセージ型フィールド３４４を含む。要求型メッセージの場合、メッセージ型フィール
ド３４４は、要求型メッセージに対応するコードを含み得る。いくつかの実施例において
、要求型メッセージは、ＨＴＴＰフレームワークに基づき、「ＧＥＴ」要求、「ＰＯＳＴ
」要求、「ＰＵＴ」要求、又は「ＤＥＬＥＴＥ」要求を含む。
【０２１８】
　いくつかの実施例において、メッセージヘッダ３３８及び本体３３９内のメタデータ情
報は、「エンティティ名」３４２ｄ（データ又は要求のソースに対応）、「特性」フィー
ルド３４２ｅ、「ターゲット名」３４２ｆ（データ又は要求の意図された受信者に対応）
、及び多数のメッセージカウント３４２ｇを含む。
【０２１９】
　いくつかの実施例において、ＡＰＩプロトコルライブラリ２０４は、複数のバイナリ動
的ＲＥＳＴ　ＡＰＩ　３０２を使用して作製される、メッセージを生成する。
【０２２０】
　ＡＰＩプロトコルライブラリによってエンコードされたメッセージのデコードの例
　ここで図４を参照すると、いくつかの実施例において、クライアント側又はサーバ側ア
プリケーションは、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔプロトコル、又はその類のものを採用して、対応
するクライアント側又はサーバ側アプリケーションにＡＰＩプロトコルライブラリ２０４
の出力メッセージ２０２を送信する。対応するクライアント側又はサーバ側アプリケーシ
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ョンは、メッセージをデコードするために、ミラーリングＡＰＩプロトコルライブラリ２
０４を実行し得る。
【０２２１】
　受信されたメッセージ２０２をデコードするため、受信されたメッセージ２０２の暗号
化された部分は、復号モジュール４１０ｂを介して復号され得る。示されているとおり、
暗号化された部分は、メッセージ全体又はメッセージの一部分を含み得る。復号モジュー
ル４１０ｂは、ヘッダ３３８及びチャンク化されたメッセージ４０６を有する、復号され
たメッセージを戻し得る。
【０２２２】
　ＡＰＩプロトコルライブラリ２０４は、ヘッダ３３８を受信し、ヘッダ３３８のメソッ
ドコードフィールド３４４を解析して、メッセージ型を決定し得る。メソッドコードフィ
ールド３４４がＨＴＴＰ要求コード３３０を含む特定のインスタンスでは、ＡＰＩプロト
コルライブラリ２０４は、更なる処理のためにメッセージ本体３３９を送信し得る。
【０２２３】
　要求メッセージをデコードするため、いくつかの実施例において、ＡＰＩプロトコルラ
イブラリ２０４プロセッサは、マーカー識別子、長さ識別子、フィールド型識別子、及び
フィールドカウント識別子を使用して、チャンク化されたメッセージ４０６を解析し、フ
ィールド定義のグルプを取得する。メッセージ構成体は、データ値の群を含み得る。メッ
セージの所定のエンコードされた部分を解析するために必要なすべての情報が、エンコー
ドされたデータに直接先行するいくつかの実施例において、ＡＰＩプロトコルライブラリ
２０４は、メッセージの全体を待機する必要なく、メッセージを小分け（又はチャンク）
で解析する。メッセージがチャンク化されたインスタンスでは、部分的にデコードされた
メッセージが、バッファ４１８に記憶される。メッセージが全体としてデコードされるに
あたり、ＡＰＩプロトコルライブラリ２０４は、クライアント－サーバアプリケーション
４０１ｂによって提供される、完全なメッセージを取得するように、サービスバッファ４
１８又はクライアント－サーバアプリケーションに信号を送信し得る。
【０２２４】
　全体としてのデコードを実行するために、第１のエンコードされたデータストリームは
、既知のデータシェイプで編成され得、また、データストリーム内の非制限要素を記述す
るためのメタデータを含み得る。いくつかの実施例において、メタデータは、非制限要素
の前方記述子を含み得る。非制限要素は、可変数の要素を有するオブジェクトを含み得る
。これには、テキスト情報（例えば、テキストの文字列）、並びに可変数のオブジェクト
が含まれる場合がある。非制限要素はまた、メッセージ全体を構成する、可変数のチャン
ク化されたメッセージ部分を含み得る。メタデータは、様々なデータシェイプ間の区切り
を識別するためのマーカーを含み得る。
【０２２５】
　互いに独立した部分的メッセージのデコードが可能である状態において、クライアント
側アプリケーションは、軽量アプリケーションとして実装され得る。小型固定デコードバ
ッファは、典型的に、所定のデバイスに対する実装コストを削減する。
【０２２６】
　図９は、本発明の一実施形態による、メッセージ４０４を再アセンブルする例示的方法
９００のフローチャートである。エッジサーバ１０６は、第１のエンコードされたデータ
ストリーム９０２（メッセージ４０４の一部である）を受信し得、ストリーム９０２を全
体としてデコードする。エッジサーバ１０６は、チャンク化されたメッセージの数に対応
する識別子９０４で、メッセージのデコードされた部分を索引付けし得る。識別子９０４
は、マルチパートヘッダ４０５に採用されている現在のチャンク識別番号４０５ａであっ
てもよい（図３Ｆ及び３Ｇを参照のこと）。
【０２２７】
　エッジサーバ１０６は、後続のエンコードされたデータストリーム９０６、９０８、及
び９１０を続けて受信し得る。エッジサーバ１０６は、メモリ内のメッセージ４０４のデ
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コードされた部分９０６、９０８、及び９１０を続けて索引付けする。
【０２２８】
　メッセージチャンク９１２が破壊されている、又は受信されていない場合、エッジサー
バ１０６は、欠落しているチャンクメッセージ１１１２の再送信を待機し得る。チャンク
識別子１１０４を使用することで、エッジサーバ１０６は、メッセージ４０４内のその順
序から離れて、所定の受信されたエンコードされたデータストリームをデコードし得る。
【０２２９】
　あるいは、ＡＰＩプロトコルライブラリ２０４が、エンコーダ又はデコーダとして採用
され得る。図５は、本発明の他の実施形態による、ＡＰＩプロトコルライブラリ２０４を
使用した例示的メッセージ送信及び受信のブロック図である。この実施形態では、クライ
アント側又はサーバ側アプリケーションは、メッセージ４０２をＡＰＩプロトコルライブ
ラリ２０４に送信する。メッセージ４０２は、人間が読むことのできるテキスト言語フォ
ーマットでフォーマット化され得る。例として、ＪＳＯＮ及びＸＭＬが挙げられる。メッ
セージ４０２は、１つ又は２つ以上のデータオブジェクトによって区切られたデータオブ
ジェクトを含み得る。
【０２３０】
　バイナリ動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩ　３０２は、図７Ａ～７Ｃに表示及び説明されていると
おり、
　記憶された構造記述に従って、メッセージ４０２を通して解析して、１つ又は２つ以上
のデータオブジェクトを取得し得る。バイナリ動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩ　３０２は、バイナ
リデータストリームを作製するために、コードブックに定義されたバイナリシンボルに、
解析されたデータオブジェクトの要素のそれぞれを逐次的にマップし得る。
【０２３１】
　ＡＰＩプロトコルライブラリのＳＤＫの例
　図１０は、ソフトウェア開発キット（ＳＤＫ）を実行し、ＡＰＩプロトコルライブラリ
２０４を使用する、クライアントアプリケーション搭載の例示的コンピューティングデバ
イス１０４のブロック図である。ＳＤＫは、７５Ｋバイト未満のフラッシュメモリ１００
２上に存在し得る。いくつかの実施例において、ＳＤＫは、暗号化機構を含む、アプリケ
ーション及びプロトコルの実装を含む。
【０２３２】
　通信操作
　図１１は、複数の通信プロトコルにわたる通信の例示的方法のフローチャートである。
方法は、例えば、ＡＰＩサーバ１１０で実行されるＡＰＩプロトコルライブラリ２０４と
連携する、ソフトウェアアプリケーションによって実行され得る。
【０２３３】
　ＡＰＩプロトコルライブラリ２０４は、他の通信プロトコルと柔軟に相互作用する、動
的ＲＥＳＴ　ＡＰＩインターフェースを提供する。
【０２３４】
　いくつかの実施例において、方法は、ＡＰＩサーバ１１０で実行され得る。この目標を
達成するため、レガシーセンサー及びコンピューティングデバイスは、通信及び制御とい
う面においてアップグレードし得る。
【０２３５】
　図１２は、本発明の一実施形態による、自己記述型メッセージを解析するための例示的
方法１２００のフローチャートである。方法は、メモリに、バイナリヘッダ及びバイナリ
本体の第１の構造記述（工程１２０２）と、メタデータ構成体の第２の構造記述と、を記
憶することを含み得る。メタデータ構成体は、メッセージ構成体を形成する１つ又は２つ
以上のデータ値の所定のデータ値に対応する、記述値の１つ又は２つ以上の群を含む（工
程１２０４）。記述値は、データ値名記述子、データ値記述記述子、及びデータ値型記述
を含み得る。
【０２３６】
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　いくつかの実施例において、方法１２００は、複数のメッセージを表現する複数のバイ
ナリデータストリームを、ポートで受信することを含む（工程１２０６）。
【０２３７】
　いくつかの実施例において、方法１２００は、バイナリヘッダ及びバイナリ本体を決定
するため、第１の構造記述を使用して複数の受信されたバイナリデータストリームのそれ
ぞれを、プロセッサを使用して解析することを含み得る（工程１２０８）。
【０２３８】
　いくつかの実施例において、方法は、メタデータ構成体を形成する記述値の１つ又は２
つ以上の群を決定するため、第２の構造記述を使用して解析されたバイナリ本体を、プロ
セッサを使用して解析することを含み得る。プロセッサは、メタデータ構成体の決定され
た記述値の一部を使用して、メッセージ構成体のデータ値の１つ又は２つ以上の群を決定
する（工程１２１０）。メッセージ構成体の１つ又は２つ以上のデータ値のそれぞれと、
メタデータ構成体の１つ又は２つ以上の記述値のそれぞれと、はバイナリマーカーによっ
て詳述され得る。
【０２３９】
　図１３は、本発明の一実施形態による、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔを使用して動的ＲＥＳＴメ
ッセージを送信する例示的方法１３００のフローチャートである。
【０２４０】
　いくつかの実施例において、方法１３００は、バイナリ動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩモデルを
、デバイスのメモリで記憶することを含む（工程１３０２）。動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩモデ
ルは、データオブジェクト、イベントオブジェクト、サービスオブジェクト、プロパティ
オブジェクト、及び属性オブジェクトを含むデータモデルを含み得る。
【０２４１】
　いくつかの実施例において、方法１３００は、デバイスのプロセッサを介し、バイナリ
動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩモデルを使用して要求メッセージをフォーマット化して、自己記述
型要求メッセージを作製することを含む（工程１３０４）。
【０２４２】
　いくつかの実施例において、方法１３００は、デバイスのポートを介して、持続的ステ
ートレス接続で要求メッセージを送信することを含む（工程１３０６）。持続的ステート
レス接続は、ＨＴＴＰ又はＨＴＴＰＳポートを使用して、ＷｅｂＳｏｃｋｅｔ接続を経由
し得る。
【０２４３】
　図１４は、本発明の一実施形態による、サードパーティプロトコルを使用した通信の例
示的方法１４００のフローチャートである。方法１４００は、デバイスのメモリ内の第１
の通信プロトコル及び第２の通信プロトコルを提供することを含む。第１の通信プロトコ
ルは、自己記述型スキーマを有する多数の制御コード及びバイナリメッセージを含み得る
。自己記述型スキーマは、データオブジェクトモデルであり得る。いくつかの実施例にお
いて、第２の通信プロトコルのインスタンスは、第１の通信プロトコルのインスタンスに
関連付けてマップされ得る（工程１４０２）。データモデルは、動的ＲＥＳＴ　ＡＰＩオ
ブジェクトモデルで構造化され得る。制御コードの関連マッピングは、ＨＴＭＬフレーム
ワークに基づき得る。
【０２４４】
　いくつかの実施例において、方法１４００は、第２の通信プロトコルにおいて、メッセ
ージの第１のインスタンス化を、コンピューティングデバイスのポートで受信することを
含む（１４０４）。
【０２４５】
　いくつかの実施例において、方法１４００は、コンピューティングデバイスのプロセッ
サによって、メッセージの第１のインスタンス化を制御メッセージ又はデータメッセージ
のいずれかとして分類することを含む。方法１４００は、次いで、コンピューティングデ
バイスのプロセッサによって、メッセージの第１のインスタンス化を変換して、メッセー
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ジの第２のインスタンス化を作製することを含む（工程１４０６）。メッセージが制御メ
ッセージとして分類されると、プロセッサは、制御メッセージを１つ又は２つ以上の制御
コードにマップし得る。図７に関して説明されているとおり、メッセージがデータメッセ
ージとして分類されると、プロセッサは、自己記述型スキーマを有するバイナリメッセー
ジにデータメッセージをマップし得る。
【０２４６】
　いくつかの実施例において、方法１４００は、メッセージの第２のインスタンス化を、
コンピューティングデバイスのポートで送信することを含む（工程１４０６）。
【０２４７】
　図１５は、本発明の一実施形態による、チャンク化されたメッセージを使用した通信の
例示的方法１５００のフローチャートである。
【０２４８】
　いくつかの実施例において、方法は、第１のデータストリーム及び第２のデータストリ
ームを含む、複数のデータストリーム間の１つ又は２つ以上のデータストリームを、ポー
トで受信することを含む（１５０２）。
【０２４９】
　いくつかの実施例において、方法１５００は、受信された第１のデータストリーム及び
受信された第２のデータストリームを、第１のバッファで記憶することを含む（工程１５
０４）。
【０２５０】
　いくつかの実施例において、方法１５００は、デコードされたメッセージの部分を、第
２のバッファで記憶することを含む（工程１５０６）。
【０２５１】
　いくつかの実施例において、方法１５００は、プロセッサを使用して、第１のバッファ
内にバッファリングされた受信されたデータストリームをデコードして、所定のデコード
された部分を作製することを含む。プロセッサは、第２のバッファに所定のデコードされ
た部分を記憶し得る。プロセッサは、完全な第２のデータストリームを受信する前に、第
１のバッファ内にバッファリングされた、受信された第１のデータストリームのデコード
を開始し得る。
【０２５２】
　コンピューティングデバイスの例
　図１６は、本開示に記載された手法を実装するために使用することができる、コンピュ
ーティングデバイス１６００及びモバイルコンピューティングデバイス１６５０の例を示
す。コンピューティングデバイス１６００は、ラップトップ、デスクトップ、ワークステ
ーション、パーソナルデジタルアシスタント、サーバ、ブレードサーバ、メインフレーム
、及びその他の適切なコンピュータなど、様々な形態のデジタルコンピュータを表すこと
が意図される。モバイルコンピューティングデバイス１６５０は、パーソナルデジタルア
シスタント、携帯電話、スマートフォン、及びその他の類似のコンピューティングデバイ
スなど、様々な形態のモバイルデバイスを表すことが意図される。本明細書に示すコンポ
ーネント、その接続及び関係、並びにその機能は、あくまで例であることを意味するもの
であり、制限されることを意味するものではない。
【０２５３】
　コンピューティングデバイス１６００は、プロセッサ１６０２、メモリ１６０４、記憶
デバイス１６０６、メモリ１６０４及び複数の高速拡張ポート１６１０に接続する高速イ
ンターフェース１６０８、並びに低速拡張ポート１６１４及び記憶デバイス１６０６に接
続する低速インターフェース１６１２を含み得る。プロセッサ１６０２、メモリ１６０４
、記憶デバイス１６０４、高速インターフェース１６０８、高速拡張ポート１６１０、及
び低速インターフェース１６１２のそれぞれは、様々なバスを使用して相互接続され、ま
た、共通マザーボードに、又は必要に応じてその他の方法でマウントされ得る。プロセッ
サ１６０２は、高速インターフェース１６０８に連結されたディスプレイ８１６などの外
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部入力／出力デバイス上で、ＧＵＩに対応するグラフィック情報を表示するために、メモ
リ１６０４内に又は記憶デバイス１６０６上に記憶された命令を含む、コンピューティン
グデバイス１６００内の実行の命令を処理できる。他の実施例において、複数のプロセッ
サ及び／又は複数のバスは、必要に応じて複数のメモリ及びメモリの種類と共に使用され
得る。また、複数のコンピューティングデバイスは、必要な操作の部分を提供するデバイ
スのそれぞれと（例えば、サーババンク、ブレードサーバの群、又はマルチプロセッサシ
ステムとして）、接続され得る。
【０２５４】
　メモリ１６０４は、コンピューティングデバイス１６００内の情報を記憶する。いくつ
かの実施例において、メモリ１６０４は、１つ又は２つ以上の揮発性メモリユニットであ
る。いくつかの実施例において、メモリ１６０４は、１つ又は２つ以上の非揮発性メモリ
ユニットである。メモリ１６０４は、また、磁気又は光ディスクなど、別の形態のコンピ
ュータ読み取り可能媒体であってもよい。
【０２５５】
　記憶デバイス１６０６は、コンピューティングデバイス１６００用の大容量記憶デバイ
スを提供することができる。いくつかの実施例において、記憶デバイス１６０６は、スト
レージエリアネットワーク又はその他の構成内のデバイスを含む、フロッピーディスクデ
バイス、ハードディスクデバイス、光ディスクデバイス、若しくはテープデバイス、フラ
ッシュメモリ若しくはその他の類似のソリッドステートメモリデバイス、又はデバイスの
アレイなどの、コンピュータ読み取り可能媒体であり得る又は含み得る。命令は、情報担
体に記憶され得る。命令は、１つ又は２つ以上の処理デバイス（例えば、プロセッサ１６
０２）によって実行されると、前述のように、１つ又は２つ以上の方法を実行する。命令
はまた、コンピュータ又はマシン読み取り可能媒体（例えば、メモリ１６０４、記憶デバ
イス１６０６、又はプロセッサ１６０２上のメモリ）などの１つ又は２つ以上の記憶デバ
イスによって記憶されてもよい。
【０２５６】
　高速インターフェース１６０８は、コンピューティングデバイス１６００のために帯域
幅を集中的に使用する動作を管理し、一方、低速インターフェース１６１２は、帯域幅を
あまり集中的に使用しない動作を管理する。機能のこのような割り当ては、あくまでも例
である。いくつかの実施例において、高速インターフェース１６０８は、メモリ１６０４
と、ディスプレイ１６１６と（例えば、グラフィックプロセッサ又はアクセラレータを通
じて）、各種の拡張カード（図示なし）を受容し得る高速拡張ポート１６１０と、に連結
される。実施例において、低速インターフェース１６１２は、記憶デバイス８０６及び低
速拡張ポート１６１４に連結される。各種の通信ポート（例えば、ＵＳＢ、Ｂｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ（登録商標）、イーサネット（登録商標）、ワイヤレスイーサネット（登録商標）
）を含み得る、低速拡張ポート１６１４は、キーボード、ポインティングデバイス、スキ
ャナー、又はスイッチ若しくはルーターといったネットワーキングデバイスなどの、１つ
又は２つ以上の入力／出力デバイスに、例えばネットワークアダプタを介して連結され得
る。
【０２５７】
　コンピューティングデバイス１６００は、図に示されているとおり、多数の異なる形態
で実装され得る。例えば、標準サーバ１６２０として、又はそのようなサーバの群内で複
数回実装され得る。加えて、ラップトップコンピュータ１６２２などのパーソナルコンピ
ュータに実装され得る。また、ラックサーバシステム１６２４の一部として実装され得る
。あるいは、コンピューティングデバイス８００からのコンポーネントは、モバイルコン
ピューティングデバイス１６５０など、モバイルデバイス（図示なし）の他のコンポーネ
ントと結合され得る。このようなデバイスのそれぞれは、１つ又は２つ以上のコンピュー
ティングデバイス１６００及びモバイルコンピューティングデバイス１６５０を含み得、
システム全体は、互いに通信する複数のコンピューティングデバイスで構成され得る。
【０２５８】
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　モバイルコンピューティングデバイス１６５０は、他のコンポーネント間のプロセッサ
１６５２、メモリ１６６４、ディスプレイ１６５４などの入力／出力デバイス、通信イン
ターフェース１６６６、及びトランシーバ８６８を含み得る。モバイルコンピューティン
グデバイス１６５０はまた、追加の記憶域を提供するため、マイクロドライブ又は他のデ
バイスなどの、記憶デバイスと共に提供され得る。プロセッサ１６５２、メモリ１６６４
、ディスプレイ１６５４、通信インターフェース１６６６、及びトランシーバ１６６８の
それぞれは、様々なバスを使用して相互接続され、コンポーネントのいくつかは、共通の
マザーボードに、又は必要に応じて他の方法でマウントされ得る。
【０２５９】
　プロセッサ１６５２は、メモリ１６６４に記憶された命令を含む、モバイルコンピュー
ティングデバイス１６５０内の命令を実行することができる。プロセッサ１６５２は、別
個の複数のアナログ及びデジタルプロセッサを含むチップからなるチップセットとして、
実行され得る。プロセッサ１６５２は、例えば、ユーザーインターフェースの制御、モバ
イルコンピューティングデバイス１６５０によって実行されるアプリケーション、及びモ
バイルコンピューティングデバイス１６５０による無線通信など、モバイルコンピューテ
ィングデバイス１６５０の他のコンポーネントの調製用に提供され得る。
【０２６０】
　プロセッサ１６５２は、ディスプレイ１６５４に連結された制御インターフェース１６
５８及びディスプレイインターフェース１６５６を通じて、ユーザーと通信し得る。ディ
スプレイ１６５４は、例えば、ＴＦＴ（薄膜トランジスター液晶ディスプレイ）ディスプ
レイ若しくはＯＬＥＤ（有機発光ダイオード）ディスプレイ、又はその他の適切なディス
プレイテクノロジーであり得る。ディスプレイインターフェース１６５６は、グラフィッ
ク及びその他の情報をユーザーに提示するため、ディスプレイ１６５４を駆動するための
適切な回路機構を備え得る。制御インターフェース１６５８は、ユーザーからのコマンド
を受信し、それらをプロセッサ１６５２への送信用に変換し得る。加えて、外部インター
フェース１６６２は、モバイルコンピューティングデバイス１６５０の他のデバイスとの
近距離通信を有効にするため、プロセッサ１６５２との通信を提供し得る。外部インター
フェース１６６２は、例えば、いくつかの実施例において有線通信用に、又は、他の実施
例において無線通信用に提供され得、複数のインターフェースも使用され得る。
【０２６１】
　メモリ１６６４は、モバイルコンピューティングデバイス１６５０内の情報を記憶する
。メモリ１６６４は、１つ又は２つ以上のコンピュータ読み取り可能媒体、１つ又は２つ
以上の揮発性メモリユニット、１つ又は２つ以上の不揮発性メモリユニットのうちの１つ
又は２つ以上としてとして実装され得る。増設メモリ１６７４はまた、例えば、ＳＩＭＭ
（シングルインラインメモリモジュール）カードインターフェースを含み得る、拡張イン
ターフェース１６７２を介して、モバイルコンピューティングデバイス１６５０に提供及
び接続され得る。増設メモリ１６７４は、モバイルコンピューティングデバイス１６５０
用の特別な記憶容量を提供することも、又は更にモバイルコンピューティングデバイス１
６５０用のアプリケーション若しくはその他の情報を記憶することもできる。特に、増設
メモリ１６７４は、前述のプロセスを実施又は補足するための命令を含み得、また、セキ
ュアな情報も含み得る。このように、例えば、増設メモリ１６７４は、モバイルコンピュ
ーティングデバイス１６５０用のセキュリティモジュールとして提供され得、また、モバ
イルコンピューティングデバイス１６５０のセキュアな使用を許可する命令を使用してプ
ログラミングされ得る。加えて、セキュアアプリケーションは、ハッキング不可能な方法
でＳＩＭＭカードに識別情報を入れるなど、付加的な情報と共にＳＩＭＭカードを介して
提供され得る。
【０２６２】
　メモリは、以下に説明するとおり、例えば、フラッシュメモリ及び／又はＮＶＲＡＭメ
モリ（不揮発性ランダムアクセスメモリ）を含み得る。いくつかの実施例において、命令
は情報キャリアに記憶される。命令は、１つ又は２つ以上の処理デバイス（例えば、プロ
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セッサ１６５２）によって実行されると、前述の方法など、１つ又は２つ以上の方法を実
行する。命令はまた、１つ又は２つ以上のコンピュータ又はマシン読み取り可能媒体（例
えば、メモリ１６６４、増設メモリ１６７４、又はプロセッサ１６５２上のメモリ）など
、１つ又は２つ以上の記憶デバイスによって記憶され得る。いくつかの実施例において、
命令は、例えば、トランシーバ１６６８又は外部インターフェース１６６２を介して伝搬
信号で受信され得る。
【０２６３】
　モバイルコンピューティングデバイス１６５０は、必要な場所にデジタル信号処理回路
機構を含み得る、通信インターフェース１６６６を介して無線で通信し得る。通信インタ
ーフェース１６６６は、数ある中でも、ＧＳＭ（登録商標）音声コール（グローバルシス
テムフォーモバイル通信）、ＳＭＳ（ショートメッセージサービス）、ＥＭＳ（拡張メッ
セージジングサービス）、若しくはＭＭＳメッセージ（マルチメディアメッセージングサ
ービス）、ＣＤＭＡ（符号分割多元接続）、ＴＤＭＡ（時間分割多元接続）、ＰＤＣ（パ
ーソナルデジタルセルラー）、ＷＣＤＭＡ（登録商標）（広帯域符号分割多元接続）、Ｃ
ＤＭＡ２０００、又はＧＰＲＳ（汎用パケット無線サービス）など、様々なモード又はプ
ロトコル下で通信を提供し得る。このような通信は、例えば、無線周波数を使用するトラ
ンシーバ１６６８を介して発生し得る。加えて、短距離通信は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登
録商標）、Ｗｉ－Ｆｉ（商標）、又は他のそのようなトランシーバ（図示なし）を使用す
るなどして発生し得る。加えて、ＧＰＳ（グローバルポジショニングシステム）レシーバ
ーモジュール１６７０は、モバイルコンピューティングデバイス１６５０に付加的なナビ
ゲーション及び場所関連の無線データを提供することができ、そのデータが、必要に応じ
て、モバイルコンピューティングデバイス１６５０で実行するアプリケーションによって
使用され得る。
【０２６４】
　モバイルコンピューティングデバイス１６５０はまた、オーディオコーデック１６６０
を使用して可聴に通信することができ、ユーザーが話す情報を受信して、それを使用可能
なデジタル情報に変換することができる。オーディオコーデック１６６０は、同様に、例
えば、モバイルコンピューティングデバイス１６５０のハンドセットにあるスピーカーを
介してなど、ユーザー用に可聴音を生成することができる。このような音は、音声電話コ
ールからの音を含み得、録音された音（例えば、音声メッセージ、音楽ファイルなど）を
含み得、また、モバイルコンピューティングデバイス１６５０で動作するアプリケーショ
ンによって生成される音も含み得る。
【０２６５】
　モバイルコンピューティングデバイス１６５０は、図に示されているとおり、多数の異
なる形態で実装され得る。例えば、携帯電話１６８０として実装され得る。また、スマー
トフォン１６８２、パーソナルデジタルアシスタント、又はその他の類似のモバイルデバ
イスの一部として実装され得る。
【０２６６】
　本明細書に記載のシステム及び手法の様々な実施例は、デジタル電子回路機構、集積回
路機構、特に設計されたＡＳＩＣ（特定用途向け集積回路）、コンピュータハードウェア
、ファームウェア、ソフトウェア、及び／又はそれらの組み合わせで現実化することがで
きる。これらの様々な実施例は、少なくとも１つのプログラマブルプロセッサを含む、プ
ログラマブルシステムで実行可能及び／又は解釈可能である、１つ又は２つ以上のコンピ
ュータプログラムでの実施例を含む場合があり、特別な目的又は汎用であってよく、記憶
システム、少なくとも１つの入力デバイス、及び少なくとも１つの出力デバイスからデー
タ及び命令を受信するため、並びにそれらにデータ及び命令を送信するために連結される
。
【０２６７】
　これらのコンピュータプログラム（プログラム、ソフトウェア、ソフトウェアアプリケ
ーション、又はコードとしても知られる）は、プログラマブルプロセッサに対するマシン
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、並びに／又はアセンブリ／マシン言語で実装されてもよい。本明細書で使用されている
とおり、マシン読み取り可能媒体及びコンピュータ読み取り可能媒体という用語は、プロ
グラマブルプロセッサにマシン命令及び／又はデータを提供するために使用される、任意
のコンピュータプログラム製品、装置、及び／又はデバイス（例えば、磁気ディスク、光
ディスク、メモリ、プログラマブルロジックデバイス（ＰＬＤ））を指し、これは、マシ
ン読み取り可能信号としてマシン命令を受信する、マシン読み取り可能媒体を含む。マシ
ン読み取り可能信号という用語は、マシン命令及び／又はデータをプログラマブルプロセ
ッサに提供するために使用される任意の信号を指す。
【０２６８】
　ユーザーとの相互作用の目的で提供するため、本明細書に記載されたシステム及び手法
は、ユーザーに情報を表示するためのディスプレイ装置（例えば、ＣＲＴ（陰極線管）又
はＬＣＤ（液晶ディスプレイ）モニタ）と、ユーザーがコンピュータに入力を提供するの
に使用するキーボード及びポインティングデバイス（例えば、マウス又はトラックボール
）と、を有するコンピュータに実装され得る。他の種類のデバイスも同様に、ユーザーと
の相互作用の目的で提供するために使用され得、例えば、ユーザーに提供されるフィード
バックは任意のセンサリーフィードバックの形式（例えば、視覚フィードバック、聴覚フ
ィードバック、又は触覚フィードバック）であってよく、ユーザーからの入力は、音響、
音声、又は触覚入力を含む、任意の形式で受信され得る。
【０２６９】
　本明細書に記載のシステム及び手法は、バックエンドコンポーネント（例えば、データ
サーバとして）を含む、若しくはミドルウェアコンポーネント（例えば、アプリケーショ
ンサーバ）を含む、若しくはフロントエンドコンポーネント（例えば、ユーザーが本明細
書に記載のシステム及び手法の実施例と相互作用するのに使用するグラフィカルユーザー
インターフェース又はＷｅｂブラウザ）を含むコンピューティングシステム、又はそのよ
うなバックエンド、ミドルウェア、若しくはフロントエンドコンポーネントの任意の組み
合わせに実装され得る。システムのコンポーネントは、デジタルデータ通信の任意の形式
又は媒体（例えば、通信ネットワーク）によって相互接続され得る。通信ネットワークの
例としては、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、ワイドエリアネットワーク（ＷＡ
Ｎ）、及びインターネットが挙げられる。
【０２７０】
　コンピューティングシステムは、クライアント及びサーバを含み得る。クライアント及
びサーバは概ね、互いに遠隔にあり、典型的に通信ネットワークを通じて相互作用する。
クライアント及びサーバの関係は、対応のコンピュータで動作し、互いにクライアント－
サーバ関係を有する、コンピュータプログラムによって生じる。
【０２７１】
　本明細書に記載のシステム及び方法からなる構造、機能、及び装置の点から見て、いく
つかの実施例において、動的ＲＥＳＴメッセージを使用した通信用のシステム及び方法が
提供される。動的ＲＥＳＴメッセージを使用した通信を支持するための方法及び装置の特
定の実施例を記述したことから、本開示の概念を組み込む他の実施形態を使用できること
が、当業者には明らかになるであろう。したがって、本開示は、特定の実施例に制限され
るべきではないが、むしろ、以下の請求項の趣旨及び範囲によってのみ制限されるべきで
ある。
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